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　ライナス＝エレインはまだ二十七歳さいであったが、これまで転職について真面目に考えたことが三回あった。

　その回数が多いか少ないかは、人によって答えが異なるだろう。

　少なくともライナス自身は、自分がこの仕事を続けてこられたのは忍にん耐たい力りよくによるものだと自負していた。

「陛へい下か。おはようございます」

　その日の朝、彼かれはいつものように王の寝しん室しつの扉とびらを開け、眉まゆを寄せた。

　部屋の主人はいつも早起きであるため、ライナスが起こしに来た時にはすでに着き替がえも済ませているのが常であるのに、まだ室内は薄うす暗くらがりの中にあったからだ。

「陛下？」

　戸口に立ったままもう一度声をかける。しかしやはり、返事はない。これはいよいよおかしい。

　ライナスは突つき動うごかされるようにして室内に入ると、窓の分厚いカーテンを開けて室内を外の光で満たした。

「陛下！」

　彼は血相を変えて部屋の主人に駆かけ寄よった。

　王は、寝台ではなく床ゆかの上に倒たおれていた。うつ伏ぶせである。

　大おお柄がらで筋肉質なその身体からだを、ライナスは渾こん身しんの力でもってひっくり返し、意識がないことを確かく認にんして首筋の脈を探した。肌はだはまだ温かいが、顔には血の気がない。男に抱だきかかえられるなど、普ふ段だんの王であれば鳥肌を立てて嫌いやがるだろうに、この時は抵てい抗こうさえしなかった。

　心のどこかに、これは王の悪質な冗じよう談だんではないかという期待がある。しかしその呼吸と心臓が確かに止まっていることがわかると、ライナスは愕がく然ぜんとした。

　遅おくれて、寝台の横に転がっている杯さかずきに気づく。杯からは液体が溢あふれ、複雑な模様が描えがかれた朱しゆ色いろの絨じゆう毯たんを濡ぬらしていた。

　それはまるで、持ち前の細かい性格で少しずつ整然と積み上げてきた自らの世界が、突とつ如じよとしてがらがらと崩くずれていくような感覚であった。

　信じがたいことに、今彼が両りよう腕うでに抱かかえているこの国の王は、確かにその生命機能を止めていた。

　それもおそらく──何者かに毒を盛られて。

　ヴィリオレイ＝レド＝ネストル王は、無二の存在であった。

　苛か烈れつ王おうの異名をとるその体たい軀くは巌いわのようで、紫むらさきの双そう眸ぼうは相手をすべて見み透すかすように鋭するどい。それに物事を客観的に見て、起こりうることを予測し最善を選び取る能力に長たけていた。

　三十という、男性にとって最も脂あぶらののった年ねん齢れいであるヴィリオレイ王がこの先数十年という彼の治世をその王座において過ごすことは、周囲の人間にとって疑いようのないことだった。

　だからこの時、ライナスは柄にもなく動どう揺ようで言葉を失ってしまった。

　王が死んだ？

「……馬ば鹿かな」

　ひどく長い時間が経過したようであったが実際はほんの数秒で、ライナスは我に返り声を上げて医師を呼んだ。

　この人なら蘇よみがえるかもしれない。

　ライナスはそう考え、医師が到とう着ちやくするまでの時間にできる限りの蘇そ生せいを試みたが、結局その努力は意味のないものだった。




　ヴィリオレイ＝レド＝ネストル王の崩ほう御ぎよが国民に伝えられたのは、翌日のことであった。
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「レネ！」

　様々な小道具や衣い装しようが雑多に置かれた劇場裏の狭せまい通路に、女の金切り声が遠くから響ひびき渡わたる。

　ちょうど鏡に向かっていたレネ＝オールストンは、右耳の前に垂れた橙だい褐かつ色しよくの髪かみをピンで留とめた。衣装の前まえ掛かけを腰こしに巻まいた友人のソニアが後ろから声をかける。

「レネ、終わったならどいてよ」

「うん。もう少し」

　レネ達たちのような端は役やくには控ひかえ室しつなどなく、階段下の空間に置かれた使い古しの鏡台だけが、彼かの女じよ達を変身させる魔ま法ほうの道具だ。

　鏡の向こうから、日焼けした肌はだに化け粧しようでそばかすを施ほどこした二十一歳さいの女がこちらを見返している。裾すそがほつれた衣装を身につけずとも、レネは村むら娘むすめその二という役やく柄がらにぴったりの外見であった。

　小柄でも大柄でもない身長に、年ねん齢れいに相応の顔立ち。体型も普ふ通つうで、声だって特別ではない。特筆すべき点があるとすれば、秋の森のようなこの髪の色だけだ。こんな女は、王が住まう都であるこのリンベルンには溢あふれている。

　けれど舞ぶ台たいの上に立てば、レネは誰だれでもない一人の役者になれた。

「レネ！　ここにいたのね！」

　金切り声がレネを見つけたようだ。

「ごめん、いいよソニア」

　彼女はそう言って友人に鏡台を譲ゆずると、振ふり向むいてにっこりと笑った。

「はい、マディアさん。どうかしましたか？」

　リンベルンに数ある劇団のうちの一つ、オッリ＝ベッカ座の看板女優であるマディア＝ラナンは、驚おどろいたことに下着姿であった。

　本来なら衣装に隠かくれているはずの二にの腕うでには白粉おしろいがされていないので、首から上の白さが不自然に浮うき上あがって見える。彼女は細すぎる眉まゆを吊つり上あげ、毒々しいほど赤い唇くちびるを歪ゆがめてレネに怒ど鳴なった。

「どうかしましたかじゃないわよ！　あんたが用意したこの服！　舞台上で釦ボタンが吹ふっ飛とんだのよ！　すぐに直して！」

　そう言って、マディアは持っていた紫むらさきのドレスをレネに押おしつけた。

「……」

　万年人手不足のこの劇団では、見習いの役者達が裏方を兼けん任にんすることも少なくなかった。今回の舞台においてレネは、村娘その二兼衣装係である。

　確かに彼女は今日の公演のために、領主の妻役の衣装としてこの紫のドレスを用意した。しかしレネが縫ぬったわけではなく、衣装箱の中からそれらしいものを見つけ出して虫食いを繕つくろっただけである。

（すぐに直してって、仕立て職人じゃないんだから）

　レネはそう思ったが、笑え顔がおは崩くずさなかった。

「えーとでも私、次の出番が……」

「どうせ村娘の一人でしょ？　あんた一人がいなくても誰も気づかないわよ！　いい？　すぐに直して私の控え室まで持ってきて。できなけりゃあんたクビよ！」

　マディアはそう怒鳴りつけると、レネの返事を待たずに踵きびすを返かえした。途と中ちゆう積み上げられていた木箱に足をぶつけて、「誰よこんなところに置いたの！　邪じや魔ま！」と悪態をつきながら廊ろう下かを戻もどっていく。

　マディアがここにいるということは、領主の妻が失しつ踪そうする場面は終わったということだ。となれば、村娘達の出番まであと十分もない。

「うわー。運がなかったね、レネ」

　ソニアは被かぶった頭ず巾きんの位置を直しながら言った。

「釦が飛んだのなんて、絶対本人のせいだよ。マディア太ったもんね。あれ絶対やけ食いでもしたのよ。知ってる？　最近ロデールってば、他の劇団の女優に熱上げてるんですって。マディアも落ち目なのよ」

　マディアの衣装は背中にびっしりと釦のついたデザインで、なるほど腰のあたりの釦が三つほどなくなっていた。直せと持ってくるなら、落ちた釦も拾ってきてくれればいいのに。これでは、同じ釦を探すところから始めなくてはならない。

「もっと腰ががばがばの衣装用意すればよかった……！」

　レネががっくりと肩かたを落として嘆なげくと、ソニアが笑った。

「あはは。でもまぁどうせ今日も出番ちょっとの端役だし、また次頑がん張ばりなよ。じゃあ私行くね。出番の前に次の幕の小道具準備もしなきゃだし」

「うう。薄はく情じようソニア」

「運も実力のうちよ。じゃあねー」

　小道具の入った籠かごを抱かかえて駆かけていく村娘その一を恨うらめしく見送ってから、レネは小さな声で呟つぶやいた。

「……上等じゃない」

　自じ慢まんではないが、逆境には強い性格であるという自覚はあった。

　不ふ屈くつの根こん性じようとも言うべきだろうか。それは無理だと言われればやり通さねば気が済まなかったし、そのための努力は常に惜おしまなかった。

　だからこそ今、自分はここにいるのだ。

　レネは数秒ドレスを見つめて解決策を思いつくと、鏡台に飛びついて小さな鋏はさみを手に取った。眉を整えるために使用される化粧道具である。

　シャキ

　彼女は躊ちゆう躇ちよなく、残った釦をすべて切り落とした。

　次いで釦があったところに同じ鋏で切れ目を入れる。すべての箇か所しよに切れ目を入れ終わると、今度はきょろきょろとあたりを見回し、先ほどマディアが足をぶつけた木箱に目を止めてそれをひっくり返した。そして目当てのものを見つけると、鋏を放り投げて駆け出したのだった。

　レネやソニアとは違ちがい、看板女優であるマディアには控え室がある。舞台にほど近い個室だ。通路の先にある階段を上り、舞台に近づくにつれて舞台上の音が漏もれ聞こえてくる。領主役の役者の声だ。

《ああ、グヴィネア！　どこへ行ったというのだ！　お前がいないと私の夜は明けないというのに！》

　今日の演目は『暁あかつきの夜明け』と呼ばれる悲ひ恋れん物ものだった。

　有あり体ていにいえば領主とその妻、それに庭師の男の三角関係を描えがいた戯ぎ曲きよくで、大衆に人気の演目である。

　けれどレネは、あまり好きな話ではない。

　領主の妻があまりにどっちつかずだし、庭師の男の他力本願なところが鼻につく。最終的に妻に逃にげられてしまう領主だって、傲ごう慢まんな男で浮うわ気きされたのは自じ業ごう自じ得とくだとしか思えなかった。

　レネが好きなのは純愛物なのだ。

　夢のように綺き麗れいな、貫つらぬき通とおす愛の話。

『そんな夢物語が好きなのは、レネに恋れん愛あい経験がないせいね』と友人のソニアにはからかわれるが、好きなものは好きなのだから仕方がない。

　いつかそんな戯曲の女主人公を演じたいと、ずっと思っている。

「マディアさん！」

　レネはマディア＝ラナンの控え室に飛び込んだ。

「きゃあ！」

　鏡台に座すわって化粧直しをしていたマディアが飛び上がって驚く。

「なんだ、レネじゃない。もうできたの？　早いわね」

　マディアの次の出番は、もう一幕後だ。けれどレネの出番まではもう五分もない。

「いいからちょっと立って、これ着てください。急いで！」

「やだ、何よ。痛いから引っ張らないで！」

　レネはマディアを無理やり立たせると、上からドレスをすっぽりと被せて着せた。

「ここ袖そでです。そう」

「ちょっとレネ、何よこれ！　釦が一つもないじゃない！」

「いいから、動かないでくださいね」

　レネはそう言うと、先ほど木箱の中から見つけ出した赤い紐ひもを、ドレスの背中側の切れ目に通した。かつて釦があった箇所に、レネ自身が入れた切れ目だ。すいすいと、交差するようにすべての切れ目に紐を通し、最後に首のところで結ぶ。

「よし、これでいいです。次のマディアさんの出番は庭師との密会の場面ですから、雰ふん囲い気きを変えた方がいいでしょう？　こちらの方がマディアさんの綺麗な背中が見えて扇せん情じよう的です。素す敵てきですよ」

「あ、あら、そう？」

　まんざらでもない様子で鏡に背を向けたマディアを見届けることなく、レネは「それじゃ！」と控え室を出て行った。

《誰か！　誰か！　妻を見ていないか！》

《ああ、領主様》

　これはソニアの声だ。

（やばい、もう出番だわ）

　ソニアには二行ほどの台詞せりふがあったが、レネにはない。『奥おく様さまは恋こい人びとを求めて行かれました。あの庭師のもとへ』というソニアの台詞の後に、ソニアと一いつ緒しよに泣き崩れるだけだ。

　ほんの数分にも満たない出番。好きではない演目。

　それでもレネは、いつか求める舞台に立つために、目の前の階段を一つも踏ふみ外はずすわけにはいかなかった。

《娘よ、何か知っているな》

　領主が村娘に妻の行方ゆくえを問うている。

　舞台袖にいた劇団長が、駆けてくるレネを見てぎょっとした。

（お前はもういい！　出るな！）

　目の細い劇団長のシャツの襟えりには駒こま鳥どりが止まっている。ラペルピンだ。それは最近の劇団長のお気に入りで、毎日身につけているものだった。

　止めようとする劇団長の腕をすり抜ぬけて、レネは舞台に躍おどり出でる。

　目を刺さすような照明。薄うす暗くらがりの中に居並ぶ観客達。レネの心臓が、どくんと大きく一度鼓こ動どうする。

　染しみ入いるような静せい寂じやく。ここは別世界だ。

　妻を見失って怒いかりと焦しよう燥そうで気が狂くるうような領主の男が、目の前に立っている。

（私は一人の村娘）

　レネは、役が自分の中に降りてくるような感覚に陥おちいった。

《領主様。奥様は恋人を求めて行かれました。あの庭師のもとへ》

　ソニアの台詞。それはレネにとっての合図だ。

　レネはソニアの隣となりに跪ひざまずいて顔を覆おおった。

　台詞はない。ただ泣くだけ。

《そんな……》

　呆ぼう然ぜんとした領主の台詞に被さるように、レネは泣き声を上げた。




「……ゔああああ！　うおおおお！　おいおいおい！」




　後でソニアに、『なんの生き物の鳴なき真ま似ねしてるのかと思った』と言われ、「鳴いてたんじゃなくて泣いてたんだ」と反論することもできなかったレネであった。
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　レネ＝オールストンの夢は、大女優になることだった。

　役者という仕事に魅みせられたのは六歳の時。たまたま村にやってきた旅芸人が演やった演目に、子供達は夢中になった。

　旅芸人が去った後も、幼いレネ達は芝しば居いで見た姫ひめや王子になりきってごっこ遊びをした。そしてその年の秋の収しゆう穫かく祭さいで、彼女は妖よう精せいの王女を演ることになった。

　レネは興奮した。今度はごっこ遊びではない。衣装を着て、舞台に立ち、本当に妖精の王女になることができるのだ。

　しかし結果は散々だった。

　台詞を飛ばし、動きを間違え、舞台上にいるのは妖精の王女どころか、ただの道どう化けのようだった。妖精の王役だった少年は、レネにこう言い放った。

『へたくそレネ。お前なんかぜったいに役者にはなれないからな！』

　感謝しなくてはならない。

　レネは、常々そう思っていた。

　あの言葉を見返してやる、という気持ちが原動力となり、自分は今こうして役者を目指し続けていられるのだから。

「あー。だけどさすがに今日はへこむ」

　レネは寝しん台だいにうつ伏ぶせになっていた。ソニアと同室だ。寝台二つがやっと入るような狭さで、私物も最小限である。

　現在オッリ＝ベッカ座では十二人の劇団員が共同生活をしていた。

　門限などの規則はないが、公演後は皆みな近くの食堂で酒を交かわすのが通例になっている。しかし今夜、レネは劇団長に謹きん慎しんを言いい渡わたされてしまっていた。

　あの『鳴き真似』のせいだ。

　村娘その二の唐とう突とつな『鳴き真似』は、領主役の俳優の頭から次の台詞を吹っ飛ばし、観客を爆ばく笑しようの渦うずに巻き込むほどの効果があった。役者達は観客の笑い声に追い立てられるようにして舞台袖に逃げ込み、庭師役はこの上なくやりにくい空気の中で舞台に出ていかなくてはならなかった。

　劇団長は顔を真っ赤にして怒おこり、『〝暁の夜明け〟が喜劇だって話を聞いたことがあるか？　ええ？』と劇場の柱を蹴けっ飛とばした。

「……聞いたことないです」

　劇団長の前では口にできなかった答えを、枕まくらに返す。

　それでもレネが劇団をクビにならないのは、ひとえに彼女の器用さのおかげであった。

　レネ＝オールストンは、役者としては最低でも裏方としては有能だった。手先が器用で、何事にも機転がきき、覚えもはやい。今日の後半のマディアの衣装も評判だった。

　それなのにどうして、舞台上ではあんなふうになってしまうのか。

　あがり症しよう、というわけではない。度胸はあるし、人前に出ることにも抵てい抗こうはない。それどころか舞台上に立つと、いつも役が自分に憑ひよう依いしたような気持ちになるのだ。

　場面が森の中なら目の前の柱が巨きよ大だいな樹木に、城の中なら頭上のむき出しの梁はりが細やかな細工の施された天てん井じように見える。

　そして我を忘れるのだ。

　毎回、暴走する。

　レネは本日何度目かもわからないため息をついた。

「あー。へこむ」

　不屈の根性があるといっても、落おち込こまないというわけではない。だがいつまでも鬱うつ々うつとしているレネではないのだった。

「うーん。よし！」

　彼女はおもむろに寝台の上に立ち上がった。

「過去は過去！　失敗は成功の母！　昨日の私がいるから今日の私がいるのよ！」

　傷いたみのひどい木の天井に向かってそう叫さけぶ。

　すると幾いく分ぶんすっきりした。

　ではこのまま発声練習でもしようと顔を正面に向けた時、レネの視界に見慣れぬものが飛び込んできた。喉のどがきゅっと締まり、声が息苦しさに行き場を失う。

（──誰!?）

　代わりに心の中で絶叫した。

　そこに、見知らぬ大男がいたからだ。

　男はソニアの寝台に悠ゆう然ぜんと腰掛けている。

　とっさに、レネは劇場内で起きた盗とう難なん未み遂すい事件を思い出した。一週間ほど前の夜中、オッリ＝ベッカ座に不ふ審しん者しやが忍しのび込んだのだ。不審者は何かを探していたようだったが劇団員の一人に見み咎とがめられて逃げ出した。

　だが、あの犯人はこんな大男ではなかったはず。

（だ、だいたいいつの間に入ってきたの？）

　まったく気配を感じなかった。ずっと枕に顔を埋うずめていたから気づかなかったのか。

　ちらりと廊下に繫つながる扉とびらを見るが、確かに閉まっている。鍵かぎもかけたはずだ。北側にある窓だって夜なので閉めてある。それにここは三階だ。

　男がゆっくりと立ち上がったので、レネはびくりと身体からだを震ふるわせて寝台の上で後ずさった。

　男は本当に、立派な体たい軀くの持ち主であった。年は三十前後だろうか、清潔そうなシャツの上からでも隆りゆう々りゆうとした筋肉が窺うかがい知れる。レネは女性として背が低い方ではないが、こうして寝台の上に立ってやっと目線が同じくらいであった。

　鋭するどい光を持った瞳ひとみは紫色で、表情は穏おだやかだが思考が読めない。何者だろうか。少なくとも、劇団員ではない。それにどうも、着ている服は安物ではなさそうだ。

（まさか私の支し援えん者しや希望？）

　人気のある役者に支援者がつくのは珍めずらしいことではない。実際マディアには支援者が一人いる。高こう慢まんちきなロデールだ。ロデールの父親オルガは王城では宰さい相しようにも覚えがめでたい宝石商らしく、いつもそれを鼻にかけては父親の金で遊んでいる。いわゆる放ほう蕩とう息子むすこというやつだ。

　もっと大きな劇団の看板役者ともなれば、貴族が支援者についている場合もあるらしい。そうなれば、衣装は新しいものを買ってもらえるし役者以外に副業をする必要もないのだ。羨うらやましい限りである。

（いやいやいや、だとしても勝手に部屋に入ってくるのおかしいし。今日の私を見て支援者になりたいって思うのも……おかしい）

　そう考えてレネは少し悲しくなったが、すぐに気を取り直す。今はまずこの不審者をどうにかしなくては。

「ええと、どなたか存じ上げませんが出て行ってもらえませんか？」

　レネは極きわめて丁てい重ちように退出を願い出た。不審者に対して強気に出るのは逆効果だと、ソニアに教わっている。だがこれで出て行ってくれなければどうすればいい？　力では到とう底てい敵かないそうにないし、大声を出したって劇団員は皆飲みに行っていて、ここは無人だ。

　隙すきを見て逃げることができるだろうか。

　今はまだ、男が手を伸のばして届く距きよ離りではない。寝台から扉の方へ飛び降り全速力で走れば逃げられるかも。

　そんなことを考えていると、ふいに男が笑った。にやっと、笑ったのだ。


〈あれはなんの鳴き声だったんだ？〉



　レネには男の言葉の意味がわからなかった。しかしなんとも心地ここちよく低い、いい声だ。


〈村娘がいきなり何かに取り憑つかれたのかと思ったぞ。まさかあれが泣いている演技だなんて言わないよな？〉



「うるさい！」

　反射的に叫んでいた。不審者に対する恐怖や友人の助言など頭から吹っ飛んでいる。

「あんた誰よ！　どっから入ってきたの？」

　レネははっと手を口に当てた。

「まさか、観劇料を返金しろって言うの？　無理よ。やめて。よしんば劇団長が返金したとしても私の給料から差っ引くに決まってる！」

　今だって決して余よ裕ゆうのある生活をしているというわけではない。

　この部屋も無料ではないのだ。吝りん嗇しよく家かの劇団長は、きっちり家賃を徴ちよう収しゆうしている。ソニアは週に五日酒場で働いているし、レネの副業は知人の仕事の事務手伝いだ。

　それくらい忙いそがしく働いてやっと、夢を追いながら食べていけるほどの金銭を手に入れることができるのだ。


〈観劇料？　ははは。そんなつもりはない。大体僕ぼくは金を払はらっていない〉



　男は何も持っていないことを示すかのように両手を挙げた。レネは顔をしかめる。

「は？　どういうこと？　潜もぐり込こんだわけ？　ふざけんじゃないわよ！　私達だって道楽で公演打ってるわけじゃないのよ！　金払え！」


〈金を払おうにも、僕には触さわれない〉



「触れない？　何に触れないっていうの？」


〈金に。ほら〉



「！」

　レネはぎょっとした。

　男が突とつ然ぜん距離を詰つめてきたからだ。動どう揺ようのあまり体勢を崩し、寝台の上に座すわり込こんでしまう。男はレネに覆い被さるようにして手を伸ばしてきた。

　ああしまった。怒鳴りつけたりなんかしてないで早く逃げればよかったのに。この変態に捕つかまってしまったらどうなるんだろう。犯やられる？　殺される？　どちらにせよ最悪だ。

　しかしそのどちらも起こらなかった。それどころか、男の腕はレネの身体を素す通どおりした。

「……はい？」

　そう、素通りしたのだ。

　今男の太い腕は、レネの胸の間に埋うめ込こまれたようになっている。


〈この通りとても残念なことに、僕はお前のそのささやかな胸にさえ触れることはできない〉



「……！」
















　ぞわわわわ、と全身に鳥肌が立った。目の前の変態を蹴り飛ばそうとしたが、振り上げた脚あしが空から振ぶりして、その勢いのままレネは背後の壁かべに頭をぶつけてしまった。

「いた！」


〈大だい丈じよう夫ぶか？〉



「うるさい黙だまれ！　あんたのせいだ！　あんたなんなの？　え？　噓うそ、私の幻げん覚かく？　私病気？」


〈お前が病気かどうかは知らないが、僕は幻覚ではない〉



　男が言った。

　気づけば、押おし倒たおされているような体勢になっていた。吐と息いきまで感じ取れそうなくらい近くに男の顔がある。けれどなぜか、男の匂においも息も、レネには届かないのだ。


〈僕は死んでいる〉



　男は言った。


〈つまり今ここにいる僕は幽ゆう霊れいだ。魂たましいだけの存在と言ってもいいかもしれない。死んで半月。僕の声を聞いて姿を見ることができたのはお前が初めてだ。ついては頼たのみたいことがあるんだが〉



　レネはくらくらした。

　言われている意味が理解できないだけでなく、この状じよう況きようが無理だ。許容量を超こえた。もともと、男性への免めん疫えきは少ない。恋人などいたことがないし、そういう雰囲気になったこともない。

　役者としてでなく、生物学的雄おすとこんな至近距離に顔を近づけたことなど一度もない人生だった。

「近い。離はなれて」

　レネはなんとか声を絞しぼり出だした。

「お願いだから」

　しかし男は彼女の願いを聞かなかった。それどころか興味深そうに首を傾かしげ、まじまじとレネを観察してくる。


〈耳まで真っ赤だぞ〉



「うるさい黙れ」

　レネは両手で耳を隠した。


〈首も赤い〉



「いいから離れて！　近いんだってば！」

　レネは耳から手を離して男を突つき飛とばそうとしたが、それもまた空振りした。

（ああもう、幽霊ってなんなの？　どういうこと？　どうして私ばっかりこんな目に遭あうのよ！）

　そんな彼女の混乱とは裏腹に、男は目を細めて言う。


〈ははぁ。お前処女だな〉



「死ね！」

　そう叫んだが、相手は先ほど自分は死んでいるのだと告白したばかりなのだから、意味のない発言であることは明らかである。


〈あいにく僕はもう死んでいる〉



　男がそう言いながら上からどいてくれたので、レネはほっとした。触れないのだから何をされるわけでもないだろうが、これはもう精神的な問題である。


〈名乗るのが遅おくれたが、僕の名はヴィリオ。ヴィリオレイ＝レド＝ネストル。親しくヴィリオと呼んでくれて構わない〉



「どうでもいいから帰ってくれない？」

　レネは心からそう懇こん願がんした。


〈僕の名に聞き覚えはないか？〉



「ないです。帰ってください」

　もうこのまま布ふ団とんを被って寝ねてしまおうか。レネにはそれがとてもいい考えのように思えた。

　男ががっかりした様子で息を吐はく。


〈情けないな。自国の王の名もわからないとは〉



（じこくの、おう？）

　既すでに布団を被って寝る体勢に入りかけていたレネは、その言葉を反はん芻すうしてがばりと起き上がった。

　ヴィリオレイ＝レド＝ネストル。

　聞き覚えがないわけがない。

　それは、この国の王の名だ。

　半月前に死んだ王。

　王の死が伝えられた日から三日間、リンベルンのすべての劇場が公演を中止した。

　本来なら、二十日という王族の服ふく喪も期間中はずっと王都におけるあらゆる娯ご楽らくが規制されるはずだったが、生前のヴィリオレイ王は国の経済が停てい滞たいすることを憂うれえ、娯楽の規制を三日のみと決めていたのだという。

　それを聞いた時、ずいぶんと立派な王様だったのだなとレネは思ったものだった。

　その王様を名乗る男の顔を、レネはまじまじと見た。

（……確かに、肖しよう像ぞう画がの王様に、似てる、かも？）

　苛か烈れつ王おうとも言われたヴィリオレイ王の肖像画は、手に剣けんを持ち、こちらを射い抜ぬくような眼まな差ざしが描かれた力強いものだ。レネはそれを一度、友人のソニアに見せてもらったことがあった。

（いやでも、別人でしょ）

　まず肖像画とは雰囲気がまったく違う。

　つまらなそうに鼻をほじっている目の前の男があの苛烈王だなんて、誰が信じるだろう。確かに体格や顔立ちは似ているかもしれないが、どう見ても別人だ。

「というか鼻くそ飛ばさないでよ！」


〈安心しろ。あの鼻くそも僕と同様実体はない〉



　それならいいとは言えない。気持ちと礼れい儀ぎの問題である。

「あんたが王様なんて噓でしょ？　あ、もしかして双ふた子ごとか？」


〈違う。僕に兄弟はいない。正真正しよう銘めい僕がヴィリオレイ＝レド＝ネストルだ。半月前に死んだ。だから今は幽霊。どうだ？　ここまではわかったか？〉



「……ごめんわかんないわ」

　そう答えると、男は憐あわれな生き物を見るような眼差しをレネに向けた。


〈お前馬ば鹿かなのか？〉



「うるさいわ！」


〈まぁいい。とにかく半月前に僕は死んだ。それで頼みたいことというのはだな、お前に僕を生き返らせてほしいんだ〉



「……」

　レネは両手で顔を覆って首を振った。

　百歩譲ってこの男がヴィリオレイ王であることはいい。認めよう。肯こう定ていする証しよう拠こはないが、否定する証拠もないからだ。

（だけど……はぁ）

　生き返らせる？

　なんて世よ迷まい言ごとだろう。

「……他をあたってください」

　レネは無気力に手を振って答えた。男がうんうんと頷うなずく。


〈まぁすぐに信じられないのは仕方がないとは思うが、信じてもらうしかない。この半月、僕は僕を見ることのできる人間を探したが、こんなふうに会話までできたのはお前だけだった。つまり、僕を生き返らせられるのはお前だけなんだ。お前が僕の《蘇よみがえらせる者》だ〉



「そんなことないです。どっか他にいますって。もっと根気強く探してください。諦あきらめないで」


〈いや。お前だけだ〉



　男が突然、ずいと顔を近づけてきたので、レネは硬こう直ちよくした。

　結けつ婚こん契けい約やくも結んでいない男の顔がすぐ目の前にある。呼吸音は聞こえるが、吐息は感じない。その身体に触れないのは、先ほど自分の身をもって思い知ったところだ。

　なんてことだ。幽霊だなんて。


〈僕の頼みを聞くか？　聞かないなら今すぐここでお前を◯◯して××てやるが〉



　レネは立ち上がり、寝台から飛び降りた。もし相手が生身なら男の大きな身体にぶつかっていただろうが、相手は幽霊。すり抜けて簡単に脱だつ出しゆつできた。はっきり言って、心地いい感覚ではなかった。なるべくならやりたくない。

　扉を背後に安全を確保してから、彼女は男を指差して言った。

「下品！」


〈そうか？〉



「自覚なしか！　たち悪いわ！　大体あんた私に触れないでしょ！」

　信じがたいことだが、先ほど男の腕がレネの身体を通り過ぎたのも、今レネが男をすり抜けたのも、紛まぎれもない事実である。男はにっこりと微笑ほほえんだ。


〈そうだな。お前に直接は触れないが、生前の僕が触ふれたものになら触れるようだから、方法はある〉



　そう言いながら男が自分のシャツについているラペルピンに触れる。この時初めて、レネは男がそんな飾かざりを身につけていることに気づいた。どこかで見覚えのあるラペルピンだ。

　駒鳥の。

「それ！　劇団長の！」

　お気に入りのそのラペルピンを、劇団長は外に飲みに行く時はいつも外す。なくしてしまうのが嫌いやだからだ。


〈どうも見覚えがあるなと思ったら触れたから、失敬してきた。なくしたと思ってたが、こんなところにあったとは〉



（どういうことだよ劇団長！　盗ぬすんだの？）

　あの劇団長に、そんな度胸があるとは思えないのだが。


〈つまり、こういうものなら触れるから、これで〉



　男がラペルピンを外し、ゆっくりとこちらに近づいてくる。レネは後ろ手に扉を開けようとしたが、鍵がかかっていてすぐには開かなかった。

（ああ、よりによってこんな時に！）

　一週間前の盗難未遂事件から、夜に部屋にいる時は内鍵をかけるのが習慣となっていた。無人だと思って泥どろ棒ぼうがまた来たら怖こわいし、ソニアが帰ってくるまでは起きているつもりでいた。でもまさか幽霊が入ってくるなんて。

（鍵は二秒で開けられる。逃げられるはず！）

　レネは恐きよう怖ふを押して男に背中を向け、金具を戸口の穴に入れただけの簡素な鍵を解かい錠じようした。しかし扉を開ける前に、レネの項うなじにちくりとした痛みが走る。


〈こうやって、お前の全身をくまなく虐いじめることもできるんだが〉



（ひいいいいいい！）

　恐怖で声を上げることもできない。レネは青ざめ、完全に固まってしまった。すぅ、と身体の中を何かひんやりとした空気が通り過ぎたような感覚がしたかと思うと、正面に男の顔が現れる。

　レネの身体を通り過ぎて目の前に立った男は、全身の後ろ半分が扉に埋まっていた。その手はレネの首筋に伸びていて、ラペルピンの先せん端たんがまだ、彼女の柔やわらかな肌にかすかな痛みを与あたえている。

　男──ヴィリオはにっこりと笑った。


〈僕の頼みを聞くだろう？〉



（首を横に振ったらピンが刺さる）

　そう思ったレネは、断腸の思いでもってこくりと頷いたのだった。
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〈僕は昔、ある人間を助けた。それに恩を感じたそいつが僕に、死んでも魂が留まる魔法をかけた〉



　喉のど元もとまで「妄もう想そう癖へきでもあるの？」という台詞が出かかったが、レネはそれをぐっと堪こらえた。シャツの襟に光る駒鳥のラペルピンが、こんなに恐おそろしく見えたのは初めてだ。

　魔法を使う魔ま女じよや、魔ま術じゆつを使う魔術師が存在したのはもうずいぶんと昔の話である。曾そう祖そ父ふ母ぼや、その前の時代。

　今はわずかに魔術の名残なごりがある程度で、それを使いこなせる存在はいない。

　レネは、舞台の縁ふちに腰掛けていた。

　一方ヴィリオは客席の最前列に座っている。

『事情を説明したい』と言うヴィリオに、場所を変えようと提案したのはレネだ。この男と密室で二人きりになるのはどう考えても危険だったから。

　オッリ＝ベッカ座は大衆演劇場なので、客席は布張りなどではなくむき出しの木でできている。二階席もあるが立ち見だ。ごくたまに、偉えらい人がお忍びで観劇にくることがあるらしく、そういう場合は立ち見がなくなり二階席にとっておきの椅い子すが用意される。

　王様ともなればささくれのある木の椅子などに座ったことはないだろうに、ヴィリオは嫌な顔一つせずに腰掛けていた。

　幽霊だから硬かたさなど感じないのかもしれない。


〈やっぱりお前は知らないかな。僕が一度死んでも生き返るっていうのは、王城内では結構有名な話なんだが〉



「はぁ、そうなんですか」

　レネは無気力に返事をした。

　しかし、見れば見るほど男前な幽霊である。美形というわけではないが、雰囲気があり、目を引く顔立ちをしている。

　これで王様だというならば、さぞかし女性には人気があったのだろう。

（あ、でも確か独身なんじゃなかったっけ？）

　レネはソニアに聞いた話を思い出した。

　七代前から続く王族であるネストル一族は、ヴィリオレイ王が最後の一人だ。妻も子もいなかったので、その死後、誰が王座につくのかが目下の問題となっていた。

『有力なのはね、宰相のフェンディ＝バードよ』

　そう語ったソニアは情報通だ。酒場で働いているといろんな噂うわさが耳に入ってくるらしい。それに王を好みの顔だと言っていたので、崩ほう御ぎよを聞いた時はずいぶんと肩を落としていた。

（会わせてあげたいけど、ソニアにも見えるのかな）

　死んでから半月、こうして声を聞いて姿を見ることができたのはレネだけだと言っていたが本当だろうか。でもどうして自分だけが？


〈レネ〉



　気がつくと、ヴィリオが目の前に立っていた。


〈お前はどうも、僕の話を真面目に聞く気がないようだな〉



　ヴィリオが襟の駒鳥に手をやったので、レネは慌あわてて首を振った。

「ありますあります。聞きたいです聞かせてください」

　ヴィリオはじとりとレネを見み据すえていたが、やがてふいと踵を返して歩きながら話した。


〈ともかく、そいつの魔法のおかげで今僕の身体は仮死状態だ。たぶん、腐くさることもないだろう。ついてはまずお前には、城に侵しん入にゆうしてなんとか僕の身体に接せつ触しよくしてもらいたい〉



「はぁ？」

　城に侵入だと？

「ええと、それって犯罪ですよね？」


〈残念ながらそうだ〉



　ヴィリオはもっともらしく頷いた。

「あなたの部下の人に手引きしてもらって入れてもらったりとかは……」


〈僕の姿を見て声を聞けた人間はお前だけだと言っただろう？〉



　そうだったそうだった。えーとつまり。


〈僕の葬そう儀ぎは五日後に行われる。それと同時に新しい王が即そく位いするはずだ。それまでに、僕を生き返らせてほしい〉



「ええっと参考までに聞きますけど、具体的に生き返らせるってどうするんですか？　何かそういう魔法の薬でもあるの？」

　ヴィリオがにっこりと笑う。


〈僕に魔法をかけた人物は当時、『死したお前を認め聞ける者の血肉によって蘇る』と言っていた〉



「生いけ贄にえとか無理です！」

　レネはすぐに言って首を振った。


〈何、生命いのちまで取ろうとは思っていない〉



「噓だ！　今血肉って言った！　絶対言った！」

　レネは立ち上がった。

　こうなったら交こう渉しようは決けつ裂れつである。ちょっとした人助けならやってもいいかなと思ったけれど、自分の命と引ひき換かえにとなればそうはいかない。

「とにかく！　私は忙しいの！　演技練習しなきゃいけないし、他に仕事だってあるし！　その上城に侵入して王様を生き返らせるなんて無理！」


〈ふーむ、困ったな。ああ、それならこうしないか？　僕がお前に演技指導をしてやろう〉



「はぁ？」

　ヴィリオが微笑みながら舞台の方に近づいてきたので、レネは数歩後ずさった。先ほど、至近距離に近づけられた男の顔を思い出す。

　稽けい古こ中ちゆうや芝居中ならどれだけ異性と顔を近づけたって平気だが、普ふ段だんの生活ではそうはいかない。伊だ達てに六歳の頃から十五年間、芝居漬づけの生活をしていないのだ。


〈これでも僕は、あの魔ま窟くつのような王城で王族として十年生きてきた。十年間ずっと、演技をしながら生きてきたようなものだ。お前に教えられることは多くあるだろう〉



「権けん謀ぼう術じゆつ数すう的てきなそれは結構です」


〈ははは、何を言う。策略を巡めぐらせることは、夢を手にいれる手段の一つだ〉



「夢は努力で手に入れるわ」

　それが彼女の信条である。

　レネはひっと息を吞のんだ。

　ヴィリオが、ふわりと驚くほどの身軽さで舞台に上がってきたからだ。そして気づけば手を伸ばせば触れられるほどの距離に立っていて、なおもこちらに近づいてきている。


〈レネ＝オールストン〉



　男は女を溶とかすような甘あまい声で、先ほど教えたレネの名を口にした。


〈どうやらお前が僕の特別なのは間違いがないようだ〉



　レネは、先ほどまでの自らの言動をすぐに後こう悔かいした。自分はいつもこうだ。考えるよりも先に口が立つ。だからソニアのような、酒場の給きゆう仕じといった接客の必要がある副業は向いていなかった。従い兄と弟このニヴァンがやっている仕事の事務を黙もく々もくとこなす方が、性しように合あっている。


〈お前の百面相はとても面おも白しろい〉



　ヴィリオは歩みを止めずにうっとりと続けた。


〈特にお前が怯おびえた顔をすると、僕はとてもぞくぞくする。今まで僕はあまり女性に興味がなかった。だから結婚もしていないし、子供もいない。だがお前になら、僕の下半身は敏びん感かんに反応するようだ〉



「……──？」

　レネは聞き間違えだろうか、と思った。下半身がどうとか聞こえたけど。


〈正直今すぐお前をここで押し倒してしまいたいところだが、この身体ではそうもいかないのが歯がゆいところだな〉



　駄だ目めだ。さっきまで理解できる言語で喋しやべっていたと思うけど、今は全然理解できない。


〈いや待てよ。僕が使っていた手て袋ぶくろを王城に取りに戻ればそのささやかな胸を揉もんで大きくするくらいのことはできるんじゃないか？〉



「ささやか言うな！」

　レネはようやく叫んだ。

　しかしヴィリオは既に、レネの目の前に立っていた。心なしか、獰どう猛もうな獣けもののような輝かがやきがその紫色の瞳に宿っている。


〈人生最大の発見だな。まさか僕の好みが、お前のような貧ひん乳にゆうだったとは〉



「大きなお世話だ!!」

　恐怖より怒りの勝ったレネが、右みぎ拳こぶしを繰くり出だしたその時である。

「あれーレネ、一人で何やってるの？」

　舞台袖からソニアが現れた。どうやら打ち上げを終えて帰ってきたようだ。もうそんな時間なのかと驚く。

「声がするから見てこいって劇団長に言われてさ。ったく、例の盗難事件の犯人だったら女一人でどうしろって言うのよねぇ。まぁレネだったからいいけど。何？　もしかして個人練習？」

　ソニアが「なんかここ寒くない？」と喋りながらこちらにやってくる。

　別に酔よっているというわけではないだろう。ソニアは酒に強い。だから酒によって視覚に異常が起きているというわけでもないはずだ。

　それなのに、ソニアは先ほど『一人』と言った。つまりやはり、彼女にヴィリオは見えないのだ。幽霊だから。

　レネの腕を右みぎ頰ほおのやや下あたりから生やした幽霊が眉を寄せる。


〈あっちの女には勃たつ気配もないな〉



「でも『大きなお世話だ』って台詞の戯曲、あったっけ？」

　首を傾げるソニアにぐったりと疲ひ労ろう感かんを覚えて、レネは心から深い眠ねむりにつきたいと思ったのだった。
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　その日の夜なんとか眠ねむりについたレネは、翌朝目覚めて室内に昨日の男がいないことを確かく認にんし、ぱっと世界が明るくなったような気分になった。

（なんだ。夢だったんだわ）

　ずいぶん突とつ拍ぴよう子しもない夢を見たものだ。半月前に死んだ王様が幽ゆう霊れいになって出てくるなんて。

　今日は休演日だ。レネもソニアも、副業の仕事が入っている。室内にソニアがもういないところを見ると、既すでに出た後のようだ。

　寝しん台だいから抜ぬけ出だした彼かの女じよは、簡単に身み支じ度たくを終えると劇場を出た。

　途と中ちゆうの店で朝食代わりのスープを買うことにして、路地に入る。

　長く戦争をしていたこの国では防火に適した石造りの建物が多く、路地は狭せまい。王城は小高い丘おかの上に建てられており、丘の中腹に住むということはある程度の階級を保有していることを意味していた。

　つまり王都リンベルンで暮らしているとはいえ、丘の下の裏通りに面した劇場の北側の部屋で寝ね泊とまりしているというのは、上中下で言えば下の生活だと言える。

（そんな人間が王様の幽霊に取り憑つかれるだなんて）

　あまりに子供っぽい夢だったので、ソニアに言う気にもなれなかった。またレネは子供みたいなことを言って、と馬ば鹿かにされるのがオチだろう。

　レネが下界の住人であるとするならば、亡なきヴィリオレイ王などというのは天上人と同じだ。

　偉い大だいなる王。

　大通りに出ると、丘の上の城を囲む城じよう壁へきを望むことができた。レネは路地の外の行ゆき交かう人々の前で立ち止まり、城の方角を仰あおいだ。

　ここから見える王の住まう城は、壁かべの向こうから超ちよう然ぜんと街を見下ろしている。城壁には服ふく喪も期間であることを示す黒い旗が立ち、全体が悲しみに沈しずんでいるようだった。

　ヴィリオレイ王が即そく位いした時、あそこには国の紋もん章しようである剣けんと鷹たかが描えがかれた旗がたなびき、リンベルンのどこにいても明るい音楽が聞こえたのだという。戦争が終わり、女優を夢見て三年前に王都にやってきた時も、レネにはこの都が音楽と可能性に満ちた輝かがやかしい場所に見えたものだった。

（ヴィリオレイ王が即位する前は違ちがったって、ソニアが言ってたな）

　終わりの見えない戦いに人々は疲ひ弊へいし、国の未来を憂うれえていた。

（すごい王様だったって）

　彼かの王こそが、長い戦争を終わらせた功労者であったのだと。


〈早さつ速そく王城へ行くのか。昨日あんなにごねてた割には素す直なおだな〉



「ぎゃあ！」

　レネは思わず声を上げて飛び上がった。

　振ふり向むくと、たった今レネが通ってきた細い路地に黒くろ髪かみの大男が立っている。男は昨日と同じシャツとズボンを身につけていて、レネと目が合うとにやりと笑った。

「噓うそでしょ！　夢じゃなかったの？」

　上がった声は悲鳴にも似ていて、何人かの通行人が何事かと振り向いた。しかし彼かれらの目に男は映らないので、無視するかレネに白い目を向けるかして通り過ぎていく。

　ヴィリオレイ＝レド＝ネストルの〈なんだ、起きたら僕ぼくがいなかったから寂さびしかったのか？〉という世迷言よまいごとなど耳に入る余よ裕ゆうもなく、レネは混乱した。

（夢じゃなかった？　まさか本当に、死んだ王様が私に自分を生き返らせろって言ってきてるわけ？）

　彼女は頭を抱かかえて、ぐるぐると回る思考に一時翻ほん弄ろうされた。しかし元来長く悩なやむのが苦手なレネ＝オールストンは、ほどなく一つの結論に落おち着ついたのだった。

（無視すればいいじゃん）

　何せ、相手は幽霊である。

　他人には見えないし、自分にも触さわれない。ラペルピンがなんだ。よく考えてみれば、あんなのただの装そう飾しよく品ひんだ。そこらの棒か何かで叩たたき落として壊こわしてしまえばそれで終わりである。

　そうだ。この幽霊に従う理由などどこにもない。

　そう思い切ると、レネは幽霊に背を向けて歩き出した。

　朝の大通りは騒さわがしい。

　荷物を運ぶ台車や驢ろ馬ばが行き交い、相乗り馬車がガラガラと木の車しや軸じくを揺ゆらして走っている。

　服喪期間中とはいえ、丘の下の活気は普ふ段だんとそう変わりないもののように思える。しかしそれは、レネが王の死を身近なものとして捉とらえていないせいでそう見えるだけかもしれなかった。


〈おい、どこへ行く気だレネ。王城はそっちじゃないぞ〉



　王様が死んだって、腹が膨ふくれるわけでもなければ突とつ然ぜん飢うえるわけでもない。

　庶しよ民みん中の庶民である彼女にとって大切なのは、現在の生活維い持じであり抱いだき続けた夢への道筋なのだった。


〈どこへ行くと聞いている〉



（こんな突然現れたおかしな幽霊に構っている暇ひまなどないわ！）

　心中高らかに宣言した次の瞬しゆん間かん、

「ぎゃ！」

　すぅ、とヴィリオがレネの身体を通り過ぎて前に出たので、彼女はたまらず悲鳴を上げて足を止めた。

　何もないところで突然蛙かえるが潰つぶされたような声を出した女に、通行人が不ふ審しんげな眼まな差ざしを寄よ越こして通り過ぎていく。レネは顔を赤くして、ヴィリオを睨にらんだ。

「私の身体からだを通り過ぎるのはやめて！」

　先ほど無視すると決めたことも忘れ怒ど鳴なる。


〈どこへ行く？〉



　しかし男にとって、彼女の怒いかりなどどうでもいいことのようだった。レネは息を吐はき、小さな声で答えた。

「従兄いとこのところよ。私の仕事先」

　幽霊を回り込こんで再び歩き出すと、幽霊もそれについて……いや、憑いてくる。レネは早歩きだというのに、ヴィリオは悠ゆう然ぜんと歩いていた。背の高さが違うのだから仕方がないが、彼女にはなんだかそれも腹が立った。


〈従兄？　僕を生き返らせる件はどうなった〉



「だから私も暇じゃないんだって言ったじゃない」

　金を稼かせがないと日々の生活だってままならない。夢を追いかけるにもまず先立つものが必要なのだ。

　しかしそう言うと、ヴィリオが〈ふむ〉と顎あごに手を当てた。


〈……まぁ、このまま幽霊でいるのも悪くないと思い始めている自分がいるのも確かだ。この姿ならお前の私生活を覗のぞき放題だからな〉



「従兄のニヴァンは探たん偵ていをやってるの。だからまずはそこで情報収集よ。私がいきなり王城へ行っても門もん前ぜん払ばらいされるに決まってるでしょ！」

　慌あわてて振り向き早口でそう言うと、ヴィリオは一度目を丸くした後、にやっと笑った。


〈なるほど、悪くない案だ〉



　レネはぎりりと奥おく歯ばを嚙かみしめる。

（この男、どこまでが本気なわけ？）

『どうやらお前が僕の特別なのは間違いがないようだ』

　あれはただの冗じよう談だんだったのだろうか。あの後下品な変態発言が連発された気がするが、残念ながらそれらは脳が再生を拒きよ否ひしている。


〈どうした？　行かないのか？〉



　ヴィリオが上流階級の人間らしい流りゆう麗れいな仕草で手を差さし伸のべる。決して触ふれることのできないその手を、レネはじとりと睨んだ。

　その時である。

「レネ！」

　突然横からぐいと首を引っ張られ、グキと嫌いやな音がした。

「ああ、いいところで会ったなレネ。紹しよう介かいしようドン。彼女がレネ、俺おれの依い頼らい人にんだ。なぁレネ、この間の依頼は完かん璧ぺきに解決してやっただろう？　報ほう酬しゆうの支払いは明後日あさつてだったよな？　な？」

　レネの首を痛めた犯人は、誰だれあろうつい今しがた話題にしたばかりの従兄ニヴァン＝リバーであった。レネが副業で働くリバー探偵社の経営者である。ちなみに従業員はニヴァンとレネの二人だけだ。

　ニヴァンは生まれてから一度も櫛くしを通したことがなさそうなぼさぼさ頭に無ぶ精しよう髭ひげを生やした見るからに怪あやしげな男であるが、悲しいかなレネとは間違いなく血が繫つながっている。レネより六つ年上の、母の姉の息子むすこだ。

　楽観的な性格の上に賭と博ばくと金が大好きで、故郷でも複数の友人に借金をしていた前歴がある。
















「な、レネ」

「ちょ、苦しい」

　明らかに焦あせった様子のニヴァンがぎりぎりと首を絞しめてくる。

　一方で目の前に立つドンという名の男は、一目で堅かた気ぎの人間ではないとわかる風ふう貌ぼうをしていた。頭とう髪はつがなく瞼まぶたの上に傷があり、レネが二、三人ぶら下がっても平然としていそうな筋肉が存在を主張している。

　ひょろっひょろのニヴァンなんか、ちょっと小こ突づかれただけで内臓破は裂れつしてしまうだろう。

　それにドンの連れていた犬がまたいかにも獰どう猛もうそうだった。刈り込まれた黒い毛並みの下に余分な脂肪などなく、しなやかな前後ろ脚はどこまでも獲物を追えるだろう。

　犬はヴィリオのいるあたりを睨みつけ、うううと歯は茎ぐきをむき出しにして唸うなった。

「黙だまれ。もうお前の噓にはうんざりだ」

　ドンは声も野太かった。ニヴァンが左ひだり腕うでをぶんぶんと振る。

「待てよ。待てってドン。明後日報酬が支払われれば、俺はあんたに金を返せる。俺も嬉うれしいしあんたも嬉しい。な？　今俺を殺したってなんにもいいことないぜ？　ただでさえ王様が死んじまって暗～いこのリンベルンに死体が一つ増えるだけ。喜ぶのは葬そう儀ぎ屋やだけってもんだ。そう思うだろ？」

　すらすらと流れるような従兄の台詞せりふを聞かずとも、彼とドンとの関係性は火を見るよりも明らかであった。

（ニヴァン！　あんたまた借金したの？）

　レネが視線だけでそう責めると、ニヴァンの方もはやり目だけでこう訴うつたえてきた。

（頼たのむ！　話を合わせてくれ！　殺される！）


〈おい、この馴なれ馴なれしい男は誰だ〉



　幽霊が不ふ愉ゆ快かいげな顔で問う。

　その質問に答える前に、犬がワンワンと吠ほえた。明らかに、ヴィリオに向かって吠えている。

　レネがヴィリオを見ると、幽霊は肩かたをすくめて言った。


〈獣けものは人よりあらゆる感覚が鋭いからな〉



　つまり、この犬には幽霊が見えているということか。

（私の幻げん覚かくじゃないんだわ）

　それを知って少し安あん堵どすると共に、犬しか共感する相手がいないことに悲しさを覚えた。少なくとも、この場にいるニヴァンにもドンにもヴィリオは見えていないようである。

「おい、エスターどうした？」

　ドンが、突然吠え始めた自らの犬を宥なだめるように撫なでた。しかしエスターと呼ばれた犬は幽霊に向かってワンワンと吠えるのをやめない。あまりの騒がしさに、通行人も立ち止まる始末である。騒ぎが大きくなってきたことにレネは少し慌てた。

（ちょっと、どうにかしてよ）

　と幽霊に目配せをする。

　ヴィリオは面めん倒どう臭くさそうに一度ため息をつくと、冷ややかに犬を見下ろした。

　とたんエスターはぴたりと吠えるのをやめた。それだけでなく、ぱたりと耳が折れて尻尾しつぽも下がる。


〈やかましい〉



　低く重たいその言葉に、犬はきゅうんと一度憐あわれな鳴き声を上げると、一目散にその場から逃にげ出だしてしまった。

　慌てたのは飼い主のドンである。

「お、おいエスター！」

　強こわ面もて男おとこは慌てた様子で犬の名を呼ぶと、

「いいかニヴァン！　てめぇ明後日ちゃんと金返しにこねぇとてめぇの口ん中にクソ詰つめ込こんで首折るからな！」

　そう捨すて台詞ぜりふを残して犬を追いかけて走って行ってしまった。

　状じよう況きようをよく理解できないのはニヴァンである。

「な、なんだぁ？」

　従兄は目を白黒させながらも、いなくなってしまった借金取りにはぁと息を吐いた。立ち止まっていた通行人もそれぞれに散っている。

「なんかよくわかんねぇけど助かったぜぇ」

　事情をすべて理解していたレネは、じとりとヴィリオを見た。非難がましいその視線に、幽霊は眉まゆを上げる。


〈なんだ。お前の言う通りどうにかしたぞ〉



（あんなに獰猛そうな犬を一睨みで怯おびえさせるなんてどんな男なのよ）

　しかし『やかましい』というあの言葉には確かにぴりりと緊きん張ちようが走るような恐おそろしさがあった。

（そういえば、ヴィリオレイ王って、戦争中も最前線で活かつ躍やくしてたんだっけ？）

　レネは今さらながらに、自国の王のことを何も知らないことに気づいた。けれどもう死んだ王様なのだ。普ふ通つうに生活していくなら、今から新しく知っていく必要はないだろう。

　普通に生活していくなら、であるが。

「いやぁ、どうしたんだろなあの犬。なんもねぇところに吠えてたけど幽霊でも見えてたんかな。あはははは」

　ニヴァンの言葉にレネは笑うことができない。

「あんた、借金は全部返したんじゃなかったの？」

　レネはあえて話題を変えた。

「やー。ドンのは違うんだよ。先週ちょっと賭かけ事ごとで負けちまってよー。借金ってもほんのちょっとだぜちょっと」


〈おい、レネ。このクズは誰だ〉



　ヴィリオが顔を寄せて聞いてくるので、「従兄のニヴァンよ」とレネは小声で答えた。

「ところでお前、どこ行くの？　ルガードんところか？」

　ニヴァンは、ソニアが働く酒場『ルガードの銀の皿』の常連でもある。

「あんたのところで仕事よ」

　レネは呆あきれて言った。

「あ！　今日休演日か！」

　ニヴァンがぽんと右みぎ拳こぶしを左手に乗せる。

「いやーわりーわりー。今日は仕事はいいや。明日来てくれよ」

「は？　明日は私一日劇場よ？」

「あ、そっかなら明後日な。明後日」

　レネはじとりと目を細めた。

「何よ。今度は何したの？」

　故郷の村にいる時だって、ニヴァンはいつも面倒事を呼よび込こむ名人であった。隣となりの家の畑を荒あらすのも、蜂はちの巣すを棒でつつくのも、いつもニヴァンの仕し業わざだったのである。

「やー実はな、リリーナに浮うわ気きがばれちまってよ。たぶん今日一日はあいつ事務所で俺のこと張ってるんだわ」

「またなの？」

　リリーナ＝マリーはニヴァンの恋こい人びとで、やり手の商売人である。美人で賢かしこいリリーナがどうしてニヴァンなんかの恋人なのか、レネにはいまだによく理解できない。

　しかし、リリーナが事務所にいるというなら、確かに仕事にはならなさそうだ。

　彼女はきっとニヴァンが戻もどってくるまで事務所を動かないだろうし、仕事を片付けるレネに恋人の愚ぐ痴ちを言い続けるだろう。ニヴァンが現れたら現れたで、目も当てられない修しゆ羅ら場ばが待っているに違いない。

「……わかった。じゃあ今日は帰るね」

「おおわりぃなー。俺も今日は一日その辺ぶらぶらしてるわー」

　ぶらぶらしていて借金取りに見つかったんだろうに、懲こりない男である。レネは呆れながらも、踵きびすを返かえして劇場に戻ろうとした。が、仁に王おう立だちする幽霊に阻はばまれた。


〈ちょっと待て。お前、このクズ従兄に聞くことがあるんだろう？〉



　そう言われてやっと、レネはニヴァンのところに情報収集に行くのだと話したのを思い出した。もともとそのつもりではなかったので何か言い訳を探そうとしたが、先ほどの犬をも退散させた幽霊の恐ろしさを思い出してやめることにした。

　あんなふうに睨まれるのはこちらもごめんである。

「ちょっと待ってニヴァン！」

　またどこかへ行こうとしていた従兄を、レネは慌てて追いかけて止めた。

「おお？　なんだレネ」

「えーと、あのね、あんた……王城に入れる伝つ手てってある？」

「はぁ？　なんだいきなり」

　ニヴァンは眉を上げた。

「ちょっと聞いてみただけ。ないわよね？　そんな伝手」

「ははは。俺みたいな三流探偵にそんな伝手あるわけねぇだろ？」

「そうよね。ありがとじゃあね」

　義理は果たしたとばかりにニヴァンに手を振ったレネは、けれど「王城といや」とニヴァンが話し始めたので帰るに帰れなくなってしまった。

「お前聞いたことがあるか？　ヴィリオレイ王の蘇よみがえりの噂うわさ」

　どきり、と心臓が跳はね上あがったのはまさに自分の隣にいるのがそのヴィリオレイ王を名乗る男だからである。しかしそんなこととは知らない従兄は、のほほんとした様子で続けた。

「俺もついさっき聞いたんだけどよ、王城ではそういう噂があるらしいぜ。戦時中、ヴィリオレイ王が捕とらえた敵兵をひどく拷ごう問もんして、そういう呪のろいを受けたんだと。この話さぁ、金になんねぇかな。王の魂を閉じ込めた壺とか売れるんじゃねぇ？」

「……」

　ニヴァンの馬鹿げた思いつきはさておき、聞いた話と違うではないかとレネが睨むと、ヴィリオはしれっとした顔で肩をすくめた。


〈噂は事実とは違う〉



　どうだか、と心の中で悪態をついてから、レネは従兄に確認した。

「ねぇ、ちなみにその噂って、生いけ贄にえの話とかなかった？」

「はぁ？　生贄？　なんじゃそら」

「ほらだから、王様を生き返らせるにはうら若き美女を生贄に捧ささげなくてはならない、とかそういう話よ」

「さぁどうだろな。そういう話は誰も言ってなかったけどなぁ」

　レネはその時、幽霊に取り憑かれた話を従兄に相談すべきか考えたが、結論はすぐに出た。

　否いな、である。

　王様の幽霊に取り憑かれただなんて言っても、正気を疑われるのが関の山だ。それだけならまだいい。自分がおかしくなったと実家に連れん絡らくなどされれば、田舎いなかに連れ戻されるかもしれない。

　そうはいくか。未いまだ夢半ばだというのに。

「ふーん。面白い話ありがとね。じゃあ明後日行くから。ばいばい」

　レネは今度こそニヴァンに別れを告げると、今歩いてきた道を戻っていった。そして適当な路地を見つけて入り込む。細い路地をしばらく歩き、声の届く範はん囲いに誰もいないことを確かめてから振り向いた。

「そういうわけだから、他をあたってくれる？」

　レネは、音もなく背後をついてきていたヴィリオに告げた。

「私にあんたを生き返らせるのは無理。あんたにとっても、王城内で協力者を見つけた方が生き返る確率は高くなるはずよ」

　ヴィリオは眉を上げ、何か言いたげにレネをじっと見つめた。

　紫むらさき色いろのその瞳ひとみを、彼女はきっと見つめ返す。

（目を逸そらしたら負けよ。私に王様のおもちゃになってる暇はないんだってわからせなきゃ）

　最初から、どうもからかっているとしか思えないのだ。

　一いつ介かいの女優見習いでしかない自分が、死んだ王様を生き返らせる？

　ありえない。そんなことは不可能だ。そもそも死んだ人間は生き返らないし、自分にそんな能力もない。もしヴィリオがそう思い込んでいるのだとすれば、それは何かの間違いだ。

「あんたが亡くなったのは残念に思うわ。よく知らないけれど……いい王様だったって聞くもの。でもそろそろ自分のすべきことをしたらどう？　それって、こんなところでからかいがいのありそうな小こ娘むすめに取り憑いてることじゃないはずよ」


〈僕にはお前が必要だ〉



　なんて聞く耳を持たない男なのだろう。レネは息を吐いた。

「だから、どうして私なのよ。私なんて、城に入れもしないのよ。あんたを生き返らせるなんて無理だわ」


〈……つまり、城に入れればいいんだろう？〉



　ヴィリオはゆっくりと歩き出すと、一度路地の壁をすり抜けて消えて、また別の壁から現れた。彼にそういった芸当が可能なのはわかっていたことなのに、なぜか心臓がどきどきする。まるで上等な手品でも見せられているかのような気分だ。

「……私にはできないわ」

　かろうじてそう絞しぼり出だすように言った。壁をすり抜けたりなんてできない。

　ヴィリオがにやりと笑う。


〈死ねばできるぞ〉



　レネはかっとした。

「他をあたってよ！　私を巻まき込こまないで！」

　死んでたまるか。まだ夢を叶かなえていないのに。


〈ああ。お前のそういう顔は、どうしようもなく僕の嗜し虐ぎやく心しんをくすぐる〉



　レネはひっと息を吞のみ目を逸らした。

　それまでからかい交じりであった男の表情が、すうと色を変えたからだ。

　唐とう突とつに、恐ろしい肉食獣に捕ほ捉そくされた子こ兎うさぎのような気持ちになる。だが一方で男の瞳は艶つやを帯びて、声にはとろけるような甘あまさがあった。


〈お前に見られるとぞくぞくする〉



　もしここに小さな子供がいたならば、見ちゃいけません！　と目を塞ふさいでいただろう。耳も塞ぐべきかもしれない。その声は、まるで麻薬のように頭の芯しんをぼうっとさせる。


〈僕も驚いているところだ。こういう欲求はとどまるところを知らない〉



　それでもレネは、なんとか一歩ずつ後ずさった。

　男性に対する免めん疫えきのなさが功を奏そうしたのだろう。すぐに目を逸らしたのもよかったのかもしれない。

　王を名乗る男は一歩ずつこちらに歩み寄ってくる。

　踵かかとが建物の壁に当たり、レネはもう逃げ道はないのだと知った。ああこんな路地に入り込んだのが失敗だったのだ。悲鳴を上げれば誰かに聞こえるだろうか。


〈お前に触れたい。匂においを嗅かぎたい〉



　男の手が伸ばされる。なんて瞳なのだろう。見る者を縛り、動けなくする。

　お願いだから他をあたってくれ！　と心の中で叫んだ。自分の顔が赤くなっているのか青くなっているのかさえわからない。


〈僕の指先で喘あえぐお前の唇くちびるを割って──〉



「──！」
















　もう限界だ。

　レネは目を瞑つぶって身を屈かがめ、男を通り抜けて脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　路地から通りに出ると、今度は振り向かずに走り続ける。

　ずっと止まらず走り続けてようやく、彼女は自らの家と言える劇場の裏口にたどり着いた。表おもて玄げん関かんとは比べものにならないほど粗そ末まつな木の扉とびらを開けて、バタンと閉める。

　扉など意味がないことは重々承知していたが、レネはそれに体重を預けてはあはあと肩で息をした。

　なんて男だ。

　なんて……。

「破は廉れん恥ちだわ……！」

　あの紫の瞳も低い声も破廉恥極きわまりない。まるで歩く猥わい褻せつ物ぶつだ。あんなのが、国王として王座に座すわっていたなんて信じられなかった。

　まだ心臓が動どう悸きを止めない。

　情けなくて涙さえ出てきた。きっと、ヴィリオ王には上流階級の中で日常会話のように吐く戯たわ言ごとに過ぎないというのに。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　遠えん慮りよがちにかけられた声に、レネは涙を拭ぬぐって顔を上げた。

　そこにいたのは黒くろ縁ぶち眼め鏡がねの見知らぬ男であった。柔やわらかそうな髪と少し垂れた双そう眸ぼうに愛あい嬌きようがある。身につけているのはぱりっとした白いシャツと格こう子し柄がらのベストで、その清潔な様子だけ見ても劇団員でないことは明らかであった。

　男はレネを見て心配そうに言う。

「顔が赤い。具合が悪いのですか？」

「い、いいえ！　大丈夫です」

　レネはぶんぶんと首を振った。

「ちょっと、走ってきたので……」

　男はにこりと笑った。

「そうですか」

　レネはどきりとした。

　ずいぶんといい男である。レネの好みだ。細身で優やさしげで、笑うと目め尻じりに皺しわができるところなど特に。そう。こういうのが自分は好きなのだった。と彼女は再確認した。

　あんな大型獣のように威い嚇かく的てきな筋肉男に興味などないし、遊び半分で迫せまられていちいち動どう揺ようするのなんて愚おろかの極みだ。心しん拍ぱく数すうの無む駄だ遣づかいである。

　そう思っていると、男がじいとこちらを見ていることに気づいてレネは困こん惑わくした。

「……あの」

「アレン！」

　しかしレネが用向きを尋ねる前に声がかかった。

　レネが声のした方に顔を向けると、廊ろう下かの奥おくから花束を抱えたマディア＝ラナンと劇団長がやってくるところであった。

「マディア」

　男がふわりと笑ってマディアの方に腕を伸ばす。マディアは男に自分の腕を絡からませて、拗すねるように男の胸のあたりを指で押おした。

「こちらにいらしたのですね。もう。黙ってどこかへ行かれてしまうんですから」

「すまない、マディア。こうやって劇場内を案内してもらうのは初めてだからね。何もかもが新しん鮮せんすぎて」

　いかにも恋人同士といった甘やかな言葉のやり取りに、レネは困惑する。

　既き視し感かんを覚えたからだ。恋人であり支し援えん者しやでもある宝石商の息子のロデールが来ている時、マディアはいつもこんな猫ねこなで声ごえを出した。

　マディアはレネを見て、鼻を鳴らして言った。

「何をぼさっと突つっ立たってるの？　ご挨あい拶さつなさいレネ。彼はアレン＝スターズ様。新しく、私の支援者になってくださった方よ」

「えっ」

　今度こそ、レネは驚きの声を上げる。

　マディアに、もう一人支援者がついたということか。そんなのロデールが許すのだろうか。ロデールは嫉しつ妬と深ぶかい男で、劇団長でさえ唯ゆい一いつの支援者を失わないようマディアの男関係にはとても気を遣っていたようなのに。

　レネのその疑問を読み取ったのか、劇団長がそれとなく側に寄ってきて耳打ちする。

「ロデールの件は口にするなよ」

「新しい支援者なんて、ロデールが黙ってませんよ！」

「ふん。劇団としては、金払いのいい支援者を選ぶのが当然だ。マディアもスターズ氏を気に入ったようだしな。ロデールからはしばらく寄付もない。切り時ってやつだ」

　レネは、ロデールが別の劇団の女優に熱を上げているという噂をソニアに聞いたのを思い出した。つまり、他の女にうつつを抜かしている馬を捨て、鞍くら替がえするというわけか。鞍替えする馬がいるだけ羨うらやましい限りである。

　劇団長は、昨日のレネの大失態など忘れたかのようにご機き嫌げんで、にこにこと続けた。

「スターズ氏は手始めにと百万リーベルも寄付してくださったんだぞ。こんな大きな魚を逃のがしてたまるか」

「ちょっと、二人ともこそこそと何を話しているの？」

　マディアが見み咎とがめると、劇団長は「なんでもない。気にするな」と笑顔のままレネから離れ、看板女優の背を押した。

「それより次はお前の控ひかえ室しつにご案内しよう」

（はぁ、百万リーベルね）

　レネには、一年かけても稼げるかわからないような金額である。なるほど、アレン＝スターズはかなりの金づるに違いなかった。

「そうだわ。レネ、こちらの花束を私の部屋に生けておいてくれる？　アレンがくださった花束なの。くれぐれも大事に扱あつかってね。鍵かぎは後で控え室に返しにきて」

　小間使いに頼むように言われたが、レネは腹さえ立たなかった。マディアが横暴なのは今に始まったことではないし、彼女の方が女優として優位なのは疑うべくもないからだ。花束と部屋の鍵を受け取って頷うなずく。

「わかりました」

「アレン、どうぞこちらにいらして。私の控え室にご案内します」

　マディアはもうレネのことを見ずに、アレンの腕を引いてやってきた道を戻る。劇団長もへこへことその後を追おうとして、思い出したようにレネに言った。

「そうだ。午後から稽けい古こ場ばは使えないぞ。床ゆか板いたの腐くさってるところがあったからな、張はり替かえを依頼しておいた」

　劇団長が劇場内でも裏方の設備に手を入れるのは、支援者から寄付金が入った時だけだった。

「わかりました」

　レネはそう言って三人を見送ると、右手に持った見事な花束を見て息を吐き、マディアの部屋の前に調理室という名の小部屋に向かった。

　調理室といっても調理道具が置かれているわけではなく、あるのは水みず瓶がめや桶おけであった。劇団員は、ここから飲み水などを自分の水差しに汲くんで部屋に持っていくのだ。

　そこで花束をばらして水みず揚あげをしてやり、再び花を一つにまとめて持つ。途中の物置で大振りの花か瓶びんを探してそこに生けると、両手に抱えてマディアの部屋へ持って行ってから室内にあった水差しから水を注いだ。

　マディアの部屋は上等な角部屋である。もちろん個室で、室内は香こう水すいの甘い匂いでいっぱいだった。

　そこに見事な花が加わると、華はなやかさも増す。自分とソニアの部屋とはあまりに違うその雰ふん囲い気きに、女優としての違いを見せつけられたようでレネは口を引き結んだ。

（そうよ。幽霊に振り回されている場合じゃないわ）

　レネは部屋に戻ると、稽古着に着き替がえた。無駄にできる時間なんて一秒もない。部屋に置いていたクラッカーを昼食代わりに齧かじり、部屋を出る。

　向かったのは舞ぶ台たいであった。

　稽古場が使えないのだから、舞台上で稽古をしていたって劇団長は文句を言わないだろう。この時間なら外からの光で明るいし、照明をつける必要もない。

　階段を降り、廊下を歩く。途中マディアの控え室に忘れずに寄って、鍵を返した。

　相変わらずアレンに絡みついていたマディアは礼の一つも言わず、「鍵はそこに置いておいて」とだけ言ってアレンと劇団長と談だん笑しようを続けた。

　月に二度ほどある休演日には、劇団員のほとんどが副業に勤いそしんでいる。副業をしたくないのなら、マディアのように支援者を持つしかない。支援者に目を留とめてもらうため演技の向上を望むのなら稽古をしなくてはいけないのに、生活のためには稽古の時間を削けずらざるをえないのが、役者達が抱えるジレンマだと言えた。

　舞ぶ台たい裏うらは薄うす暗くらがりの中に落ちていた。

　しかし明かりは必要ない。この劇場の舞台なら、レネは目を瞑っていたって歩ける自信があった。

　明るい方へと歩く。言葉通りの光が、そこには満ちている。

「……」

　舞台上には誰もいなかった。当然ながら、客席も無人である。

　それでも舞台の中央に立ち客席を見下ろすと、知らず胸が高鳴った。

　客席側に開けられた窓から光が柔らかく降り注いでいる。

　オッリ＝ベッカ座は王都にいくつかある小劇場の一つなので、毎回客席が満員になることはない。それでも舞台に立つたびに感じる人の気配や息をひそめるような空気が、レネを別世界の人間に変える一いつ端たんを担になっているのは確かだった。

「よし、まずは柔じゆう軟なんからね」

　入念に身体をほぐして、発声を始める。この基本的な稽古だけは、レネは毎日欠かさず行っていた。

　一いつ般ぱん的てきに、こういった小劇場では毎日違う演目を行うのが普通だった。だから看板役者ともなれば、覚えるべき台詞量は尋じん常じようではなくなる。小道具の裏に台詞を書いておくことなど珍めずらしくなく、要領がよくなければこなせるものではなかった。

　しかしその点において、レネはあまり苦を感じなかった。もともと記き憶おく力りよくはよく、複数の作業を同時にこなすことも労せずできる方だ。だから問題は、本番における演技力だけなのだった。

　稽古を始める時、最初に練習する役はいつも決まっている。

　レネが舞台上で初めて演じた、妖よう精せいの王女だ。

『駒こま鳥どりの歌』というその物語の中で、妖精の王女は人間の男に恋をする。

《おお、わが小さき精せい霊れい達たちよ。どうかわたくしの恋を囁ささやかないで。木々よざわめきをやめて。風よ水を揺らさないで。お父様に見つかってしまうわ。わたくしの恋が。わたくしの中に咲さいた小さな花が》

　けれど父親である妖精の王に反対されて、王女は駒鳥に変えられてしまう。男は駒鳥が王女だと気づかず王女を捜すため森に入り、やはり妖精の王に森の樹木に変えられてしまうのだ。

　最初旅芸人の演じるこの演目を見た時、レネは妖精の王を大だい嫌きらいになった。

　けれど何度も妖精の王女の台詞を諳そらんじるたびに、王の嘆なげきも理解できるようになった。そしてそれさえも振り切り、恋人を求めた王女の強さも。

　駒鳥になった王女は樹木となった恋人の枝に止まってこう歌うのだ。

《どうか春には花を咲かせて愛を歌って。夏には緑の葉で遊びましょう。秋にはわたくしの愛に葉を紅あかく染めて、冬はわたくしの羽であなたを温めてあげましょう。わたくしの……愛するあなた。これでようやく添そい遂とげられる》

　最後に駒鳥は涙なみだを流して羽を閉じる。

　そこにあるのは喜びだけではない。恋人を変えてしまった悲しみ、父に対する罪悪感、そういったものがすべて駒鳥の羽の内側で震ふるえているのだ。

　その時、静せい寂じやくを破るような拍はく手しゆの音でレネははっと我に返った。

　顔を上げて音の主を捜さがすと、舞台裏に近いところに男が立っていた。

　眼鏡をかけた爽さわやかなその青年は、マディアの新たな支援者アレン＝スターズである。

（なんだ）

　自分がそう残念に思ったことに驚く。いったい誰を期待していたのか、レネはあえて考えるのをやめた。

「素す晴ばらしい。感動しました」

　アレンはそう言いながらレネに歩み寄ってきた。

　レネは立ち上がり、額に流れる汗あせを手でふく。持ってきていた手拭いは、舞台の端はしに置いてあった。

「……ありがとうございます」

「あの、もし違っていたら申し訳ないのだけれど、もしかして君は、昨日……村むら娘むすめを演じていた？」

　レネはかっと顔を赤くした。

　その反応を見て、アレンが慌てて手を振る。

「あ、いや。昨日の演技も素敵だった。なんていうか……昨日の公演を見た人達は皆みな、君のことを忘れないだろう。それはとても素晴らしいことだ」

（……私は忘れてほしいわ）

　嫌味かと思ったが、屈くつ託たくなく笑うアレンに悪意は見られない。本気で言っているのだとしたら、ずいぶんとめでたい男だとレネは思った。

「改めて自己紹介をさせてくれるかい？　私はアレンだ」

　差し出された手を二秒ほど見つめた後、レネは慌てて手拭いを取ってきて手をふき、握にぎり返した。

「レネです。レネ＝オールストンと言います」

「ははは。面白い人だな」

「あの……マディアさんは？」

　アレンの後ろには、マディアも劇団長もいなかった。先ほどマディアは、蛸たこのようにアレンに絡みついていたというのに。

　言われて初めて気がついた様子で振り向いたアレンは、やはり笑え顔がおでレネに顔を戻して首を傾かしげた。

「どうやら迷子になってしまったようだね」

　レネは息を吐いた。

「ここにいてください。マディアさんを捜してきますので」

「ああ、待って」

　アレンは、ぐいとレネの手を摑つかんだ。

「……君、どこかで会ったことがない？」

　その時レネは、アレンの顔を至近距きよ離りで見ることになった。びっくりして顔に血が上る。
















（どうしてどいつもこいつも適切な距離感というものを理解してないの？）

　レネは心の中で叫さけんだが、うまく言葉にはできなかった。眼鏡に隠れて気づかなかったが、アレンの左目の下に小さな黒子ほくろがある。

「どこだったかな……、いて！」

　アレンは、小さく声を上げてぱっとレネの手を離はなすと、顔をしかめて自らの項うなじに手を当てた。

「なんだ？　今首のあたりにちくっと痛みが……」

「スターズさん！　虫がいます！」

　レネはことさら大声を出してアレンの腕を引いた。


〈虫とはなんだ。失礼な奴やつだな〉



（虫みたいなもんじゃない！）

　レネは、いつの間にかアレンの背後に立っていたヴィリオを睨みつけた。

　不愉快げに文句を言った男の手には、駒鳥のラペルピンがある。アレンの首に走った痛みは、幽霊にラペルピンを押しつけられたせいであった。

　レネは一か八かで手を伸ばした。彼女のその行動はヴィリオにとって予想外なものであったようで、ラペルピンはあっさりとレネの手中に収まった。

　レネの手はヴィリオの身体をすり抜けるのだから、奪うばおうと思えば簡単に奪えたのだ。

　内心歓かん喜きの声を上げながら、ピンを稽古着のポケットに入れる。レネはふんと鼻を鳴らした。

「ユウレイバカがいました」

「ユウレイバカ？」

　アレンが不思議そうに聞き返してきた。

「ご存知ありませんか？　ユウレイバ蚊かです。小さな蚊ですが、刺さされると結構な痛みがあります。安心してください。今私が捕つかまえましたから」


〈僕は虫ではないぞ〉



　唯一の武器を奪われたヴィリオが、手て持もち無ぶ沙さ汰たそうに手を振る。

「ありがとうございます、レネ」

　アレンは目尻に皺を寄せて笑った。

　その時レネは、自分がまだ彼の腕を摑んでいたことに気づいて慌てて手を離した。知らず顔が赤くなる。

「すみません、乱暴にしてしまって」

「いいえ、とんでもない」


〈おい、目の前に僕がいるのにいい雰囲気を作るんじゃない。呪うぞ〉



　ヴィリオの声は残念ながらアレンには届かなかったが、代わりに舞台を震わせるような大声がその場に響ひびいた。

「レネ！」

　ずかずかずかと舞台裏から現れたのは、マディアであった。どこかで別れたのか、劇団長はいない。

　嫉妬に燃える女そのものの顔でこちらに近づいてきた彼女は、アレンの手を摑むと自分の方に引き寄せた。

「なに他人の支援者に色目を使ってるの！」

　レネは目を丸くした。

　色目を使っている？　そんなつもりは毛頭ない。

「いえ、あの私はここで稽古をしていて……」

　自身の潔白を訴えようとしたレネを、マディアはすごい剣けん幕まくで遮さえぎった。

「そんな暇があるなら、外の広場で台詞の練習でもしてきたらどう？　客の目があるとまともな演技の一つもできないくせに、ここで稽古をしたって何もならないわ！　少なくともあんたの場合はね！」

　次いで威嚇するようにレネを睨みつけてから、「アレン、行きましょう」と男の腕を引いて舞台袖そでに向かう。

　レネは反論の言葉を喉のど元もとで飲み込んだ。何を言ったって、マディアは聞きやしないだろう。それどころかレネが自分の男に色目を使ったとあらぬ噂を流されかねない。ここは黙っておくのが得策だった。

　引かれるままに歩き出したアレンが、顔だけ振り向いて（すまない）と声には出さず謝罪する。レネは気にしないでと微笑ほほえんで手を振ってやった。

　二人の足音が遠ざかっていくのを聞いて、はぁと息を吐く。


〈恐ろしい女だな〉



　いかにも他ひ人と事ごとだと言いたげなその口調に腹が立ったレネは、ぎろりとヴィリオを睨んで怒鳴った。

「何やってるのよ！」

　先ほどヴィリオの破廉恥行こう為いから逃げ出したことはもうすっかり頭の中からふき飛んでいる。ヴィリオはレネの糾きゆう弾だんを無視して、馬鹿にするように彼女を見下ろした。


〈どうしてお前という奴は、あんな胡う散さん臭くさい男に騙だまされるんだ〉



「胡散臭いのはあんたの方でしょ！」


〈僕の身元はこれ以上ないくらいはっきりしている〉



「幽霊の言うことなんて信用できるものですか」

　実際レネは、ヴィリオが王様であるということをまだ二割ほど疑っていた。だって本当に、こんな王様がいるのだろうか。


〈安心しろ。間もなく証明はされる〉



　自信たっぷりのその言い方は、レネの怒りに油を注いだ。

「何考えてるんだか知らないけどいい加減にして！　死んだ人間が生きてる人間を翻弄しないで！」


〈翻弄？〉



　ぴくり、とヴィリオの眉が上がった。


〈……なるほど面白い。僕がお前を翻弄しているって？〉



　幽霊がにやりといかにも楽しげに笑う。男が足を一歩前に出した時、レネは自分が無自覚に後ずさっていることに気づいてぐっと腹に力を入れた。

（いつまでもこんな奴から逃げてたまるか。所しよ詮せん幽霊よ。私に何もできないただの幽霊なんだもの）

　そう自分に言い聞かせて、ヴィリオを睨む。しかし彼はとても楽しそうに続けた。


〈それはどういうことかな？　僕がこうして近づくと、お前は平静でいられないということか？　それはなぜかな？　お前が男に免疫がないせいか、はたまた僕に異性として好意を抱いているか……〉



「──それはないわ」

　レネは一度息を吸ってからはっきりと答えた。

「あんたなんか好みじゃないもの。私の好みはねぇ、アレンみたいな爽やか好青年なの。あんたみたいなゴリマッチョの変態男……」


〈レネ〉



　レネはぴたりと口をつぐんだ。

　男の瞳がすっと冷えて、その顔から表情がなくなったからだ。男は金かな縛しばりにあったように動けなくなったレネに幽霊らしくすうと近づき、耳元に顔を寄せて囁くように忠告した。


〈それ以上は、言わない方がいい〉



　レネは一いつ瞬しゆん呼吸の仕方を忘れた。


〈僕は独どく占せん欲よくが強く嫉妬深い人間だ。お前が興味を抱く男なんて、八やつ裂ざきにして馬の餌えさにしてしまうよ〉



「……」

　その瞬間、レネは本気で死を覚かく悟ごした。

　尻尾を巻いて逃げ出した犬のエスターの気持ちを今さらながらに理解する。

　殺される、と思ったのはこの時が生まれて初めてであった。ヴィリオの大きな手のひらがレネの喉元に伸ばされる。触れられないはずのその手に、レネはひどく息苦しさを覚えた。

　混乱して、足を動かすこともできない。もう戻れない深しん淵えんに突き落とされるその前に、レネを現実に引き上げる声がかけられた。

「……レネ？」

　はっとして我に返る。ヴィリオの紫の瞳だけを映していた視界が一気に広がった。呆ぼう然ぜんと口を開けた友人が、客席側の劇場の入り口に立っている。

「ソニア……」

　ソニアは青ざめて言った。

「あなた、誰と話しているの？」
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　幽霊と話しているところを目もく撃げきされたとしても、レネにとってソニアは救世主に違いなかった。

「部屋で話しましょう！　ソニア！」

　レネはそう言って舞台から飛び降りると、客席に立つソニアの腕を引いて正面の扉を開けた。そして足早に自分達の部屋へと向かう。舞台袖を通っていった方が部屋への近道ではあったが、レネは一刻も早くヴィリオから離れたかった。

　しかし部屋へ戻ると、寝台に脚あしを組んで腰こし掛かけた幽霊がいたので、レネは思わず「ひい！」と悲鳴を上げてしまった。


〈ははは。安心しろ。僕はお前を呪い殺したりしない〉



「噓をつきなさい噓を！」

　レネは涙目でヴィリオに怒鳴った。

「レ、レネ？」

　ソニアが突然あらぬ方向に向かって叫び始めた友人に動揺を見せる。

「あのね、ソニア！」

　レネにはもうこの男の存在を一人で抱えていくことはできなかった。両手でソニアの肩を摑み、秘密を口にする。

「昨日から、私に幽霊が取り憑いてるの！」

「あなたまさか、幽霊と話せるの？」

　二人の声が重なった。

　最初に目を丸くして声を上げたのは、ソニアの方であった。

「噓でしょ！　本当？　レネ、あなた幽霊と話せるのね？　すごいわ」

「……ソニア？」

　気味が悪いと眉をひそめられたり精神的な病の心配をされたりすることさえ想定していたレネは、あまりに予想外な友人の反応に呆あつ気けにとられた。

「それで？　今はあのあたりにいるんでしょう？　レネにははっきり見えてるの？　どんな幽霊？」

　先ほどレネが怒鳴りつけた寝台の方へ歩み寄るソニアを、レネは慌てて引き止めた。

「ちょ、ちょっと待ってソニア。し……信じてくれるの？　幽霊に取り憑かれてるって話」

　自分なら、すぐには信じないだろう。しかしソニアはあっけらかんと答えた。

「だって私、昨日から寒気がしてたもの。この部屋かレネに、なんか変なのが憑いてるなぁとは思ってたのよ。まさかあなたが、その憑いてる相手とそんなにはっきりやり取りできてるとは思わなかったけどね」

「ソニア……」

　そういえば、ソニアは昨日から上着を一枚多く着ていた。今もそうだ。レネは先ほどとは違う意味で目に涙がたまるのを止められなかった。

「実はね、私霊れい感かんが強いの。でもレネはそういうのまったくないでしょう？　小さい頃はよくこれでいじめられたのよ。噓ついてるんだろうって言われて……。でもどうして？　レネの霊感も突然強くなったの？」


〈こいつの場合は、僕限定だ〉



　ヴィリオが言った。

「い、いいい今の聞こえた？」

　レネはソニアに取りすがった。しかしソニアは困ったように笑う。

「ごめんね、私、雰囲気を感じ取れるだけではっきり見えたり声が聞こえたりするわけじゃないのよ。何か言われたの？」


〈ふむ、こっちがお前の寝台だな？　毎晩ここでお前が寝ねているかと思うとなんだか興奮してくるな〉



「変態なの！　変態の王様が私に取り憑いてて頭のおかしいことばっかり言ってくるの！」

「へ、変態の王様？」

　レネはソニアと並んでヴィリオがいない方の寝台に腰掛け、さめざめと昨晩からの出来事を話した。

　話しながら、思いの外ほか自分はこのことで参っていたのだと自覚せざるをえなかった。強がっていたけれど、誰かに相談したかったのだ。死んだ王に取り憑かれて蘇らせることを強要されるなど一介の庶民の許容量を大きく超こえていた。

　話をすべて聞き終わったソニアは、レネの正気を疑うどころか好こう奇き心しんで目をらんらんと輝かせて目の前の寝台を見た。

「本当に、ヴィリオレイ王がそこにいるの？」

「……本人はそう名乗ってるけど」

「ああんいいなぁレネ！　目の前でヴィリオレイ王が喋しやべって動いててその上迫られるなんて！」

「……ソニアに代わってあげたい」


〈残念ながら相手がそっちの女では僕の下半身はなんの反応も示さない〉



「こいつが王様なんて噓だよね？　だってすごく下品で変態なんだよ？」

　レネが言うと、ソニアが「うーん」と首を傾げた。

「でもヴィリオレイ王の性せい癖へきについてはいろんな噂があったよ。だって三十になるのに誰とも結けつ婚こんしなかったんだもん。実は男色家なんじゃないか、とか幼児趣しゆ味みがあるんじゃないか、とか……」


〈ほう。庶民の間ではなかなか興味深い噂が流る布ふしているようだな〉



　ヴィリオがにっこりと微笑んだのを見て、レネは慌てた。

「ソニアソニア、一応本人がここにいるから！」

「あ、そっか！　すみませんヴィリオレイ様！　あくまで噂ですよ、噂。うふふ」

　なんてのんきなのだろう、と思わず呆れてしまう。けれど実際には気配を感じているだけで見えていないのだから、こんなものなのだろうかとも思った。


〈娘、そういう噂はどこで聞いてくるのだ？〉



　ヴィリオの問いはソニアに向けられたものなのだろうが、友人には聞こえていないので代わりにレネが答えた。

「ソニアは『ルガードの銀の皿』で働いてるの。だから噂話もよく耳に入るのよ」


〈ああ、知っている。兵士達もよく通う店だ〉



　頷くヴィリオを尻目に、そういえば、とレネはソニアに聞いた。

「今日は仕事がずいぶん早くに終わったのね。何かあったの？」

「ああ、それがね。今日はカイルが店に来ててさ。二人でデートしてこいって店長に早く上がらされちゃったの。でもデートなんて面倒だったからカイルを置いて帰ってきちゃった」

「うわー。なかなかひどいねソニア」

　カイルは、ソニアに執しゆう心しん中ちゆうの靴くつ職人だ。支援者になれるほど裕ゆう福ふくではないが、相当ソニアに入れあげていて酒場にも通い詰めている。

「だってあいつ怖こわいんだもの。こないだ贈おくってきた靴なんてね、どこにいても君を見つけられる魔ま法ほうをかけてあるんだよ、なんて言うのよ。気持ち悪くない？　私鳥とり肌はだ立っちゃったわよ。そんなの魔法じゃなくて呪いの間違いよね」

　それは確かに気持ち悪い。

「怖くてその靴履はけない」

「あ、もしかして衣い装しよう棚だなの奥にある靴それなの？」

「うん。もうちょっと時間が経たったら売ろうかなと思って」


〈女は本当に恐ろしいな〉



「恐ろしいのはあんたの方よ」

　ラペルピンで私を脅おどしてきたくせに、とレネはヴィリオを睨んだ。

「なになに？　王様なんて？」

　ソニアはすっかり興きよう味み津しん々しんだ。

「女は怖いなだって」

「あはは！　あのヴィリオレイ王がそんなこと言うなんてね」

　しかしソニアも怖いもの知らずである。王様の幽霊に呪い殺されるのではという懸け念ねんはないのだろうか？

「ああそういえば、今日も朝から酒場でぼやいてる夜勤明けの兵士がいたわよ。ヴィリオレイ王の時代はよかったって。なんでも宰さい相しようの横暴がひどいんですって」

「宰相？　って次の王様になるっていう人？」

「そう。バード宰相ね。まだ喪も明けてないっていうのに王様風を吹ふかせて、兵士の人員削さく減げんを計画してるらしいわ。ほら、戦争が終わって数年経つでしょう？　だからもう兵士はそんなにいらないって言ってるんだって。突然仕事を取り上げられたりしたら、次の日からどうやって生きていけばいいかわからないってぼやいてた」

「そうなの……。でも言っていることもわからないではない気がするけど」

　戦争中と戦後では、必要な兵士の数も変わってくるだろう。国のためには、余計な人件費は削るべきではないのだろうか。


〈愚ぐ策さくだな〉



　レネの視線に気づいたヴィリオは冷たく言った。


〈戦時中雇やとっていた傭よう兵へい達はもう解かい雇こしている。今国にいる兵士達は平和を維持するために必要な人員だ〉



　そういえばそうだ。戦争中に前線で活躍していた者の多くは傭兵だったと聞いたことがある。自分の考えの足りなさに、レネは顔を赤くした。同時に、ヴィリオの意外な一面を目にして驚きを覚える。

（……たぶん、きっと。本当に王様なんだわ）

　レネが、ヴィリオに対する疑いを二割から一割に減らしたその時である。

「レネ、いるか？」

　部屋の扉が叩かれた。

　レネとソニアが顔を見合わせる。空腹具合から考えるに、もう夕方頃だろうか。いったい誰だろう。

　レネが立ち上がって扉を開けると、そこにいたのは劇団長であった。しかも背後にマディア＝ラナンがいる。

　劇団長は、昼間とは打って変わって重い表情を浮うかべていた。その後ろにいるマディアは目を吊つり上あげてこちらを睨んでいる。どうやら怒おこっているようだ。

　レネには心当たりがなかった。

「今いいか？　内密で話したいんだが。……悪いがソニアは席を外はずしてくれ」

「え？　どうしてですか？」

　ソニアは寝台から立ち上がり、あからさまに不満そうな顔をした。情報通を自負している彼女としては、こういう場から排はい除じよされるのは気に食わないのだ。

　劇団長は一度わずらわしげにソニアを見たが、彼女が室内唯一の椅い子すにどかりと座り、腕と脚を組んだのを見てとると、諦あきらめたように息を吐いた。ソニアのこういう、一度言い出したら聞かないところは劇団長もよくわかっているのだ。

　二人は部屋の中に入り、扉を閉めた。驚いたことに、さらに鍵をかけるという念の入りようであった。ソニアと同じように、レネも怪け訝げんに思って眉を寄せる。

　ソニアは視線だけで、（なんで鍵が必要なの？　しかもマディアも一いつ緒しよに？）とこちらに疑問を投げかけてきていたが、レネがそれに反応する前に劇団長が言った。

「……レネ。お前、昼間マディアの部屋に入ったそうだな？」

「はい。花束を持っていくよう言われていたので」

「その時、私の香水瓶びんを盗ぬすんだでしょう！」

　マディアの怒鳴り声は廊下にまで響いただろう。部屋に鍵をかけた意味がない。

「……はい？」

　レネは、彼女の言っている意味がわからずに聞き返した。マディアが顔を赤くしてまくしたてる。

「私の香水瓶よ！　とても珍しくて高価なものよ。一度あんた達には見せてあげたでしょう？　今朝まではあったもの。あんたが盗んだに決まってる！」

　びしり、と自分に突きつけられた指先を見て、レネは自分が舞台上にいるかのような錯さつ覚かくを覚えた。初めての犯人役だ。これまで推理物の戯ぎ曲きよくでは死人役をやることが多かったのに。そこまで考えて、レネは我に返った。

「違います！」

　ぶんぶんと両手と首を同時に振る。本当に、まったく、身に覚えがない。

　劇団長は、薄い目を精せい一いつ杯ぱい開けて注意深くレネの反応を観察しながら言った。

「だが、マディアの部屋に入れたのはお前だけだ。花を飾かざって部屋を出る時も確かに鍵はかけたんだろう？」

「かけました」

　後でマディアにうるさく言われては嫌なので、鍵はしっかりとかけたはずだ。

「ほら、それなら犯人はあんたしかいないじゃない」

　笑えみさえ浮かべて言うマディアに、レネはきっぱりと答えた。

「でも私は盗んでません。大体私が盗んだのなら、鍵は開けておきます。自分しか犯人がいないような状況にするわけないじゃないですか」

　そう告げると、マディアがぐっと言葉に詰まる。代わりに口を開いたのは劇団長であった。

「そこまで潔白を訴えるなら、部屋の中を調べてもいいな？」

「どうぞ調べてください！」

　答えたのはソニアであった。

　彼女は立ち上がると、両手を広げて憤ふん慨がいした様子を見せた。

「どうぞ、机の中でもどこでも調べてください。レネが泥どろ棒ぼうだなんて見当はずれもいいとこだわ。この子にそんなことできるはずがないじゃない」

「ソニア……」

　レネは感激の涙を流しそうになったが、「演技があれだけ下手なんだからわかるでしょ！」と言われて涙はあっさり引っ込んだ。

　劇団長は衣装棚の中、マディアが机の引き出しを開けて引ひっ搔かき回まわす。

　窓に寄りかかったヴィリオがじっとマディアを見ていることに気づいたレネは、男の真意を計りかねて眉を寄せた。

（まさか、下半身の反応を見ているわけじゃないわよね）

　マディアはいつも胸むな元もとの大きく開いた服を着ているし、否定はできない。何せこいつは下品な変態猥褻幽霊なのだ。

「……何も出ないな」

　散々部屋を引っ搔き回したあげく、劇団長がそう言った時、レネもソニアもずいぶんと頭にきていた。

「だから言ったじゃないですか。レネは犯人じゃないって」

　しかしマディアはふんと鼻を鳴らした。

「どうせ別の場所に隠したんでしょう？　そういう機転は利きくものね」

「やってないって言ってるじゃないですか」

「言っておくけどね、あんたが犯人じゃないっていう証しよう拠こはどこにもないのよ」

「私が犯人だという証拠もありませんよね」

「状況を見れば、証拠なんていらないでしょ？」

「ずいぶんな暴論ですねマディアさん」

「大方、一週間前の盗とう難なん事件もあんたが犯人なんじゃないの？　よくあるのよね。芽の出ない女優が劇団のものを盗んで逃げ出すことって」

「マディア！　言い過ぎだ」

　劇団長が間に割って入らなければ、レネはマディアに殴なぐりかかっていたかもしれなかった。拳を握りしめてなんとか怒りを抑おさえつける。目尻がぴりぴりと痺しびれた。

「落ち着け、二人とも」

　劇団長が言う。

「実は、マディアの香水瓶の他に私のラペルピンもなくなっている。昨晩からだ」

　レネはどきりとした。

「お前は、昨晩もここで一人で残っていたなレネ」

　そうだ。そして幽霊に出会ってしまった。さらに言うなら、劇団長の駒鳥のラペルピンは今、レネの稽古着のポケットの中にあった。

　しかしそれを出せば、もう一つの盗難もなしくずしにレネのせいにされかねない。ソニアがしきりにこちらに目配せしている。先ほどすべて話したので、ソニアは駒鳥のラペルピンを盗んだ犯人を知っているのだ。

「私が盗んだんじゃありません」

　噓ではないから、はっきりと言えた。

「……わかった」

　劇団長は息を吐いて首を振った。

「今日のところはこれ以上問わない。だが調べて、お前が犯人だった場合はそれなりの処分を考えるからな」

　そう言って、劇団長が扉の鍵を開ける。去り際に、マディアが憎にく々にくしげにレネを睨みつけて捨て台詞を吐いた。

「泥棒女」

　腹が立ったが、言い返さないでおいた。扉が閉まり、彼らの足音が階段に消えるまで沈ちん黙もくを保つ。やがてソニアが「なにあれ！」とまず爆ばく発はつした。

「失礼しちゃう！　完全にレネを犯人だって決めつけてたわ！」

　レネは寝台に座って息を吐いた。

「うう。劇団長に問答無用で犯人だって言われないでよかった……。でも調べれば私じゃないってわかるよね」


〈おめでたいやつだな〉



　ヴィリオが嘲ちよう笑しようする。

「何よ」

「王様なんて？」

「おめでたいって」

　ヴィリオを睨みながら言うと、ソニアが「あー」と天てん井じようを仰いで言った。

「うん。私も王様に同意かも」

「え！　どうして？　ソニア」

「だって、マディアは完全にレネのこと犯人だって決めつけてたよ。マディアは一応うちの看板女優だし……、マディアが無理にレネをどうこうしたいって劇団長に訴えたら、劇団長だって拒否はできないかも」

　そんな馬鹿な。

　レネは口を開けたが、発するべき言葉を見つけられなかった。

　つまり、真犯人が現れない限り、レネには盗難の濡ぬれ衣ぎぬを着せられる可能性が高いということだ。

　今のところ、レネの器用さが劇団にとって重宝できるものだから置いていてもらっているが、看板女優が邪じや魔まだと言えば簡単に見放されるかもしれない。

　レネ＝オールストンは青ざめて立ち上がった。

「真犯人を見つけないと……！」
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　オッリ＝ベッカ座において、一週間前に起きた盗とう難なん未み遂すい事件の概要はこうである。

　夜の深い時間、劇場内に不ふ審しん者しやがいるのを朝帰りの劇団員が発見。不審者は劇団員を突つき飛とばして逃とう走そう。結局、犯人は捕つかまっていない。

　その後劇場内を調べたが、実際何が盗ぬすまれたのかは不明なままであった。

　盗難事件を機に劇団員達たちには自衛の意識が高まり始めたが、私室に外からかけられる鍵かぎをつけてくれという劇団長への訴うつたえは却きやつ下かされた。つけるなら自費で買ってきて自分でつけろ、とはいかにも吝りん嗇しよく家かな劇団長の言いそうなことである。

　レネはソニアと相談し、外鍵はつけないことにした。

　彼かれらの部屋には何一つとして、高価なものはなかったからだ。結局外鍵をつけたのはマディアだけだ。

「同じ犯人かな？」

「はっははんふひほはいはひ、うひのへひひょうへとうはんひへんはんへ」

「……レネ、とりあえず口の中のパンを飲のみ込こんでから話してくれる？」

「お前ら、うちは集会所じゃないんだぞ。わかってんのか？」

　マディアと劇団長が部屋に乗のり込こんできた翌朝、レネとソニアはリバー探たん偵てい社しやにいた。

　ニヴァンの経営するリバー探偵社は、こぢんまりとした集合住宅の三階にある。ニヴァンの自宅も兼かねているので、隣となりの部屋には寝しん台だいやニヴァンの私物が置いてあったが、親しき仲にも礼れい儀ぎあり、ともいうのでレネは滅めつ多たにそちらには足を踏ふみ入いれていなかった。

　事務所にニヴァンの恋人リリーナはおらず、ニヴァンの頰ほおには痛々しい引ひっ搔かき傷がある。何があったのかは聞かずともわかったので、レネは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを送るだけに留とどめておいた。

　今日の公演は午後からで、配役こそ与えられていないがレネ達には裏方としてやることがある。しかしそれまでは時間があった。本来ならば稽けい古こにあてるべき時間であるが、今は非常事態だ。

　劇場にいてはどんな雑用を命じられるかわからないため、二人はニヴァンの探偵社にやってきたのだった。

　客が来た際の応対をするための応接室も兼ねている室内には、中央に長なが椅い子すが二つと卓たくが一つ置いてある。ニヴァンとレネの事務机もあるので手て狭ぜま感かんは否いなめないが、作戦会議をするには十分であった。

「たった一週間やそこらの間に、盗難事件が二つも起きたのよ。偶ぐう然ぜんにしてはできすぎよ」

　レネは口の中のパンを嚥えん下かしてから言い直した。探偵社の近くにある、グレイソンという若わか夫ふう婦ふの作るパンは、もちもちふわっとしていて本当に美お味いしい。


〈うまそうなパンだな〉



　手元を覗のぞき込こんできて言ったのは、レネの座すわる長椅子の背もたれに腰こしを預けたヴィリオである。

　彼はじとりと恨うらめしくパンを見た後、悲しげに首を振ふって息を吐はいた。


〈死んでから、死んでもいいことないなと思ったことはいくつかあるが、食事もその一つだな。腹はすかんが、うまそうなものを見ると食いたくなる〉



　レネはヴィリオを無視して続けた。

「同一犯人の可能性が高いと思うわ」

　ソニアがうんうんと頷うなずく。

「そうよね」

　同意を得たことに気をよくして、レネは身を乗り出して自らの仮説を披ひ露ろうすることにした。

「私ね、一週間前の犯人は、マディアが持っていたものを狙ねらってたんじゃないかと思うの」

　昨晩寝ねる前に考えていたことだ。

「どういうこと？」

「だって、一週間前の盗難事件の後、部屋に外鍵をつけたのはマディアだけだったでしょ？　たぶん犯人は、一週間前にもマディアの部屋に入って、でも目当てのものを見つけられなかったのよ」

「それで昨日、もう一回盗みに入って今度こそ目的を達成したっていうの？」

「辻つじ褄つまは合うでしょ？」

　レネは鼻を高くしてふんと息を鳴らした。我ながら、筋の通った推理である。

「そこまでして犯人が欲しがったものってなんだ？」

　それまで興味がないふうに椅子に座って書類を見ていたニヴァンが、唐とう突とつに机を回ってこちらにやってきて会話に加わった。レネにしてみれば予想通りである。日ひ頃ごろからなんでも屋のような仕事ばかりしているニヴァンは、こういったいかにも探偵向きな仕事に飢うえていた。

　ソニアを連れてここに来たのは、集中して考えるという理由もあったが、ニヴァンの知ち恵えを借りたいからでもあった。ニヴァンはクズだが一応探偵が本業だし、何かいい意見が出てくるかもしれない。

「昨日盗まれたって言ってたのは香こう水すい瓶びんよね」

　ソニアが言った。

「珍めずらしくて高価なって言ってたから、たぶん前にロデールにもらったって自じ慢まんしてたやつだと思うわ」

　ソニアの言葉を、ニヴァンが不思議そうに聞き返す。

「香水瓶？」

　レネは頷いた。

「なんだっけ？　瓶がとても綺き麗れいだったのよね。半はん透とう明めいの赤みがかった瓶で、確かせきせつがん？　とかいうとても珍しい鉱物でできてるんだって。いつ頃だっけ？　マディアが自慢してたの。十日くらい前？」

　ロデールからの贈おくり物ものをマディアが自慢するのはいつものことだった。髪かみ飾かざりやドレス、靴くつや珍しい宝石。黙だまって自慢話を聞いていたらマディアはいつも最後に何かしらのお下がりをくれた。気前はいいのだ。

「それくらいかな」

「劇団長は最近ロデールからの寄付がないって言ってたけど、マディアへの貢みつぎ物ものはいつも通りあったのよね」

　新しい支し援えん者しやのことを知ったらロデールがどれだけ怒おこるだろうとふと思い出したレネは、次のソニアの言葉に驚おどろいた。

「あ、そうだそれ、新情報よ！　マディアとロデールって別れたんですって！」

「え、そうなの？」

　ソニアの目はきらきらと輝かがやいている。噂うわさ話ばなしをする時の彼かの女じよはいつも、舞ぶ台たい上じようよりも輝いて見えるから不思議である。

「そうなの！　私も昨日聞いたんだけどね。一週間以上前には別れてたらしいの。ロデールが別の劇団の女優に入れ込んだのが原因じゃない？」

「……そうなんだ」

　男女の関係というのは、かくも儚はかないものである。

「マディアのことはいい気味だけど、うちの劇団大だい丈じよう夫ぶかな？　支援者が一人もいなくなっちゃって」

　レネは一度瞬まばたきをして言った。

「あ、ソニアまだ知らないの？　マディアには新しい支援者がついたのよ」

「噓うそ！　それいつの話？」

　レネが口にした新情報に、ソニアが身を乗り出して食いついてくる。レネは身を仰のけ反ぞらせて答えた。

「昨日よ。私会ったもの。アレン＝スターズっていう人」

「どういう人？　若いの？」

「うーん、そうね。若かったわ。まだ二十代じゃないかな？　爽さわやかな好青年って感じよ。かなりお金持ちみたい」

　好みの容姿だった、と言わなかったのはヴィリオがいたからだ。昨日のあの恐きよう怖ふをレネは忘れていない。

　近づいた時に気づいた、アレンの目の下の黒子ほくろ。あの時、アレンはどこかで会ったかとレネに聞いたが、ただの方便だったのだろうか。けれどレネも、あの目をどこかで見たことがあるような気がした。

「っあー！　噓でしょ！　どうしてマディアばっかり！」

　ソニアががっくりと肩かたを落とす。

「おいお前ら、完全に論点がずれてるぞ」

　呆あきれたようにニヴァンが言った。

「なんの話だっけ？」

　けろっとした顔でソニアが首を傾かしげる。

「だから、香水瓶だろ」

「そうだった。えっと、高価な香水瓶を欲ほしがりそうな人を探すってことでいいの？」

　犯人を捜さがすというならそういうことだろう。レネは顔をしかめて天てん井じようを仰あおいだ。

「それってどこを探せばいいの？」

「調ちよう香こう師しの知り合いに話聞いてみっか？」

　くくっと背後で喉のどを鳴らすような音が漏もれる。顔を上げて見れば、ヴィリオが笑いをこらえていた。

「……何よ。言いたいことがあるなら言いなさいよ」

　レネは昨日のヴィリオを恐おそろしいと思っていたが、かといって優やさしい言葉で接する気にはなれなかった。何よりこの男は、こちらを苛いら立だたせることに長たけている。


〈いや、どうぞ存分に推理を広げてくれ〉



　ヴィリオが肩をすくめて立ち上がる。いかにも馬ば鹿かにしたようなその言い方が気になった。

「馬鹿にしてるの？」


〈なに、人を疑うことのない人間というのはかくも愚おろかなものかと思ってな〉



　レネは眉まゆを上げた。

「どういう意味よ」


〈犯人は明らかだ〉



「誰だれだっていうの？」

　もったいぶったその言い方に苛立つ。レネは立ち上がった。

「おい、レネは誰と話してるんだ？」

　こそこそとソニアに耳打ちをしたのはニヴァンだ。

「ヴィリオレイ王の幽ゆう霊れいよ」

　ソニアが小声で答えると、ニヴァンは顔をしかめて「はぁ？」と言った。

　レネはニヴァンがいることをすっかり忘れていたことに気づいたが、今さら取とり繕つくろうことはできなかった。

　こちらに背を向けている幽霊を、きっと睨にらみつける。

「何か知ってるなら教えて」

　劇団長は処分を考えると言ったが、減げん俸ぽうで済めばまだいい。劇団を追い出されたら終わりだ。レネの演技のひどさはリンベルン中の劇団に知しれ渡わたっている。きっと女優として雇やとってくれるところは他にないだろう。

　たとえ台詞せりふのない端は役やくしかできなくても、オッリ＝ベッカ座は女優としてのレネ＝オールストンの唯ゆい一いつの居場所であった。

「教えて。お願い」

　レネは言った。するとヴィリオが肩越ごしにこちらを見て嘲ちよう笑しようする。


〈むしのいい話だな、レネ＝オールストン〉



　わかっている。レネはずっとヴィリオを拒きよ絶ぜつしているのに、こんな時だけ頼たよるなんて。

「何を知っているの？」

　もう一度問うと、ようやくヴィリオはこちらを向いた。余よ裕ゆうのある笑えみでゆっくりとこちらに近づいてきて、人差し指をレネの額にぴたりと当てる。


〈ここにあるのは飾りか？〉



　からかうような声。

　レネは唇くちびるを嚙んだ。

　虚きよ勢せいを張っているようには見えない。ヴィリオにはきっと本当に、レネ達には見えないものが見えているのだろう。

　まるで生きる世界が違ちがうのだ。自分達のそれはままごとのよう。直面している事態の大きさが違う。大局的に見れば、王の生死と一いつ介かいの女優見習いの進退など、比べるべくもない。

「おいレネ、噓だろ？　お前幽霊と話してんのか？」

「ちょっと黙って」


〈やかましいぞクズ〉



　笑い交じりのニヴァンの揶や揄ゆに、レネとヴィリオの声が重なる。

　紫むらさきの瞳ひとみが、面おも白しろがるような光を帯びてこちらを見ている。


〈よく考えろ。昨日、あの女優の部屋に入れたのは誰だ？　誰が盗めた？　前提が確かなら、答えは自おのずと決まってくる〉



　レネは瞬きをした。

　誰が盗めた？

　マディアの部屋には鍵がかかっていた。鍵を開けたのも閉めたのもレネだ。それは間違いない。それなら誰が、マディアのいない間に盗みを働けたのだろう。

「……まさか」

　ヴィリオがとん、とレネの額を叩たたいたような気がした。触ふれられるはずのない幽霊の指が。


〈生き残りたければ、どんな時も頭を働かせろ。考えるんだ。原因と経過があって結果がある。答えは魔ま法ほうのようには現れない〉



「……レネ？　どうしたの？」

　心配そうに、椅子に座ったままのソニアが覗き込んでくる。

「……ソニア、犯人はたぶんマディアだわ」

　たった今たどり着いた結論を、レネはまだ半信半疑のままに口にした。

「え？　マディア？　どういうこと？」

「狂きよう言げんなのよ。きっと……」

　マディアの嫌いやがらせだ。そう考えると、すべてが腑ふに落ちるのだった。

　レネ以外の誰もマディアの部屋に入っていない。となれば、香水瓶を盗めたのは部屋の主であるマディアしかいない。

　マディアがそんなことをする理由には、一つだけ心当たりがあった。

　アレンだ。

　マディアは、舞台でレネとアレンが一いつ緒しよにいたことにとても腹を立てていた様子だった。もちろんレネにはそんなつもりはないが、レネがマディアの新しい支援者を奪うばおうとしているのだと思い込んでいるなら、レネを劇団から追い出そうとするのもわかる。

　マディアだって崖がけっぷちなのだ。懇こん意いにしていた支援者を失って、なりふり構ってはいられない状じよう況きようだ。幸運にも得た新たな支援者を、逃のがすわけにはいかない。

「おいおいおい、ちょっと待てよ」

　立ち上がったのはニヴァンだった。

「お前まさか、今のがヴィリオレイ王のお告げだなんて言うんじゃねぇだろうな？　いつからそんなおかしな宗教にハマっちまったんだよ」

「うるさいニヴァン」

　従妹いとこにぴしゃりと言われたニヴァンは、けれど今度はすぐに引き下がらなかった。こういう時だけ年長者のような顔で腕うでを組み、もっともらしく続ける。

「うるさかろうが黙るわけにいくか。お前のことは叔お母ばさんに一任されてんだ。都会に来ておかしな宗教に引っかかったなんて聞いたら叔母さん泣くぞ。大体お前は小さい頃からおかしなものの影えい響きようを受けやすかった。旅芸人に、近所のガキ、じいさんの昔話……」

　レネは息を吐いてポケットから駒こま鳥どりのラペルピンを出した。

　念のために持ってきていたのだ。それを目の前のヴィリオに渡わたす。受け取った幽霊は目を丸くして聞いた。


〈いいのか？〉



「刺させって言ってるんじゃないわよ。ちょっと脅おどかすだけ」

　くどくどと説教を始めていたニヴァンは、それに気づいて呆ぼう然ぜんと口を開けた。

　彼の目にはきっと、駒鳥がふわふわと浮ういているように見えただろう。

　だがレネの目には、ラペルピンを持ったヴィリオがその場にしゃがみ込み、木でできた床ゆかに字を彫ほる様がはっきりと見えていた。





【これを見た者は三回回ってワンと言わなければ呪のろわれる】






「お、おおおおお！」

　ニヴァンがさぁと青ざめて奇声を上げる。慌あわてて三回回ろうとした従兄いとこを、レネが冷静に止めた。もちろん、ヴィリオにラペルピンを返してもらうのは忘れない。
















「待って、ニヴァン。回らなくていいから」

　くっくと笑う幽霊を呆れたように見てから、レネは続けた。

「あのね、一昨日おとといからヴィリオレイ王の幽霊が私に取り憑ついてるの。私に彼を生き返らせてほしいんだって。信じられないでしょう？　でも本当なの」

「う、うううう噓だろ？」

「残念ながら本当なの」

　ニヴァンは床に彫られた文字をもう一度見て、ソニアを見て、レネを見た。

　次いではっとした様子で言う。

「昨日の、ドンの犬が吠ほえてたのってもしかして……」

　レネはこくりと頷く、

「ヴィリオに吠えてたのよ。それで、ヴィリオが脅かしたから逃にげ出だしたの」

　ニヴァンは涙なみだ目めでふるふると首を振った。

「お、おおおお俺おれ駄だ目めなんだよそういうの。噓だろ。マジかよ。今もここにいるのか？」

「いるわ」

　それどころか、しれっとした顔でニヴァンの額に腕を突つっ込こみ、指を角のように頭から出している。

「今はニヴァンの目の前よ」

「ぎゃあ！」

　悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた従兄に、レネが同情を覚えたその時である。部屋の外から、ドンドンと複数の足音が聞こえてきた。階段を上っている音だ。

「何？」

　レネが振り向くと、ニヴァンがぱっと顔を輝かせた。

「リリーナ！　助けてくれ！　幽霊が！」

　情けない従兄は、頰の引っ搔き傷を作った恋こい人びとの名前を呼んで扉とびらに飛びついた。しかしそこにいたのは、豊満な身体からだを持つニヴァンの恋人ではなく、黒い服を着た三人の男であった。

「……ええっと、どちら様ですか？」

　出鼻をくじかれたニヴァンは涙目のまま聞いた。男達は三人共帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっていて顔が見えない。

「レネ＝オールストンはどこだ」

　男達の外見を見て借金取りだろうかと思っていたレネは、一番前にいる男が自分の名を呼んだので驚いて目を丸くした。馬鹿正直にこちらを振り向いたニヴァンの視線を追って、男がレネを視界に入れる。

「お前がレネ＝オールストンか？」

「そう、ですけど……」

　気け圧おされて頷く。

「どちら様ですか？」

　しかし男達は、レネの質問に答えなかった。

「よし、捕とらえろ」

　号令と共に、後ろに控ひかえていた男二人がニヴァンを押おしのけて室内に入り、レネに飛びかかった。

「ぎゃ！　何よ！」

　とっさに抵てい抗こうしようとしたが、あっという間に腕を摑つかまれ背中側にねじり上げられてしまう。

「いたたたた！　痛い！　何すんの！」

「レネ？　ちょっと、なんなんですか！」

　ソニアが立ち上がって声を上げた。

「レネ＝オールストンには盗難容疑がかかっている」

　答えたのは、最初にレネの名を確かく認にんしてきた男だった。よく見れば、顎あごのあたりにうっすらと傷がある。

「濡ぬれ衣ぎぬよ！」

　レネはすぐに叫さけんだ。

「そうよ！　レネは何も盗んでいないわ！」

「それは、今から我々が調査する。連れて行け」

「痛い！　引っ張らないでよ！」

「おい、レネを離はなせ！」

　レネを連れて行こうとする男に、遅おくれて反応したニヴァンが摑みかかる。しかし腕の一振りで吹ふっ飛とばされてしまった。だから普ふ段だんからもっと鍛きたえておけと言っていたのに。

「邪じや魔まするなら君達も捕ほ縛ばくするぞ」

　顎傷の男が冷れい徹てつな声で言う。レネはかっとして怒ど鳴なった。

「二人に手を出したら承知しないわよ！」

　その声はびりびりと空気を震ふるわせるような余よ韻いんを残して、場に静せい寂じやくを落とした。

「……レネ」

　ソニアが泣きそうな顔でこちらを見る。

「そう思うのなら大人しくするんだな、レネ＝オールストン」

　顎傷にそう言われ、レネは唇を嚙んだ。

　状況があまりに悪い。自分のことに、ソニアやニヴァンまで巻まき込こむわけにはいかなかった。どちらにせよ、濡れ衣なのだ。ひどいことにはならないはず。

（きっと大丈夫よ）

　男達と一緒に歩き出す直前に視線だけで振り向いたレネは、床に座り込んで痛そうに腕を押さえるニヴァンと、なんとか泣くのを我が慢まんしながらこちらを見つめるソニアを見た。

（……こんな時にあの変態猥わい褻せつ幽霊はどこにいったのよ）

　そして部屋の中にいたはずのヴィリオレイ＝レド＝ネストルが姿を消していたことに気づいて、眉を寄せたのだった。





[image: ]






　男達と共に探偵社の入った建物から出たレネは、幌ほろ付きの荷馬車に押し込められた。馬車に入ってすぐ目め隠かくしをされ、両手も拘こう束そくされる。

「痛いじゃない！　何するのよ！　私は潔白だって言ってるでしょ！　横暴よ横暴！　訴えてやる！」

　とギャーギャー騒さわいでいたら、猿さる轡ぐつわをかまされた。

　なんてことだ。

　何もできずにがたがたと揺ゆれる馬車の中に転がっていたら、やがてレネにはある疑問が湧わいてきた。

（この馬車、どこに向かってるの？）

　自警舎に行くのなら、とっくの昔についてもいいはずである。

　普ふ通つう、丘おかの下で起きた軽犯罪は衛兵が自警舎で取り調べなどを行うのだ。てっきりそこに連れて行かれるのだと思っていたのに、そうではないようだ。

　ではどこへいくのか。

（え、これやばくない？　怪あやしいじゃん。騙だまされてない？　こいつら本当は何者？）

　そういえば、盗難容疑だって言われただけで自分達の素す性じようを名乗っていなかった。もしかしてただの犯罪組織だろうか。

　ぞぞぞ、と足元から恐怖が這はい上あがってくる。

　心臓がどきどきと早はや鐘がねを打ち、指先が震えた。

「はもももも！　むむむ！」

　レネはなんとか抗こう議ぎの声を上げたが、「黙ってろ」と思いの外ほか近くからぴしゃりと言われて口をつぐんだ。

　馬車は一度も止まることなく走っている。途と中ちゆう何度か曲がった。外からは人の声が漏れ聞こえてくる。やがて坂道にさしかかったことがわかった。車体が斜ななめになっているのを感じたからだ。

　しばらくして馬車が一度止まり、外で話し声がしたかと思うと再び動き出した。

　そうしてようやく、本当に馬車が止まった。目隠しが外された後に、幌が開けられる。突とつ然ぜん視界に入り込んだ光が眩まぶしく目を細めた。

　ここは一体どこなのだろう。

　猿轡が外され両腕の拘束も解かれると、先に外に出ていた顎傷が「降りろ」とレネに指示をした。

「ついていくから、腕を摑むのはやめて」

　また腕をねじり上げられてはかなわないと、レネは隣から伸のびてきた男の手を避よけた。了りよう解かいを求める部下の視線に、顎傷が頷く。そしてレネは一人で荷馬車から出た。

　足が砂じや利りを踏む。意外なことに、そこは外ではなかった。

　正確には建物内部の車庫のような場所で、今馬車が入ってきた空間だけがぽっかりと空いて外からの光を引き込んでいた。

　目の前には粗そ末まつな木の扉がある。

　普通にはつかないような傷のたくさんあるその扉を見て、レネは不安を深くした。

　レネよりも先に馬車を降りた顎傷が、傷だらけの扉を開く。

「入れ」

　一度そちらを睨み、臆おくする気持ちを抑おさえ込こんで足を踏み出す。

　扉の向こうに明かり取りの窓がないことはその薄うす暗ぐらさを見れば明らかだった。壁かべに点々と火が灯ともされている。地面には水たまりがあり、レネは気づかずにそれを踏んで靴を濡らした。

　彼女はぎょっとした。

　大人二人がぎりぎり横並びになれるくらいの廊ろう下かの奥おくに、化け物のような影かげがあったからだ。それはゆらりと立ち上がり、無言のままじぃとこちらを見てきた。

　しかしレネのそんな心中には頓とん着ちやくせずに、背後の扉が閉められる。

（あっ）

　と振り向いた時には既すでに、そこには顎傷男しかいなかった。

　顎傷男がレネを一いち瞥べつもせずに前に歩み出た時は、彼女はむかっとするよりも先にほっとした。こんな得体の知れない場所を先導して歩くなどごめんだ。

「ヴェンヴェンリーヴィがイルーアをつれてきた」

　顎傷男が意味不明な呪じゆ文もんを口にすると、不気味な影は一度ゆらりと揺れてこちらに背を向けた。扉の鍵を開けているのだ、と気づいたのは解かい錠じようの音がしたからだった。

　ぎぃ、と油もさしていないらしい扉が開かれる。顎傷男がすたすたと前に進むので、レネは慌ててその後を追った。

　彼女はなるべく不気味な影の方を見ないようにしたが、好こう奇き心しんに負けて横を通る時にちらりと見てしまった。するとそれは決して化け物などではなく、ただの小こ柄がらな男であった。年ねん齢れいは推おし量はかれない。もともと目が見えないのか男は目を閉じていたが、不思議と自分が見られていることを感じてレネはすぐに目を逸そらした。

　扉を通るとすぐにそれは閉ざされ、また鍵が閉められた。

　そこは、小さな部屋であった。

　塗と装そうもされていない木の机の上には帳ちよう簿ぼのようなものと手て燭しよくが置いてあったが、誰もいない。左手に地下へと降りる階段があり、正面に扉があった。レネを戦せん慄りつさせたのは、壁に埋うめ込こまれた鎖くさりである。鎖の先には金輪がついていて、それが人を拘束するためのものなのだと知れた。

　この時にはもう、レネはすっかり怯おびえきっていたが、それを押し隠して聞いた。

「ここはなんなの？　私をどうするつもり？」

　顎傷の男は、ようやく帽子を脱ぬいだ。

　想像していたよりも若い外見に少し驚く。四十前後だろうと思っていたのに、まだ三十にもならなそうだ。茶色の髪が後ろに撫なでつけられ、生き真ま面じ目めな皺しわが眉み間けんに寄っていた。

「いいから黙ってついてこい」

　男は言うと、帽子を机の上に投げて壁に設置された燭台に近づき、何やらそれをいじった。レネが何をしているのかと覗き込む前に、それは起こった。

「きゃあ！」

　驚きのあまり飛び上がって悲鳴を上げてしまったのは一生の不覚である。でも仕方がないだろう。それまでただの壁だと思われた場所がずずずと音を立てて動き出したのだから。

　どうやらそれは、扉であったらしかった。こちら側に開いたそれをまじまじと見る。

（いったいどういう仕し掛かけなわけ？）

　明かり一つない隠し扉の向こうにレネは到とう底てい踏み入れる気になれなかったが、男が躊ちゆう躇ちよなくそちらに歩いていって「早く来なければ勝手に閉まるぞ」と言うので慌ててその背を追ったのだった。

　あんな不気味な部屋に一人取り残される方が恐ろしかったのだ。

　男の言う通り、仕掛け扉はまたずずずという音を立てて閉まった。最後のずん、という重たげな音と共に、視界が完全な暗くら闇やみに落ちる。

　どこかに換かん気き穴があるのか、かび臭くささはなく密閉した空間にありがちなじめっとした空気も感じられなかった。

「ここは王城の一角だが、一部の者しか知らない」

　男が言った。声が暗闇の中に溶とける。自分のいる場所を突然知らされて、レネは瞬きをした。

「もともとはなんらかの理由で隔かく離りが必要な罪人を閉じ込めておく部屋だったのだろう。長年使われず、忘れ去られていた場所を陛へい下かが見つけて自分の宝ほう物もつ庫こにした」

　陛下？

　陛下と言ったのか今この男は。

　先ほどまでまさか、という気持ちと共にあった推論が、むくむくと確信に変わっていくのを感じた。

「……あの、陛下っていうのは……」

　レネは遠えん慮りよがちに聞いた。

「ヴィリオレイ＝レド＝ネストル王陛下のことだ」

　返答は、先ほどよりも少し離れた場所から聞こえた。この暗闇の中男がどう周囲を把は握あくしているのか知らないが、聞こえてくる男の足音には迷いが感じられなかった。すぐにその足音もぴたりと止まる。

「……あなたは誰なの？　どうして私をここに連れてきたの？」

　男は律りち儀ぎにも、レネの質問に順番に答えた。

「私の名はライナス＝エレイン。ある方の従者だ。そして君をここに連れてきたのは、君が、《蘇よみがえらせる者》だからだ」

　その言葉と同時に、がちゃりと鍵の開けられる音がした。ぎぃという錆さびた蝶ちよう番つがいの鳴き声と共に、暗闇の中に淡あわい光が差し込む。


〈やぁ、レネ〉



　あの腹立たしい声が聞こえる。


〈楽しんでもらえたかな？〉



「あんたが生き返ったらまず最初にその顔百発ぶん殴なぐってやる」

　南なん京きん錠じようのぶら下がった木の扉の向こうは部屋になっていて、燭台によって視界が確保されているようだった。部屋の隅すみにはいくつかの木箱が置かれている。

　そしてその中央に置かれた石の台座のような玉座に、この国の幽霊王が一人脚あしを組んで座っていた。
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「やっぱりあんたの策略だったのね!!」

　レネは爆ばく発はつするように怒鳴った。先ほどまでの恐怖が一転して怒いかりに変わる。

　彼女は大きく足音を立てて男に近づき、その一歩手前で立ち止まって人差し指をつきつけた。

「最低だわ！　なんのつもりよ！」


〈『やっぱり』とは、どのあたりで僕ぼくの差し金だと予想がついていたのかな？〉



　ヴィリオが楽しげな様子で聞いてくる。その顔にはまったく悪びれた様子がない。

「連れてこられた先が王城なんじゃないかと思った時よ！」

　最初にそれを疑ったのは、荷馬車が傾かたむいた時だ。坂を登っていると気づいた時、それが丘なのではないかと思った。丘の上にあるのは王城だ。途中一度止まったのも、城門を通る時なのだと考えれば説明がつく。

　王城といえば、王だ。

　自分に取り憑いている幽霊王。

　これはすべてヴィリオの策略なのではないか、と思うと同時にここまでするだろうかという疑問も湧いた。それに理由もわからない。結局レネの不安が払ふつ拭しよくされることはなかったし、こんな不気味なところに連れてこられて怯えるなという方が無理な注文であった。

「悪あく趣しゆ味みだわ……！」

　レネの非難に賛同したのは、意外なことに背後にいた顎傷の男であった。

「君の言う通り、陛下はとても悪趣味な方だ。もっと他に君を王城に入れる手段はあったのに、この方法を選んだのは他でもない、君の反応を見たかったからだろう」

　怒りで泣きそうになったことなど、レネ＝オールストンの二十一年の人生においてこの時が初めてであった。彼女はライナスを指差し、ヴィリオに言った。

「しかも何よ！　あんたのことを見て話せる人間なら私の他にいるんじゃないの！」

　そうでなくてはどうやって、この顎傷男がヴィリオのために動いているというのだ。


〈残念ながら、それは間違っている〉



　しかしヴィリオは悠ゆう然ぜんと脚を組んだまま答えた。


〈ライナスに僕の声は聞こえないし僕の姿も見えない。僕がそいつに接せつ触しよくしたのは、とても原始的な方法によってだ。筆談、というね〉



　その時レネは、ヴィリオのすぐ横に置かれているのが白墨チヨークであることに気づいた。石せつ灰かいを固めて作られたもので、庶しよ民みんの間では一いつ般ぱん的てきな筆記具の一つである。


〈幸い生前の僕が使っていた筆記具は執しつ務む室しつにたくさんあったし、僕が死んでも蘇るという事前情報もあった。そうでなければ、堅かた物ぶつなこの男に僕の存在を信じさせるには、もっと時間が必要だっただろう〉



　言いながら、ヴィリオは白墨チヨークを手に取り、左手を支えにして自分の腰掛けている石台に字を書いた。


【ご苦労、ライナス。彼女が僕のレネだ】



　すると背後に立つ男が短く息を吸い身体をこわばらせたのがわかった。

　レネが窺うかがうようにして振り向くと、男はなんとも表現しがたい表情をして、今石台に書かれたばかりの文字を見つめていた。もし本当にこの男にヴィリオが見えていないのであれば、彼には突然宙に浮いた白墨が文字を綴つづったように見えたのだろう。けれど男は、ニヴァンのように錯さく乱らんして怯える様子は見せなかった。

　男はゆっくりとレネに視線を移した。

　その顔に浮かぶのは、畏い敬けい、歓かん喜き、恐怖、不安、そのどれでもあって、そのどれでもない。

「……君は本当に、陛下の姿が見えるのか？　それに声も聞こえると？」

　懇こん願がん、というのが一番しっくりくるかもしれなかった。レネは、男に望まれるまま、こくりと頷いた。

　すると男は一度小さく息を吸って、右手で目め頭がしらを押さえた。レネは男が泣いているのかと思ったが、次に顔を上げた時男はもう先ほどまでの硬かたい表情に戻もどっていた。そしてレネを見て、真しん摯しな様子で言う。

「レネ＝オールストン嬢じよう。君には、迷めい惑わくをかけてすまないと思っている」

　思いの外常識的な言葉をかけられて、レネは反応に困った。

「一度死んだ男が蘇るだなんて荒こう唐とう無む稽けいな馬鹿話だと思っただろう。まして、この馬鹿王の口から語られたならなおさらだ」


〈おいライナス。貴様、僕が見えてないからって発言が自由すぎるぞ〉



　残念ながら王の声は届かない。彼は石台に【口に気をつけろ】と書いたがライナスはそれをちらりと見ただけで無視した。

「荒唐無稽な馬鹿話だと思いました」

　レネは大きく首を縦に振って同意する。


〈おい！〉



「でも真実なんだ。そして彼を生き返らせることができるのは、死んだ彼の姿を見て声を聞ける人間──つまり君だけだ」

　ライナスは、レネの手を取った。

「どうか、王を生き返らせてほしい」


〈ライナスその手を離せ。くそ羨うらやましいじゃないか〉



　レネは自分の手を握にぎるライナスの手を、不思議な気持ちで見た。

　これまでの二十一年間、男性とは縁えんのない生活を送ってきたというのに、演技でなく生身の男に手を握られたのはこの三日で彼が二人目。幽霊も数に入れていいなら三人目である。

　一昨日までは、ヴィリオが顔を近づけてきただけで顔を真っ赤にしていたレネも、異性に手を握られたくらいでは動どう揺ようしなくなっていた。というか、状況があまりに現げん実じつ離ばなれしているのでそこまで神経回路が働かなかったのかもしれない。

　もはや、先ほどまで暴れ回っていた怒りは霧む散さんしている。

　あのライナスの顔を見たからだ。

　問答無用でレネをここまで連れてきた無愛想な顎傷男が、レネにつきまとう変態猥褻幽霊の蘇りを心から望んでいる様子を見て、毒気を抜ぬかれてしまった。というか彼女はもう、できるだけ早くこの非日常から脱だつしたかった。

「ええと、私にできることなら、協力します。ここまで来ちゃったし」

「そうか。よかった」

　この時やっと、ライナスは笑え顔がおを見せた。その笑顔は意外と可か愛わいらしく、思っていたよりレネと歳としが近いのかもしれなかった。

「実はここに、王の遺体が入っている」

　驚いたことに、ライナスが示したのは、ヴィリオが座っている石の台座であった。

「え？　ここに？」

（王様、座ってますけど。白墨チヨークで【ご苦労、ライナス。彼女が僕のレネだ】とか【口に気をつけろ】とか書いてますけど。というか今思ったけど誰がお前のレネだ）

　彼女は今さらながらにヴィリオの書いた内容に突っ込んだが、賢けん明めいなことに口にはしなかった。


〈ああそう。言い忘れてたな。実はここに僕の死体が入っている〉



　ヴィリオがぺちぺちと自らが腰掛けている石台──石せつ棺かんだったのだ──を叩く。

「陛下の命令を受けて私が秘ひ密みつ裏りにここに運はこび込こんだ。いくら陛下でも、身体がなくなったら生き返れないだろう？　だから安全のためにな」

（……ここに遺体が入ってるのか）

　レネは一度ごくりと唾つばを飲み込んでから、ライナスに言った。

「あの、エレインさん、こいつ生き返って私が殴っても不敬罪とかにならないようにしてくれますか？」

　するとライナスはうんうんと頷いた。

「ライナスで構わない。もちろんだ。君が馬鹿王を殴っても蹴けっても吹っ飛ばしても不敬罪には問われない。それどころか勲くん章しようをあげてもいい」

「ありがとうございます」


〈おいお前ら。一応僕がここにいることを忘れるな〉



「……それなら、準備はいいね」

　ライナスはそう言うと、石棺に近づいてその蓋ふたに手をかけた。しかしすぐに思いついたように空くうを見ると、

「陛下。そこにいらっしゃるならどいてください。私で遊ぶのもやめてください」

　と言った。

　レネは驚いた。

　ライナスの言う通り、ヴィリオは真面目な顔で石棺の上にしゃがみ込み、蓋を開けようとするライナスの鼻に指を突っ込もうとしていたからだ。彼は本当は見えているのではないかと訝いぶかしんだが、ヴィリオが黙ってライナスの鼻に指を突っ込んでも何も言わなかったので、やはり見えていないのだと思い直した。

　ライナスは、腰を低く落として石棺の蓋を動かした。ずずず、と重たげな音がする。彼は蓋が斜めにずれるように押して、棺ひつぎの中が半分ほど見えた状態で押すのをやめた。

　レネは、ライナスに促うながされるまで近くに寄ることができなかった。そこにあるのが死体だと思うと、どうしても恐怖を拭ぬぐえなかったからだ。彼女はなんとか足を動かし、そっとライナスの向こうを覗き込んだ。

　棺の中には確かに、一人の男が横たわっていた。

　花も供く物もつもないただ布が敷しかれただけのがらんとした棺の中に横たわり、青白い顔で目を瞑つぶったその男は、死後半月が経たっているというのに腐ふ敗はいする様子もなく異い臭しゆうを発してもいなかった。眠ねむっているのだと言われればレネはそう信じたかもしれない。

　顔を上げれば、棺の中で死んでいる男と同じ外見の男が、蓋の上に立ち自らの死体を冷ややかに見下ろしている。

　男はレネの視線に気づくと目を細めて笑ってみせた。


〈いい男だろ？〉



　レネはライナスに聞いた。

「……あの、ところで具体的に生き返らせるって私何すればいいんですか？」

　ライナスが肩をすくめる。

「さぁ」

「さぁって！」

（なんて無責任な！）

「陛下はなんと言っているんだ？」

　逆にライナスが聞いてくる。棺から降りたヴィリオを見ると、彼はレネと視線が合ったとたん子供のように両手を叩きながら〈キース！　キース！〉と言い出したのでそっとライナスに顔を戻した。

「馬鹿ほざいてます」

「そうか。とりあえず触さわってみてくれるか？」

　頷くライナスに、レネはため息のような返事をした。

「はぁ……」
















　改めて、棺の中の死体を見る。

　こうして静かに眠っている様子だけ見ると、ヴィリオレイ＝レド＝ネストル王は間違いなくソニアが言うような『いい男』であった。目鼻立ちはすっきりとしていて、肌はだも羨ましいくらい綺麗だ。頰から顎にかけての稜りよう線せんは男らしく骨ばっていて、一国の王という重責を一人負っていた肩は死してなお勇ましい。

　レネは、彼が黒い衣服しか身につけていないことを不思議に思った。王の死しに装しよう束ぞくとしてはいささか簡素すぎるように見える。


〈ここに運び出す前は胸きよう甲こうや籠こ手てをつけられていたんだが、ライナスが重いからって外したんだ〉



　レネの心を読んだかのようにヴィリオが言った。


〈僕は軍人育ちだからな〉



　顔を上げた彼女は、怪け訝げんな表情で幽霊を見た。

（軍人育ちってどういうこと？）

　ヴィリオは王だ。王族として育ったのではないのだろうか。

「オールストン嬢、どうした？」

「あ、ああはい」

　ライナスに急せかされ、レネは慌てて手を伸ばしヴィリオの首元に触れた。

　あまり躊躇がなかったのは、目の前のそれが死体であるという認にん識しきが薄れたからだ。しかし触れた肌は驚くほど冷たく硬かった。レネはどきりとして、息を吞のんだ。

「……」

「……」


〈……〉



　しかしそのまま十数秒待っても何も起こらない。死体が光ることもなければ、変態猥褻幽霊が目の前の身体に吸すい込こまれるということもなかった。

「何も起きませんね」

「何も起きないな」

　ライナスは少し考えた末に、「顔に触ってみてくれるか？」と提案した。ただ単に、いきなり王様の顔を触ることを遠慮しただけのレネは、その隆りゆう々りゆうとした首元にあった手を離して今度は頰に触れた。

　そしてまた十数秒待つ。

「何も起きません」

「何も起きないな」

　ライナスが首を傾げて顎を触った。

「うーん。そうしたら、口づけでも……」


〈お前にしては気の利きいた思いつきだなライナス〉



「は？　嫌です」

　レネ＝オールストンは言下に拒きよ否ひした。

　自慢ではないが恋れん愛あい経験なし歴二十一年ということは、キスも未経験ということである。舞台上の演技でならやむなしとは思っているが、幸いというべきか今のところ、キスをする場面があるほど重要な役をやったことがない。

　なので、正真正しよう銘めいキスは未経験であった。

　そんな重要な初体験を、こんなところで死体相手にいたすことは、断固拒否する！

「嫌です！」

　レネはもう一度言った。ライナスが面めん倒どう臭くさそうに眉を上げる。

「もしかして君未経験か？」

「うるさいよ！」

　主人が無神経なら部下も無神経だな！

「大体唇が触って生き返ってるなら手が触っても生き返ってますよね？　場所が違うだけなんだから！」


〈そう思うならキスを試ためしてみてもいいだろう。手を繫つなぐのとそう変わらんぞ〉



「黙れ馬鹿変態猥褻幽霊！」

　レネはヴィリオに怒鳴りつけた。慌ててライナスがとりなすように両手を上げる。

「わかった。すまない。馬鹿陛下が何を言ったか知らんがそっちは無視してくれ。ちょっといろいろ試してみよう。そうだな。一晩一緒に寝てみるってのはどうだ？」

　レネは何を言ってるんだこいつという目でライナスを見た。未み婚こんの女性に死体と一晩を共にしろだと？

　断　固　拒　否　だ！

　レネの中のライナスへの同情心と善意がすぅと冷えて消えた瞬しゆん間かんであった。

「帰ります」

　レネは踵きびすを返かえした。

「おい、君」

　とっさにライナスが彼女の腕を摑んで止めようとしたが、レネは冷ややかに言った。

「離してください。こんな馬鹿みたいなことに付き合ってられない。一度死んだ人間が生き返るなんていうのはやっぱり荒唐無稽だわ。少なくとも私にはそんな力はありません。他をあたってください」

　いきなり幽霊に取り憑かれて、友人達の前で盗難容疑で捕縛され、こんなところまで連れてこられた。

　それはすべて王を生き返らせるためだと言われていたのに、この体ていたらくである。大体生き返らせてほしいならその方法も前もって調べておけと言いたい。

「庶民で遊ぶのもいい加減にしろ」

　そう言い捨てると、ライナスの腕を振ふり払はらい猛もう然ぜんと歩いて、レネは部屋から出たのであった。

　しかし錆びついた扉をギィバタンと閉めると視界は暗闇に落ちてしまう。

　レネは途と方ほうにくれた。

　ここから出る方法がわからないのだ。啖たん呵かを切って出てきた手前、出してくれとお願いしに行くのも具合が悪い。あたりをつけて歩き出したレネは、すぐつまずいて転びそうになった。

「うぎゃ！」

「っと」

　むき出しの石いし畳だたみとの正面衝しよう突とつを回かい避ひしてくれたのは、背後から伸びた男の腕であった。

「すまない、オールストン嬢。外まで送ろう」

　ライナス＝エレインはそう言った。ばつが悪いと思いながらも振り向いたレネは、開け放たれたままの扉から漏れる明かりに照らし出されたライナスが、本当に申し訳なさそうな顔をしていたので子供っぽいことを言うのはやめておいた。

「……お願いします」
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　再び扉に南京錠をかけたライナスが暗闇の中レネにはわからない仕掛けを操作して、二人は王様の宝物庫とやらから脱だつ出しゆつした。小柄な男に扉を開けてもらい、通路を通り過ぎて外に出る。

　二度目に目にした小柄な男は最初の不気味な雰ふん囲い気きなどどこにも纏まとっておらず、人がよさそうな顔でレネにぺこりと会え釈しやくさえしてみせた。

　どうやら雰囲気にのまれ、自分の眼め鏡がねが完全に狂くるっていたようだとレネは結論づけた。

　外に出るとここまでレネが乗せられてきた馬車はなく、一頭の馬だけが繫がれていた。ライナスは忘れずに取ってきた帽子を再び深く被り馬上の人となった。遠慮するレネの手を引いて自分の前に座らせる。

　馬に乗ったことなど数えるほどしかなく、乗ったとしても裸はだか馬うまばかりであったレネは、しっかりと鞍くらのつけられた馬の安定感に驚いた。同時に、背後の男との密着感に動揺する。

　しかしレネがうっかりどぎまぎしてしまう前に、ライナスはぐいとレネの背中を押して前まえ倒だおしにさせた。

「背を丸くして鞍に」

　命じられるまま縮こまったレネに、上からばさりと麻あさ布ぬのを被せてくる。突然の獣けもの臭くささにレネは思わずむせた。

「なるべく小さくなって動かないでくれ。誰かに見つかってもただの荷物で通すつもりだから。宰さい相しように見つかると面倒だ」

（やっぱりこいつも後で殴ろう）

　レネはこの時静かに心に決めた。しかし今余計なことを言って馬から突つき落おとされてはたまらない。動き出した馬の背で丸まりながら、レネはぐっと怒りを我慢して違うことを口にした。

「いいんですか？」

　鞍に顎をぶつけないよう踏ふん張ばりながら出した声は、獣臭い麻布に阻はばまれて届かないのではないかと思ったが、杞き憂ゆうであったようだ。

「何がだ？」

　そっけない言葉が返ってくる。

「……王様を生き返らせないで」

　そのために、彼はあんな茶番をしてレネをここに連れてきたのではないのか。王を生き返らせてくれと頼たのんだ瞳はあんなにも真摯であったというのに。

「それはもちろん困るが、こちらの下調べが足りなかったのも事実だ。てっきり、君が来てくれればなんだかよくわからん力で解決できるのかと思っていた」

「私、普通の人間なんで……」

　目から光が出たり、傷を癒いやしたりできる力がもともと備わっていたなら話はもっと簡単だったのかもしれないが、あいにくレネ＝オールストンにそんな特とく殊しゆ能力はなかった。

「そうだな。すまない」

　ライナスの声には笑いが交じっていた。

「あの方があまりに規格外だったから、私も考えが足りなかった」

　規格外、というのは確かにその通りだろう。死んだ王様が幽霊になってこの世をさまよっているなど、普通ではない。

　じゃりじゃりという馬の足音が、ざくざくという下生えを踏むような音に変わる。

「……陛下は、敵の多いお方だ」

　レネが言葉を返さないでいると、ライナスは続けた。

「ヴィリオ様は、市し井せいでお育ちになった。亡なくなった母君がそう望まれたからだ」

　レネは驚き、思わず被せられていた布を剝はいだ。ライナスはちらりとそちらを一瞥したが、まだ人目のある場所ではないせいか何も言わなかった。

（というかどこよここ）

　視界には城も城じよう壁へきも見えない。周囲には背の高い樹きが植わっていて、まるで森の中にいるようだった。

「真実を知らぬまま兵士に志願し、入軍したのはあの方が十三の時だ。やがて中将にまでなった頃に出生の秘密が明らかになり、既に第一王子を失っていた先王陛下があの方を王城に呼び寄せた」

（……それで、あんなふうに言っていたのね）

　そういう過去があったから、ヴィリオは先ほど自分のことを軍人上がりだと言ったのだ。王様らしからぬ下品な物言いもそれで納なつ得とくができる。

「先帝陛下に病が見つかったのはそのすぐ後だ。城には、世よ継つぎが一刻も早く必要だった。ヴィリオ様は……戦争を終わらせるため、その権力を得るために王となられた」

　思いもしなかった王の即そく位いの裏側にレネは驚き、そういう裏事情は庶民には知る必要がないことなのだと思った。

　ソニアだって、そんな話はしていなかった。彗すい星せいのように突然現れた世継ぎの君が即位して、戦争を終わらせたのだというのが民衆に知られている経けい緯いだ。

「そしてヴィリオ様は見事戦争を終わらせた。だがその育ちのせいで、未いまだに陛下を王にふさわしくないという者達がいる。口さがない者は、陛下が先王を弑しいしたというほどだ」

　この時ライナスは悔くやしそうに奥おく歯ばを嚙かみしめた。男の瞳の奥に怒りの炎ほのおが灯る。

「妄もう言げんだ。だがそう言って、陛下を敵視する者は少なくない。だからこそ、あの方は暗殺された」

　レネは小さく息を吸った。

　暗殺。

　これまで、無意識に考えないようにしてきたことだった。

　ヴィリオ王は三十歳さいとまだ若く、病を持っているという話も聞かなかった。かの王の死は、あまりに突然であったのだ。

「ヴィリオ様を殺したのは、毒だ。だがあの方は普通の毒で死ぬような方ではなかったのだ。化け物のように勘かんが働くし、生まれつき毒への耐たい性せいも強かった。剣けんがなくてもそこらの兵士では歯も立たなかった。まさかあんなふうに、何者かの手によって命を落とすなどと……！」

　ぶるる、と馬が鳴いて足並みが乱れる。ライナスの怒りに反応したに違いなかった。彼はそれに気づいて、すぐ感情を鎮しずめてみせた。驚くほどの自己制せい御ぎよ力りよくである。

「何者かが王を殺せる毒を調達した。成分も分ぶん析せき済みだ。おそらく、アザミラという毒だろう。赤せき水すい灰かい岩がんという特殊な鉱物で作られた容器に入れて保管しなければ、性質が変化する毒だ。そして私は……それを用意した犯人を、フェンディ＝バードだと考えている。この国の宰相だ」

　そう言って、ライナスはレネを見下ろした。

「あの男こそ、この国の毒だ。父親が、戦略に長けた宰相であったというその血筋だけであの地位に居い座すわっている。次の王だと目されているのも、わずかながらに昔の王族の血が入っているからだ」

「……王様を殺した人を、次の王様にするんですか？」

「毒を入れていたはずの容器が見つからない。毒を手に入れた経路も不明だ。証拠がないんだよ。だからそのことでバードを糾弾はできない」

「……私には、どうすることもできません」

　レネにはわからなかった。いったい彼らは、自分に何を求めているのだろう。

　一昨日までは王の死さえ大きな問題とは捉とらえていなかったただの庶民の娘むすめに、なぜそこまで語るのか。

「君には陛下を蘇らせることができるはずだ」

　この賢かしこそうな男が、そう信じて疑っていない様子なのが理解できない。

「無理です」

　ライナスは手た綱づなを引いて馬を止めた。

「何か方法があるのだと思う。頼むから、陛下を見捨てないでやってくれ」

　そのまっすぐな瞳に射い抜ぬかれてレネは言葉を失う。思わず目を逸らし、馬のたてがみを見下ろした。栗くり色いろのその毛並みはよく梳くしけずられていて色いろ艶つやもいい。

（重すぎる）

　と彼女は思った。

　王城の中の策さく謀ぼうも、駆かけ引ひきも、レネのような一介の庶民には大きすぎる事柄だ。とても負うことなどできない。自分の夢を追うだけで精せい一いつ杯ぱいなのに。

　ライナスは、レネが顔を上げようとしないのを見てとると、再び馬を歩かせた。そして静かな声で言う。

「あの方は、どこにでもいるような凡ぼん庸ような王ではない。我わが国くにはまだ戦後の立て直しが終わっていないのだ。まだあの方を、失うわけにはいかない」

　そういえばなぜ、先ほどの宝物庫を出てからヴィリオが姿を現さないのか、レネは今さらながらに気になった。

　あるいはヴィリオは失望したのかもしれない。生き返れると思ったのに、レネには何もできなかった。そう思うと、申し訳ないという気持ちが湧いてこないでもなかった。

「……そろそろ身を屈めろ」

　ライナスにそう命じられてからやっと、レネは周囲の雰囲気が少し変わったことに気づいた。先ほどまで見えなかった城壁が見えてきて、人のざわめきも聞こえる。彼女がしぶしぶ鞍に摑まって身を丸めると、また上から麻布が被せられた。

　ライナスは、馬の足を速めたりはしなかった。

　下生えを踏む足音がまた砂利を踏むそれに変わり、人の声がよく聞こえるようになってくる。王城の広場だろうか。馬車の走る音や動物の鳴き声も耳に入ってきた。

「わあ！」

　若い男の声がして、ライナスの馬が止まる。

「ああ、すみません」

　すぐ近くで人の声がしたので、レネは息をひそめた。布の隙すき間まから馬の足元だけが見える。転がってきた反たん物もののようなものを、視界の外から伸びた手が馬の足に当たる前に止めて拾った。

「すみません、すみません」

　おそらく、城に出入りする商人なのだろう。男がしきりに謝罪する。

「気にするな」

　とライナスは言って再び馬が歩き出した。

　やがてレネは、その喧けん騒そうの中から聞き覚えのある声を拾い上げた。

「いいから一度会わせろよ。間違いだって言ってんだろ」

「あんまりしつこいと地下牢ろうにぶち込むぞお前ら」

「いいわよぶち込んでも！　それでレネに会えるならね！」

　この時レネは、ライナスに言われたことを忘れ、麻布を払い身体を起こした。

「ソニア！」

　果たして、そこには城壁の門番に食ってかかる友人と従兄の姿があった。

「ニヴァンまで！」

「レネ！」

　ソニアとニヴァンがぱっと顔を輝かせて馬上のレネに駆かけ寄よろうとするのを、門番の兵士が止める。

「待てお前ら！」

「いい。通してやれ」

　言ったのはライナスであった。帽子を取った馬上の人の顔を見て、門番が慌てる。

「エ、エレイン様！　しかしその者は……？」

「ある分野の識者だ。助言をいただきたく城に招いたので、ご自宅にお送りするところだ」

　また泥どろ棒ぼう呼ばわりされるのかと思ったレネは、ライナスがしれっとした顔で噓をついたので驚いた。

　振り向いて、男をじとりと睨む。しかしライナスは悪びれた様子もなくレネを見返した。

「……ここで降ろしてください。友人と帰りますので」

　レネは息を吐いた。

　するとライナスは、まず自分が先に降りてレネが下馬するのを手伝ってくれた。

「あ、ありがとうございます」

「いえ、こちらこそ。ご足労いただいて助かりました、オールストン嬢。どうぞ今後とも、よろしくお願いいたします」

　差し出された右手に、一いつ瞬しゆん躊躇してから手を重ねる。握あく手しゆをする二人を、レネの友人と従兄と門番は、怪訝そうに見ていた。

「それでは、失礼いたします」

　そう言って、ライナスは再び馬上の人となると城壁の中へ戻っていった。

　残された三人は、不審げな門番の視線に追い立てられるようにしてその場を離れ、丘を下り始めた。

　城門から離れたところで、ソニアとニヴァンが矢継ぎ早に質問を始める。

「ちょっと、どういうことなの？　容疑は晴れたってこと？　ある分野の識者って何？」

「なんだよ今の友好的な挨拶はよ。どうなってんだ？　怪我とかないのかよ」

「……うん。心配かけてごめんね二人とも」

　そう言いながらも、レネの頭の中はライナスに言われたことでいっぱいだった。

『ヴィリオ様は……戦争を終わらせるため、その権力を得るために王となられた』

『まさかあんなふうに、何者かの手によって命を落とすなどと……！』

『君には陛下を蘇らせることができるはずだ』

　あの瞳。あれは、心から、自分ではない誰かを信じている目だ。

　この国の王を。無二の存在を。

『まだあの方を失うわけにはいかない』

　ライナスの目から、声から逃れるように、レネは一度目を瞑った。
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（私には何もできないわ）

　レネは心の中でそう呟つぶやいた。

（私はただの女優見習いだもの。王様を蘇よみがえらせる特別な力なんてない。王城の陰いん謀ぼうに巻まき込こまれるなんてまっぴらよ）

　自分の夢は幼い頃から一度も変わっていない。

　世界で一番の女優になること。

　それだけを夢見て、これまで走り続けてきた。

　今さらそれを、自分に関係ない人ひと達たちのごたごたで邪じや魔まされたくはない。

　薄はく情じようだと言われようが、それが本音だった。

　そうでなければどうして、これまで夢を追い続けてこられただろう。独り身の母を置いて田舎いなかを出て、才能がないと言われながらも劇団にしがみついてきた。それはすべて、望み続けてきたことを叶かなえるためだ。

「マディアは全部白状したわ」

　丘おかを下る途と中ちゆうで捕つかまえた乗合馬車の中で、ソニアが言った。乗客は他に耳の遠そうな老人と、酔よっ払ぱらって眠ねむる男だけであった。

「問とい詰つめたら、意外とあっさりね。レネがよくわからない男達たちに連れて行かれたって聞いて、動どう揺ようしてたわ。実際のところ香こう水すい瓶びんは割って壊こわしちゃったんですって。きっとロデールに振ふられたはらいせね」

「そうなの」

　ソニアはすっかり憤ふん慨がいしていた。

「まったくもう、マディアったら腹が立つのよ。香水瓶の盗とう難なんは狂きよう言げんだって認めたくせに、謝罪の一つも口にしないんだもの。あの女、一度舞ぶ台たいで盛せい大だいに転べばいいのよ」

「いやー。俺おれはいっそ潔いさぎよいと思ったね。あそこで謝あやまったらただの三流悪役じゃねぇか」

「薄うすっぺらい狂言なんかでレネを追い出そうとした時点で三流よ」

　ソニアの言い方は辛しん辣らつであったが、レネを心配したからこそのものだとわかったので、レネは苦く笑しようした。ソニアの怒いかりを鎮しずめたくて、話題を変える。

「どうして私が王城にいるってわかったの？　自警舎だと思わなかった？」

　少なくとも、荷馬車に押おし込こまれた時点で自分はそう思っていた。その疑問に鼻を高くしたのはニヴァンだ。

「俺が、お前が乗せられた馬車を追いかけたんだよ。途中で馬を失敬してな」

　馬車を追い、レネが王城に連れて行かれたことを確かく認にんしたニヴァンは、劇場に戻もどってマディアを問い詰めるソニアにそう伝えた。それで二人して城門前にいたというわけだ。

「心配かけたのね、ごめんなさい」

「それで、どういうことだったの？　どうして王城にいたの？　さっきの男の人は？」

　レネはどこまで話していいものか悩なやんだが、ライナス＝エレインというヴィリオの従者に連れて行かれ、ヴィリオの遺体に対面したこと、生き返らせることはできなかったことを話した。

　別にライナスには口止めされなかったし、心を砕くだいた二人には知る権利があると思ったからだ。

「そうなの……」

　レネがヴィリオレイ王を生き返らせられなかったと聞いて、ソニアは残念そうな顔をした。一方で、ニヴァンが小声で確認する。

「なぁ、念のため聞くけど、王様の幽ゆう霊れいはここにいないんだよな？」

「いないわ」

　ニヴァンは安あん堵どの息を吐はくと、馬車の背もたれに体重を預けた。一応、まだ幽霊が側にいるのではないかと緊きん張ちようしていたらしい。

「……それなら正直に言うけど、よかったんじゃねぇの？」

　従兄いとこ殿は言った。

「考えてもみろよ。王様を生き返らせたりなんかしちまったら、お前王城のよくわかんねぇ争いに巻き込まれてたかもよ。反王派に命狙ねらわれちまったりよ」

「ニヴァン！」

　レネが青ざめたのを見て、ソニアがニヴァンを窘たしなめた。

「もうちょっと考えて話しなさいよ！」

「だってそうだろ？　レネが王様を生き返らせられないってわかっただけでも万ばん々ばん歳ざいじゃねぇか。これから王様につきまとわれることもないだろうしよ」

「……」

　レネは答えなかった。

　ソニアがニヴァンを睨にらむ。ニヴァンは両手を挙げて、仕方がなさそうに口をつぐんだ。

「レネ、あのね……」

「ソニア、ごめん。少し考えさせて」

　そう言って、レネは黙だまった。馬車の窓から外を見る。

　実のところ、レネの頭の中は先ほどからずっと高速で回転していた。頭の中の引き出しが何度も開いたり閉まったりして、様々な断だん片ぺんを撒まき散ちらしている。それは言葉や場面だ。ヴィリオやライナス、ソニア、ニヴァン達が口にした言葉。目にした場面。

　そしてレネはやがて、ある一つの結論にたどり着いた。

　思わず息をつく。

（まさか）

　ありえない、と首を振るが、一度抱いだいた疑念はワインの瓶の底の澱おりのように、レネの内側に残ったのだった。





[image: ]






　劇場に戻っても、レネはまだ自分のすべきことに答えを見み出いだせないでいた。

　関わらない方がいい、と理性的な部分が訴うつたえている。けれど最後に握あく手しゆを交かわしたライナスの手の力強さと、彼かれが『まだあの方を、失うわけにはいかない』と言った時の瞳ひとみの強さが、この三日間のうちに起こったことを忘れさせてはくれなかった。

　劇場の裏口で、ニヴァンはまだ仕事があるからと二人と別れた。

　部屋に戻った後も悩んでいる様子のレネに、ソニアは優やさしく言葉をかけてくれた。

「気にすることないわよ、レネ。王様を生き返らせられなくったって、あなたは悪くないわ」

　寝しん台だいの端はしに腰こし掛かけたレネは首を振った。

「それはね……別にいいの」

　ヴィリオを生き返らせられなかったことに関して、レネに罪悪感はない。ゼロだと言えば噓うそになるかもしれないが、自分は一度も王の蘇りを肯こう定ていしたことはないのだから、責任はないはずだ。

　レネは頭を抱かかえた。

「うーん。それなのになんで、吹ふっ切きれないんだろう」

　それが問題なのだった。

　もやもやと、胸のあたりに残るものがある。やっとあの変態幽霊と別れられたというのに。

「もしかしてレネ……。王様のことを好きになっちゃったんじゃないの？」

　レネの隣となりに座すわるソニアがからかうように言った。

「それはないわ」

　しかしレネはきっぱりと答える。

「好きじゃない。あんな男は絶対に」

「じゃあなんなのよ」

「こっちが知りたいわよ」

　ソニアは息を吐いた。

「もう、とりあえず靴くつでも履はき替かえたら？　どんなところ歩かされたの？　かなり汚きたないわよそれ」

　言われてみるとなるほどレネが履いていた靴は、濡ぬれた部分が滲しみになってひどい有あり様さまであった。あの宝ほう物もつ庫こで水たまりを踏ふんでしまったことを思い出す。

「うわあ何これ」

「あ、レネ替えの靴ないんだっけ？　それならこれあげるよ」

　ソニアは、衣い装しよう棚だなの奥おくから靴を一足引っ張り出してきてレネの前に置いてくれた。それは革かわでできた、少し値が張りそうなものであった。

「……ありがとう。洗って乾かわくまで借りるね」

　そう言って、靴を履き替える。

　靴を変えると不思議と気分も少し変わった。身だしなみというものには、多分にそういう効果があるのだ。服を変えて、化け粧しようを変えると気分が変わる。それは舞台上で、新たな役を演じる時の感じに似ていた。

「うーん。よし。わかった。ソニア、ちょっと用事済ませてくるね」

　レネは立ち上がった。

「え？　今から？　なんの用事？」

　ソニアが目を丸くする。

「うん。すぐ戻ってくるわ。夕飯は一いつ緒しよに食べに行こう」

　あの人のところへ行くと言えばソニアはついてくるかもしれないので質問には答えなかった。その代わりに笑顔を見せる。

「ちょっとね、一つ確認してくるだけだから。自分で馬車のなかで生まれた疑念への答えが出れば、あるいはこのもやもやもすっきりするかもしれない、とレネは願った。
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　木でできた扉とびらの前で一度深呼吸する。

　扉を叩たたいて来訪を告げると、返事があったので中に入った。

「レネ……」

「マディアさん」

　控ひかえ室しつのマディアは、まだ衣装を身につけていた。

　公演は数十分前に幕を下ろした。本来ならレネやソニアも裏方に回らなければいけなかったのだが、ソニアがうまいこと言っておいてくれたようなので、劇団長からのお咎とがめはないだろう。

　豊満な身体からだを旅人のくたびれた衣装の下に隠かくしたマディアは、顔の煤すすを落としていた手て拭ぬぐいを置いて立ち上がった。

「王城に連れて行かれたって聞いたわ」

「誤解だったので、帰ってこられました」

　レネが笑ってそう言うと、マディアは息を吐く。

「怪け我がはないのね？」

「ありません」

「そう」

　マディアは再び椅い子すに腰を下ろして鏡に向かって煤落としを始めた。

　マディア＝ラナンがオッリ＝ベッカ座の看板女優を担になっているのが、彼かの女じよの努力とそれに裏打ちされた実力の結果だということは、レネも十分わかっていた。

　だからこそ、マディアには矜きよう持じがある。

　そう簡単に、見習い女優に謝罪など口にできないのだということも、レネは理解していた。

「何をそんなところに突つっ立たってるの？　帰ってきたのなら稽けい古この一つでもしたらどう？　そんなだからいつまでたってもまともな演技一つできないのよ」

「マディアさん」

　レネは言った。

「あの……マディアさんが、以前ロデールさんに贈おくられた香水瓶は……」

「どうしてそんなことを聞くの？」

　マディアの目が猛もう禽きん類るいのように吊つり上あがった。敵意がないことを示すために、レネは両手を挙げる。

「確認したいだけなんです。あの、その香水瓶は、壊してしまったんですよね？　珍めずらしい鉱物でできた香水瓶だったって聞きましたけど……」

「壊れたのよ」

　マディアはぴしゃりと言った。けれど再び鏡に向かってしばらくして、息を吐いて表情を緩ゆるめた。

「本当はね、自分で壊したの。床ゆかに投げつけてね。だってあいつ、あれを贈った三日後に、私の支し援えん者しやをやめると言い出したのよ。腹が立つじゃない」

　レネにはそれが、マディアなりの謝罪なのだと受け取った。マディアは傲ごう慢まんだが、非道な人間ではない。ロデールから贈り物をもらった時にはいつも周囲の人間に何かおこぼれを与あたえていたし、面めん倒どう見みもいい方だった。

「それに、質のいい香水じゃなかった。香かおりはありふれているし、つけると肌はだが少しぴりぴりしたの。……今思うと、毒でも入れていたのかもしれないわね」

　マディアは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「……そうですか」

「あの、その瓶の材料の鉱物の名前ですけど、せきせつなんとかっておっしゃってましたよね……？」

「ああ、せきすいかいがん、ね。赤い水に、灰色の岩って書くらしいわ。北方の国の、標高の高い山で取れる鉱物なのですって」

　レネは小さく息を吐いた。

　マディアに香水瓶を贈ったロデール。その父親であり、宰相と懇こん意いにしている宝石商オルガ。

　ああ、これで繫がった。

　そんな珍しい鉱物でできた容器が、こんな近くに同時に存在するのが偶然であるはずがない。王城から帰る馬車の中で抱いた疑念が、確信になる。

　なんてことだろう。自分は証拠を見つけてしまったのだ。

　宰相バードが王を弑しいした証拠を。王を死に至らしめた、毒の入った容器を。

　ヴィリオ達と縁えんを切るならわざわざ確かめなくてもいいことだった。けれど真実を知れば、このもやもやが少しでも晴れるかもしれない、とそう考えてレネはマディアに会いに来たのだ。

　それなのに、もやもやは晴れるどころかさらに広がった。ヴィリオに伝えなくては、と頭の中の一部が訴える。

「ありがとうございます、マディアさん」

　レネは何かに突き動かされるように踵きびすを返かえして、控え室の扉を開けた。しかしそこで心臓が飛び上がり、逆に身体は硬こう直ちよくする。

「やぁ、レネ」

　そこに、アレン＝スターズが立っていた。

「あ、こ、こんにちは」

　人がいるとは思わなかったので、必要以上に驚いてしまった。

　アレンはマディアの支援者だ。公演後、マディアの控え室に現れても不思議はない。

「アレン」

　背後でがたりとマディアが立ち上がる音がした。声だって、先ほどレネと会話していた時のものより一段階高い。きっと顔は女性らしく輝かがやいていることだろう。

「いらしてくれたのね」

「ああ、マディア。とても素す晴ばらしい演技だったよ。君は本当に類たぐい稀まれな女優だ」

　アレンがレネの横を通り過ぎて、部屋の中のマディアを抱きしめる。

「恥はずかしいわ。あなたがいらっしゃるとわかっていたら、すぐに衣装を着替えたのに。しばらく来られないとおっしゃっていたのにどうされたのですか？」

「そのままでいいよ。今日の君は別人のようで新しん鮮せんだった」

　恋こい人びと同士の睦むつ言ごとを背後に聞いていると、落ちついてきた鼓動の代わりにいたたまれなさがわいてきた。

「失礼します」

　短く断って、その場を後にしようとする。

「ああ、待ってくれるかい？　レネ」

　しかしアレンに呼び止められてしまった。

（なんなのよ）心の中で顔をしかめる。

「どうなさったの？　アレン」

　マディアが猫ねこなで声ごえで問うが、内心はらわたが煮にえくり返かえっているのではないかと思うと怖こわくて振り向けなかった。アレンが自分を呼び止めた理由がわからない。またマディアに余計な詮せん索さくをされてはたまらないから、誤解を招くようなことはやめてほしかった。

「ちょっと、レネと少し話をしてきてもいいかな？　マディア。すぐに戻るよ」

「まぁ。なんのお話？　私妬やけてしまうわ」

　その後マディアが息を吞のむような声が聞こえたので、何事かと思ってレネは肩かた越ごしに背後を盗ぬすみ見みた。ぎょっとしてすぐ正面に向き直る。

（な、ななななな人前で何やってるのよ！）

　先ほどとは別の意味で心しん拍ぱく数すうが上がり、顔が真っ赤になった。

　マディアとアレンの濃のう厚こうなキスを目もく撃げきしてしまったからだ。

　背後から悩ましげな声が聞こえてくる。レネは耳を塞ふさぎ、すぐにその場から退散しようとしたが、二歩目を踏み出したところで腕うでを摑つかまれた。

「それじゃあね、マディア。おとなしくここで待っているんだよ」

　アレンだ。

　瞬しゆん間かん移動の特とく殊しゆ能力でもあるのだろうか。つい先ほどまでマディアを抱きしめていたくせに。

　一方でそのマディアは、うっとりした顔で「わかりました」とこちらに手を振った。もう完全に目がいっちゃっている。骨ほね抜ぬきってやつだ。

　控え室の扉を閉めた時、アレンはレネと目を合わせて片方の目を瞑つぶってみせた。

「さて、レネ」

　そう言って笑う。

「二人でゆっくり話せるところはあるかな？」
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「私は、二人でゆっくり、と言ったんだけどね……」

　アレンは困ったように首を傾かしげた。

「椅子に座ってゆっくり話しましょう」

　二人は、劇場の近くの酒場にいた。ソニアが働いている、『ルガードの銀の皿』だ。まだ日は暮れていないもののそこそこ席は埋うまっていて騒さわがしく、二人きりとは到とう底てい言えない。

　レネなりの予防策であった。アレンと二人きりになんてなって、またマディアに何か勘かんぐられてはたまらない。恋こいに溺おぼれた女は恐おそろしいのだ。

「まぁ、いいか。君、何か飲むかい？」

「それより食べ物注文してもいいですか？」

　レネは唐とう突とつに、自分が朝のパン以来何も食べていないことを思い出した。

　思い出してしまうともう駄だ目めだ。名物の肉にく味み噌そ饅まん頭じゆうのいい香りに食欲が刺し激げきされ、涎よだれさえ出そうになる。いや、実際ぐうううと腹の虫が鳴ってしまい、レネはひどくきまりの悪い思いをした。

　アレンが一度目を丸くした後くっくと肩を震ふるわせて笑う。

「す、好きなものを注文していいよ」

「じゃあ遠えん慮りよなく！　ルガードさん！　肉味噌饅頭とネギスープ！」

　あいよー、とカウンター奥の厨ちゆう房ぼうから声が返ってくる。どうやら今日は給きゆう仕じ娘むすめがいないようだ。この場合、店主であるルガードが注文から調理からすべてを行っているため、できた料理はカウンターまで取りに行かなくてはならなかった。

　ようやく笑いを収めたアレンがテーブルに頰ほお杖づえをついてレネを見る。

　あまりにもまっすぐアレンと目が合ってしまったので、レネは少し顔を赤くした。

「あの……どういったご用件でしょうか？」

　先ほどの濃厚なキスを思えば、アレンが自分に興味を持っているとは到底思えなかった。ああもしかしたら、マディアの男関係について聞かれるのだろうか。

　ロデールのことを思い出すと、胃が少しきりきりと痛む。

　マディアがあの瓶について知っていたはずがない。ではロデールは？　ああすべて杞き憂ゆうであったらいいのに。とレネは願わずにおれなかった。

「君は、いつから劇団にいるの？」

「え？」

　考え事をしていたせいで、アレンの問いかけに答えるのが遅おくれる。

「ええと……三年くらい前からです」

「そうなんだ。女優を目指して王都に来たの？」

「……そうです」

　目の前の男の意図がわからなかった。田舎くさいとでも言いたいのだろうか。

　けれど次の瞬間レネはどきりとして固まった。アレンが、手を伸のばしてレネの髪かみに触ふれたからだ。

「綺き麗れいな髪だね。……君はきっと素す敵てきな女優になるだろう」

　目め尻じりの皺しわが優しい。

　レネはまた顔を赤くした。胸の中のもやもやをつかの間忘れる。

「や、やめてください」

　髪を取とり戻もどしてきょろきょろと周囲を窺うかがう。マディアが怒ど鳴なり込んでくるような気がしたからだ。

「本当だよ。人を見る目には自信がある。君はきっと特別だ」

　嬉うれしくない、と言えば噓だった。

　アレンのような男性に女優として褒ほめられたのは初めてだ。

　けれどふわふわと浮うき上あがった気分は、すぐ急転直下で落おち込こんだ。

「だからエレイン卿きように呼ばれたんだろう？」

　すぅ、と血の気が引いていくような気がした。

　アレンは笑っている。

「今日君は、王城で何をしたの？　レネ」

「どうして……」

　そのことを知っているのか、と聞きたかった。マディアが話したのだろうか。けれどエレイン卿の名は？　マディアがレネを連れて行った男の名前を知っているはずがない。

「不自然だよね。今まで王城になんて近づきもしなかった君が、どうして突とつ然ぜん王城に呼ばれたの？　それも、亡なくなった王の従者であったエレイン卿によって。裏があるって勘ぐって当然だ。そう思わない？」
















　この男は誰だれだ？

　という疑問が頭の中でぐるぐると回る。

　昨日、舞台上に現れた男とも、先ほどマディアに優しい言葉を囁ささやいた男とも違う。何かもっと、違う存在だった。

　喉のどが潰つぶれたように声が出ない。レネは震え出した指先を隠すようにテーブルの下で握にぎりしめた。

　座る位置を少し変えたアレンが、右手に隠し持っている短たん剣けんを見たからだ。いや、おそらく彼はそれをわざとレネに見せたのだろう。

「もう一度聞こう。なんのために呼ばれたんだ？」

　今度のアレンの言葉は、ずっと冷たく聞こえた。もう笑ってもいない。

「……どうして、それを知りたいの？」

　レネは一度唇くちびるを湿しめらせてから問うた。

「あなたの目的は何？」

　そこまで言って、はっとする。目の下の黒子ほくろ。

『……君、どこかで会ったことがない？』

　そうだ。レネはアレンに会ったことがあった。さぁと青ざめてがたりと立ち上がる。

「あなた……一週間前の泥どろ棒ぼうの……」

　すべての欠片かけらが合わさり、一枚の絵を描えがく。

「一週間前？」

　アレンが意外そうに眉まゆを上げた。一いつ瞬しゆんの間を置いて、目を丸くする。そして彼は笑った。

「ああ、もしかして君、あの時の子か」

　それは肯定も同然だった。

「はは。偶ぐう然ぜんだな。あの時の子を放っておいたのは、まだ目当てのものを手に入れていないのに騒ぎを大きくしたくなかったからだけど……。そうか。君だったんだ」

　氷のようなその目にぞくり、と背筋に寒気が走った。

　一週間前、劇場に入り込んだ泥棒は、朝帰りした劇団員に目撃された。

　実のところ、その朝帰りした劇団員こそレネだった。

　探たん偵てい社しやの仕事が立て込んで、帰宅がずいぶん遅おそくなってしまった日だ。そこで、あの恐ろしい出来事に遭そう遇ぐうした。

　レネは、劇団長に頼たのんで自分が目撃したことは伏ふせてもらった。泥棒と目が合った気がしたし、そのことで身に危険が及およぶのが怖かったからだ。ずっとあの時のことを考えないようにしていた。

　けれど。

　ああ、あれはアレンだ。間違いない。アレンが泥棒だった。目の下の黒子。

　あの一件の後、マディアだけが部屋に鍵かぎをつけた。泥棒が入り込んだのは、マディアの部屋だったからだ。

　アレンはマディアの持っている何かを狙っていた。

　マディアの持っていた重要なもの。

「あなたの目的は……マディアの持っていた香水瓶？　ヴィリオを殺した毒の容器と同じ……」

　これは、レネ＝オールストンの人生において最大級の失言であった。

　思いついたことをつい口にしてしまったが、黙って心の中にしまっておくべきだった。そうすればまだ、アレンは見み逃のがしてくれたかもしれないのに。

　アレンの顔からすぅと感情が抜け落ちた。

　レネは確信した。この男は、人を殺したことがある。肌が粟あわ立だつ。男が手に持っている短剣が、直接突きつけられている感覚にさえ陥おちいった。

「困ったな、レネ。話を聞くだけのつもりだったのに、君は思っていたより多くのことを知っているようだ」

　穏おだやかなその声こわ音ねは、恐きよう怖ふを助長するものにしかならない。アレンは微笑んだ。

「いい？　声を上げたら私の後ろにいる男を殺す。逃にげ出だしたら、この店の中の人間を二人殺す」

　男は、「話しかける」という言葉と同じくらいの気安さで「殺す」と口にした。

「誰も傷つけたくなかったら、おとなしく私に従って」

「肉味噌饅頭とスープ上がりー」

　店主のルガードの声がして、カウンターに皿が置かれる。ルガードはこちらを見ることなく厨房に戻っていった。「ルガード！　ビールがねぇぞ！」とカウンター近くにいた男が言って、「カウンターの下から勝手に取れ」と厨房から答えが返る。

　この酒場の店主であるルガードは元傭よう兵へいだ。それに客である男達は王城の兵士が多い。声を上げたとしても、アレンは誰も傷つけられないかもしれない。けれど視界の中に、家族連れのテーブルを見つけてレネは抵てい抗こうを諦あきらめた。

　仕事を終えた兵士らしき男が、妻と娘と笑っている。

　あの幸せを壊せない。

「黙って席を離はなれて。私が指示を出すから、歩くんだ」

　レネはアレンの言うことに従った。

　そして心の中で、ある男の名を呼んだ。いや正確には、ある男を罵ば倒とうしたのだった。

（こんな時にどこに行ったのよ！　馬ば鹿か変態猥わい褻せつ幽霊！）
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　店を出ると日は既すでに傾かたむいていて空は茜あかね色いろに染まっていた。道行く人々は家路を急ぎ、酒場からは喧けん騒そうが漏もれ聞こえてくる時間帯である。

　誤解を恐れずに言うならば、アレン＝スターズはたいへん紳しん士し的てきであった。

　恋人のようにレネに寄より添そい、馬ば繫けい場じようの少年には小こ遣づかいまで渡わたし、レネが馬に乗るために手を貸した。そのすべてが懐ふところの短剣なしに行われたのであったなら、レネは彼を素敵な青年だと思ったかもしれないが、アレンのそつのない様子は彼女の恐怖を増すだけであった。

　馬は昼間ライナスに乗せられたような鞍くらのついた軍用馬ではなく、栗くり毛げで手た綱づながついただけの裸はだか馬うまだ。

「あまり暴れない方がいいよ。落ちて馬に蹴けられたりなんかしたら、骨が折れるかもしれないからね」

　後ろからそう囁かれては、抵抗する気もすっかり失うせた。そんなに痛そうなのはごめんである。

　かくしてレネ＝オールストンは拉ら致ちされたのだった。

　アレンは途中人通りのない路地に入ると、レネに目隠しをした。考えてみれば、本日二度目の拉致。二度目の目隠しである。なんて災難な日なのだろう。

　馬上にいる間背後からいつぶすっとやられるかと思うと、レネは気が気ではいられなかったが、結局移動中にぶすっとやられることはなかった。

　時間にして一時間も経たっていなかっただろう。馬が足を止め、目隠しを外はずされたのは、暗がりの中に立つ一軒けんの屋や敷しきの前であった。

　いつの間にか、日はすっかり暮れている。目隠しをされる前までの街並みはどこかへたち消え、周囲は樹きと草と岩だけだった。

　視界を明るくするのは馬に下げられた手て燭しよくと頭上に浮かぶ月だけで、レネはまるで異世界に迷まよい込こんだかのような錯さつ覚かくを覚えた。

「こっちだよ」

　一瞬、ここで殺されるのかと思ったが、アレンは優しく言ってレネの手を引いた。レネに触れているのとは反対の手には、恐ろしい刃やいばの代わりに手燭が握られている。もう脅おどそうとしないのは、女が逃げないという確信からか、逃がさないという自負からだろうと思われた。

　アレンは無言のままギィと音のする扉を開けた。

　出で迎むかえの人間はいなかった。それどころか照明設備さえ整っていないのか、男はレネから離れて蠟ろう燭そくを灯ともし、屋敷の中を照らし出した。

　広い玄げん関かんである。壁かべには見知らぬ老人の肖しよう像ぞう画ががかけられ、蜘く蛛もの巣すの張った動かない時計があった。

「何？　ここ」

　その辺から幽霊がわんさか出てきそうである。それも、肌が腐くさったり目玉が飛び出たような幽霊が。ソニアでなくても背筋に寒気が走ってしまう。

「三十年ほど前に、とある伯はく爵しやくが所有していた屋敷だよ。今は無人だ。だからちょっと私が借りている」

「怖いから帰りたいんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私はもう一月ほどここに出入りしているけど、今のところ幽霊に取り殺されたりしていない」

　笑えない冗じよう談だんである。

　アレンは、正面の階段を上って右側の突つき当あたりの部屋にレネを案内した。

　彼は部屋の入り口にレネを待たせて、室内にまばらに置かれた手燭のすべてに火を灯した。手て馴なれたその様子から、この部屋で過ごすことに慣れているのだろうと窺える。

　炎ほのおによって明るく浮かび上がった室内は、比ひ較かく的てき最近掃そう除じされたようにすっきりしていた。調度品は中央に置かれた長椅子と一人掛け用の椅子、それに壁かべ際ぎわの棚だけで、そこには酒瓶が並んでいる。壁紙は上品な蔦つた柄がらで、深い青に染せん色しよくされた絨じゆう毯たんはいかにも高級そうだった。

「あそこのお酒を飲んでもいいよ。年代物だから味は保証する」

　アレンはそう言うと、室内に踏み入れ呆ぼう然ぜんとしていたレネが止める前に部屋を出て行ってしまった。バタン、かちり、と鍵のかかる音がする。

「ちょっと！」

　レネは慌あわてて扉に飛びついたが、扉の向こうから「ここでおとなしくしていてね」という声が返ってきただけで開きはしなかった。

　なんということだろう。

　自分はこの幽霊屋敷に閉じ込められてしまった。

　しかしライナスに拉致された時と違って手足が拘こう束そくされているわけではなく、監かん視しの人間もいない。

　レネは顎あごの下で両手を握りしめ、恐怖と不安を心臓の奥に押し込めようとした。

（怯おびえて縮こまっているだけじゃ駄目よ）

　一人にされたのは好機だ。なんとかここから逃げ出さなければ。

　再度室内を見渡せば、扉の正面に位置する壁へき面めんに緞どん帳ちようのように重たげなカーテンが引かれていた。歩み寄ってカーテンを開けると、格こう子しのついたガラス窓がある。上に持ち上げて開くようになっているそれに、鍵はかかっていなかった。

　レネは、多少立てつけの悪くなっていた窓をなんとか持ち上げて、外を確認した。

　真っ暗だ。地面さえ暗くら闇やみの中で見えず、屋敷の外壁がかろうじて確認できる程度であった。

「馬鹿にしてるの？」

　レネを拘束していないのは、女だからと甘あまく見ているせいだろうか。こんな暗闇の中、二階の窓から逃げたりしないと確信しているに違いない。

「女優を甘く見ないでよね」

　レネは自分に言い聞かせるように声に出してそう言うと、靴を脱ぬいで埃ほこりのたまっている窓まど枠わくに足をかけた。

　外壁に足場となりそうな装そう飾しよくがあるのは確認済みだ。注意深く窓枠を乗り越え、その装飾に足を置いて窓の外に立つと、早くも後こう悔かいが襲おそってきた。

　けれど後には引けない。

　地面に降りられなくとも、違う部屋に移動できればいいのだ。別の部屋の扉ならきっと鍵はかかっていないだろう。

　レネはほんの十センチほどの足がかりの上を注意深く移動した。

　しかしようやく窓枠から外れたところで、かちゃりと扉の開く音が聞こえてくる。

「おや？」

　アレンが戻ってきたのだ。外壁にぴたりと身体をつけ、口を引き結び、息を殺す。

「おかしいなぁ」

　室内を歩き回る足音。心臓の音が外に聞こえないかが心配だった。

「……どうやって逃げたんだろう。とにかく外に捜さがしにいかないと」

　その言葉を聞いてほっと胸を撫でおろした瞬間、開け放たれたままの窓からアレンがひょいと顔を出したので、レネは仰ぎよう天てんのあまり足を踏み外してしまった。

「きゃあ！」

　しかし間かん一いつ髪ぱつのところで伸びた男の腕が、パシリと落下を阻そ止しする。レネの手首を握ったアレンは、楽しげに笑った。

「そんなところにいると危ないですよ、お嬢じようさん」

「……」

　男の腕一本で支えられている状態に、レネは青ざめて言葉も出ない。そんな彼女の様子を見てか、アレンは軽口を引っ込めてすぐに引っ張り上げてくれた。

　室内の床にへたり込むと、全身の血が引いていくような心地ここちになった。心臓はばくばくとうるさい。二階とはいえ、下手すれば死んでいたかもしれない。

「そんなに怖かったなら、やめておけばよかったのに」

　レネは一度深呼吸をしてから、アレンを睨みつけた。

「私をどうするつもりなの？」

　礼を言うつもりはない。この男に驚おどろかされなければ落ちなかったのだし、そもそも自分は拉致されているのだ。礼を言う筋合いではない。

「さて、どうしようかな」

　いよいよ腹が立ってきた。

　なんだって自分はこんな人気のない幽霊屋敷に連れてこられているのだろう。王城の陰謀？　ああだから、関わりたくなかったのだ。

　レネは立ち上がり、脱いでいた靴を履いた。そうしてからふと、アレンは窓の前に置いてあった靴を見て、レネがいる場所がわかったのだと気づき、自分の馬鹿さ加減に嫌いや気けがさす。

「私を帰して。あなたのことは忘れるわ。一週間前のことだって、誰にも言わない」

　アレンは嘲ちよう笑しようした。

「そんな都合のいい話を誰が信じると思う？」

「じゃあどうするって言うのよ！」

　レネは怒鳴った。しかしそれで怯ひるむような相手ではなかった。

「君はエレイン卿に呼ばれて城に行ったはずだ。それはなぜ？」

　アレンの問いに、レネはぐっと言葉を飲み込んだ。

　本当のことを話してもいいのだろうか。もし、アレンがヴィリオを毒殺した人間と関係していたら？　王を蘇らせられるかもしれないレネは邪魔者だろう。

（でも、私には生き返らせられなかったわ）

　自分の死体を見下ろしていたヴィリオの顔を思い出す。

　冷たく、感情のない顔だった。まるでヴィリオレイ＝レド＝ネストルという男の人生を嫌けん悪おしているような。

「……人違いじゃない？」

　レネは噓をつき通すことに決めた。

　アレンが面おも白しろがるように眉を上げる。

「なるほど？」

「私は、王城になんて行ってないし、エレイン卿なんて人も知らないわ」

　そう言い張ると、アレンが息を吐いて首を振った。

「実は今日私は王城に行ったんだ。ある方に呼ばれてね。そういう時は大体、生き地じ屋やとして城じよう門もんを通る。もちろん、本物の布を携たずさえて、だ。今日は失敗したよ。つまずいて、大切な生地を落としてしまった」

　レネは、さぁと血の気が引く音を聞いた気がした。

（……噓でしょ！）

　あの時の商人だ。すみませんと何度も謝っていた。

「ただの荷物みたいに見えた布の下から、君が出てきた時は驚いたよ。自分が握手を交わした相手が誰だか知らないと言い張る気かい？」

　だから、今日の午後にアレンは劇場に現れたのだろうか。マディアは、今日は来ないと思っていたと言っていた。この男の目的は、最初からレネだったのだ。

「人違いよ」

　けれど今さらどういう言い訳ができる？　レネは一度息を吸って、再度そう言った。こうなったら根比べだ。

　アレンはにやにやと笑い、壁に背を預けた。腕を組み、値ね踏ぶみするようにレネを見る。

「ふむ。それじゃあ質問を変えよう」

　追及がやんだことにほっとする。しかし男はもっと大きな疑問を口にした。

「……君はどうして、王を殺した毒のことを知っている？」

　どきん、と心臓が大きく鳴る。

「……なんのこと？」

「またしらばっくれる気か？　君自身が言ったんだ。私の狙いは、マディアの香水瓶だと。そう、それにこうも言った。『ヴィリオを殺した毒の容器と同じ』とね。ヴィリオ、というのはヴィリオレイ王のことだろう？　ずいぶんと親しげな呼び名じゃないか。まさかとは思うが……恋人とか？」

「違います」

　レネは言下にきっぱりと答えた。

「ねずみの尻尾しつぽの毛先ほどもそんな事実はありません」

　そんなふうに言われるのは迷めい惑わくである。謝罪と共に撤てつ回かいしてもらいたい。

「というか私は本当に無関係なの！　何も知らないしできない！　あんたが何者なのか知らないけど、私を殺したってなんにもいいことないわよ！」

「何も知らないし、できないね」

　アレンが知ったふうに笑い、壁に体重を預けるのをやめた。

「ということは、あの噂うわさは本当だったかな。──『蘇らせる者』」

「……」

　この時レネが眉み間けんに寄せてしまった皺を、男はどう解かい釈しやくしただろう。「何言ってんだこいつ頭おかしいのか？」という皺か、「やばいばれた」という皺か。どうか前者であれとレネは願った。

「さて、君のことは大体わかった。次は私の番だ」

　アレンはゆっくりとレネの方に歩み寄ってきた。

「君は私を殺し屋か何かと思っているかもしれないが、私はそんな野や蛮ばんな男じゃない。私の仕事は──調停役だ」

　男がこちらに歩み寄るたびに、レネは一歩ずつ後ずさった。矜持など知るか。この男は人を殺せる刃を所持しているのだ。

「物事を、顧こ客きやくの希望通りにいくように調整するのが私の役目」

「……人を殺してでしょう？」

　相手が激げき昂こうしないよう、注意深く反応を見ながらそう問う。アレンは肩をすくめたが、歩みは止めなかった。

「そういうこともあるけど、なるべくなら避さけるようにしてる。人が死なないなら、その方がいいだろう？」

　背後を見ずに後ずさっていたレネは、がつっと何かにぶつかって後ろに倒たおれそうになった。長椅子だ。しかしすぐ側にきていたアレンがレネの背を支えて右腕を摑む。

　まるでダンスでも踊おどっているような格好になって、レネは顔を赤くした。アレンの顔が近い。こうやってみると、本当に顔だけは好みど真ん中である。残念だ。

「私は、バード氏に、痕こん跡せきなく王を殺せる毒を用意した」

　遠くから見れば、男は甘い睦言を囁いているように見えたかもしれない。アレンの笑え顔がおは優しく、穏やかだった。

「苦労したよ。王には毒への耐たい性せいがある。まだ母親の腹にいる頃に毒殺されかけたせいかな。その耐性をも凌しのぐ強い毒でかつ無味無む臭しゆうのものはそうない。特別な……特別な毒だ。そしてそんな毒には、見合うだけの特別な容器がある」

　レネは、アレンの言葉の一部に動揺した。

（母親の腹にいる頃に……毒殺されかけた？）

　ライナスは、そんなこと言っていなかった。

「希少な鉱物で作られた容器だ。それだけで、七千万リーベルはくだらない。まったく、バード氏があの容器を宝石商に売ってしまったと聞いた時はとんだ貧びん乏ぼうくじを引いたと思ったね。価値を知らない馬鹿はだから困る。おかげで私は、泥棒の真ま似ね事ごとをしたり興味もない女優の支援者に名乗りを上げなくてはいけなくなった」

「興味もない女優ですって？」

　アレンのキスに、とろけるようになっていたマディア。ロデールに振られた彼女にとって、アレンは救世主のように見えたに違いないのに。

「あなた最低だわ」

「ものの価値というのは一見してはわからないものだ」

　レネはぞくりとした。

　アレンが首筋に鼻を寄せてきたからだ。すん、と鼻を鳴らす音がする。

「なんでもないように見える野草でも、実はとんでもなく希少な花だったりするものだろう？」

「！」

　レネはとっさにアレンを突き飛ばした。

　顔を真っ赤にして首に手を当てる。

「い、いいいいいい今嚙かんだわね！」

　アレンはぺろりと唇を舐なめて笑った。

「君の蜜みつは甘そうだ」

「外の砂じや利りでも舐めてなさい！」

「ははは。可か愛わいい人だな君は」

「どうしてどいつもこいつも変態なの？」

「他人と比ひ較かくされるのはごめんだな。君はとても可愛いから、摘つんで部屋に飾かざってもいいかもしれない」

「私は花じゃない！」

　レネがそう怒鳴りつけた時だった。廊下の方から、誰かの声が聞こえた気がして二人は戸口を見た。耳をすませば、やはり人の声がする。大声で何かを叫さけんでいるようだ。

「まだここでこうしていたかったけれど、そうもいかないみたいだね」

　アレンは残念そうに首を振った。

「ああ、言っておくけど、他の部屋の窓の鍵は開いてないよ。だから窓の外を伝っても入れない。この部屋の真下は石いし畳だたみだし、飛び降りればただじゃ済まないだろうね」

（なら最初からそう言いなさいよ！）

　怒りを込めて睨みつけると、アレンは困ったように肩をすくめて戸口へ向かった。

「そんな顔しないで。酒でも飲んで待っていてよ。君に悪いようにはしないつもりだ。それではね、可愛いレネ」

　投げられたキスを、レネは叩き落とした。

　あははと笑い声を上げながら、アレンが部屋の鍵を閉める。

「あああもう！」

　レネはたまらずに頭をかきむしる。

　情報の多さに混乱してきた。

　彼女はアレンの言っていた棚に近づいた。酒瓶だけではなく、グラスも並んでいる。残念ながら、酒に造ぞう詣けいは深くない。

　少し気持ちを落ち着けようと思って埃を被ったワインらしき瓶を手に取ると、棚の引き出しに入っていたコルク抜きで栓せんを抜いてグラスに入れた。

　グラスは綺麗なものだ。アレンが使っているのだろうか。並々と注がれた赤い液体は蠱こ惑わく的てきな香りを放っていて、レネはくんと一度香りを嗅かいでから口に含ふくんだ。

　口内で弾はじけるように香りが広がる。これはいい酒に違いない。

　レネは一度深呼吸をしてから、棚に寄りかかって思考を始めた。

『希少な鉱物で作られた容器だ。それだけで、七千万リーベルはくだらない。まったく、バード氏があの容器を宝石商に売ってしまったと聞いた時はとんだ貧乏くじを引いたと思ったね』

　アレンの言っていた宝石商が誰か、レネにはすぐにわかった。

　宝石商オルガ。

　マディアの元支援者であるロデールの父親だ。

　そういうことだったのか。毒の入っていた容器を、宰さい相しようがオルガに売って、それを息子むすこがマディアに贈った。

　アレンは、それを取り戻すために一週間前、劇場に盗みに入ったのだ。しかしロデールに別れを告げられたマディアが、香水瓶を壊した後だった。それを知らないアレンは、今度は支援者として公おおやけにマディアに近づいた。毒の容器を取り戻すために。

「七千万って……言ってたわよね……」

　巨きよ額がくすぎて現実味が湧わかない。マディアにはきっと、黙っていた方がいいだろう。

（香水を使ったらぴりぴりしたって言ってたのも、瓶に毒が残ってたからなのかな。まぁ、今ぴんぴんしてるんだから、ヴィリオみたいに死ぬことはないと思うけど）

　そう考えながらまたグラスに口をつけようとしたレネは、肘ひじで棚に置いていた瓶を倒してしまった。まだ入っていた赤い葡ぶ萄どう酒しゆがとくとくと惜おしみなく絨毯に流れていく。

「わわ！」

　レネは慌てて瓶を立てると、紫むらさきに染まってしまった青い絨毯にしゃがみ込んだ。

「ああ……高そうなのに……」

　もともとの持ち主だという伯爵に心から謝罪すると同時に、請せい求きゆう書しよはアレン＝スターズ宛あてにしておいてくれと願う。

　その時レネは、絨毯に不自然な跡がついていることに気づいた。

「何これ」

　何度か棚を横に引きずったかのように、絨毯の毛並みが潰れてしまっている。

「……」

　レネは少し考えて立ち上がると、グラスと瓶を床に置いて、棚の側面に手をついた。

「せーのっふん！」

　そしてぐっと力を込めて押す。

　自じ慢まんではないが、裏方ばかりやっているので力仕事には慣れている。やがてずりずりと重たげな音をさせながら、わずかに棚が動いた。気をよくしたレネは、さらに力を込めて棚を押した。

「っはー」

　やがて十分に棚を動かし終わると、レネは息を吐いた。

　汗あせをかいてしまった。喉も渇かわいたので、床に置いたグラスを一気に煽あおる。

「ははあん。抜け道ってやつね」

　そしてにやりと笑った。

　青く美しい絨毯は、棚の下の部分だけ綺麗に切り取られていた。なんとか伯爵の仕し業わざかアレンの仕業かわからなかったが、その切り取られた部分の床板には取っ手がついていて、いかにも開けてほしそうである。

「どれどれ」

　レネは取っ手を摑んで引っ張った。

　バコンという音を立てて床板は外れ、真っ暗な空間が現れる。

　レネは手燭を一つ取ってくると、その空間に下ろして中を確認した。

「うーん……。通路？　って言うには狭せますぎよね。隠された逃とう亡ぼう経路って感じだわ」

　まさかアレンはここのことを知っていてしきりにレネに酒を勧すすめたのだろうか。逃すつもりなら、最初からこんなところに連れてこなければいいのに。あるいはこの通路の先は別の拷ごう問もん部屋に繫がっているのかもしれない。

「うーん」

　レネは首をひねって考えたが、一秒で決断した。

「入ってみなきゃわかんないわよね！」

　レネは自覚していなかったが、この時彼女は既に、大分酔っていた。グラス一杯ぱいの高級ワインのせいである。あまり酒を飲むことのなかった彼女は、自分がいかに酒に弱いかをよくわかっていなかった。

　酒の力を借りて、大だい胆たんにもひょいと床下に飛び込む。先に中に入れていた手燭を持って、レネは中を進むことにした。

　そこはとても狭かった。

　四よつん這ばいにならなければ前には進めないし、幅もさして余よ裕ゆうはない。ぞっとするほど埃がたまっていて、糞ふんのような臭においもした。ねずみかもしれない。通路自体は木の板でできていたので、レネは何度かスカートを釘くぎで引っかけてしまった。しかしそれでも進んでいると、やがて人の話し声が聞こえてきた。

「……！」

「……」

　誰かが言い合いをしている。レネはいそいそと一方通行の通路を進み、やがて下に小さな穴の開いた場所にたどり着いた。

　そこは行き止まりではなかったが、声は穴から聞こえてきていたので、レネはそこを覗のぞき込こんだ。

「あの容器がそんな高価なものだとお前は事前に言わなかったじゃないか！　金は払はらわないぞ！」

「しかし私はすべて終わった後あれはお返しいただくようお願いしていたはずです」

「そんなの知らん！　取り返せなかったお前の責任だろう！」

　叫ぶ男の声は女のように甲かん高だかい。

　小さな穴から覗く限り、そこは食堂のような部屋であった。中央に大きな食しよく卓たくがあり、片側の壁面には窓、その正面の壁面に扉が二つあった。二人の男が窓の横にある暖だん炉ろの側で話している。一人はアレンで、もう一人の甲高い声の男は、でっぷりとした身体に外がい套とうをまとっていた。

　さらに穴に顔を押しつけたレネは、室内にある不ふ審しんな物を注視した。

　ちょうどレネがいる天てん井じよう裏うらの真下にあたる、食卓の上だ。扉の近くである。

　布に包まれた長細いものが置かれている。それはとても大きかった。二メートル近いだろうか。

　アレンが天井裏から見ていてもわかるくらいに大きな息を吐く。

　その様子には、先ほどレネと話していた時には見られなかった苛いら立だちが垣かい間ま見みえた。

「わかりました。今回は容器代は請求しません。けれど、これは別料金ですよ」

　アレンはテーブルの上の布包みを指差した。

「本当に、ここまで誰にも尾び行こうされていないんでしょうね？　王族の遺体を盗んだ罪に問われるのはごめんですよ」

　レネはかろうじて悲鳴を飲み込むことができた。

（王族の遺体ですって？）

　ということはやはりあれは……いや、でもまさか。

「問題ない。昼間、エレインの小こ僧ぞうが怪あやしげな動きをしていたから見張っていたのだ。案の定、あやつがヴィリオレイの遺体を隠しておったわ。ふん。役に立たない見張りを置きおって、少し痛めつけたらすぐ奥まで案内してくれたぞ」

　ははは、と太った男が耳みみ障ざわりな笑い声を上げる。

　レネは扉を開けてくれた小柄な男を思い出した。彼はレネが帰る時会え釈しやくをしてくれた。目め頭がしらが熱くなる。呼吸を忘れるほどの怒りが湧いた。

「エレインが丘の下の人間を連れてきたというから、よもやあの噂は真実なのかと思ったがな。ふん。蘇ってなどおらんかったわ。やはりあれは戯たわ言ごとだった。身体が腐ってないのも、エレインが何か特別な処理をしたのだろう。大方、よく似た男を連れてきて王が蘇ったと言い張るつもりだったのではないか？」

　小こ賢ざかしい小僧だ。と男が吐はき捨すてる。

「私が王座に座るのが、よほど気に入らないと見えるな。だがこの死体の首でもエレインの小僧に送りつけてやれば、余計な反骨心も消えるだろうよ」

（王座にってことは……あの男が、フェンディ＝バード）

　この国の宰相。

『あの男こそ、この国の毒だ。父親が、戦略に長たけた宰相であったというその血筋だけであの地位に居い座すわっている。次の王だと目されているのも、わずかながらに昔の王族の血が入っているからだ』

　ライナスの言葉が真実なのかどうかはわからない。けれど今の会話だけ聞くと、到底好意は抱けそうになかった。

　ぺらぺらと得意げに語る宰相の言葉を、アレンは黙って聞いている。

「今回のことがうまくいけば、今後もお前のことは重用してやるぞ、スターズ。ははは。一国の王の御ご用よう達たしだ。嬉しいだろう」

「……」

「まったく。死体が消えた時は肝きもを冷やしたが、これでぐっすり眠れるというものだ。ふん。どれ、もう一度かつての王の顔でも拝んでやるかな」

　宰相はそう言うと、食卓の上の布包みに歩み寄り、乱暴に布を剝はいだ。

　レネの心臓がぎゅっと縮まる。

　黒い髪。整った顔。

　今朝、あの宝物庫で見た王だ。

　戦争を終わりに導き、この国を立て直した偉い大だいな王。

「ふん。血筋だって怪しいもんだ。軍人上がりが」

　ぺっ、というその音が、なんの音かすぐにはわからなかった。

　唾つばを吐きかけたのだ、と遅れて理解する。

　死んだ男の顔に唾を吐きかけた。

　気づけば、レネは腕を振り上げていた。

　ドン！

　力任せに穴の開いている板に腕を打ちつける。

　予想外であったのは、食堂の天井にあたるそれがあっさりと外れたことだ。天井板は四角くぱっかりと外れ、レネはずるりと天井裏から落ちて宙に投げ出された。

　ズダン！

「い、いたたたた……」

　落下先は、食卓の上であった。硬かたそうな木の板に頭をぶつけていればただのこぶでは済まなかっただろうが、弾だん力りよくのある比較的柔やわらかいものの上に落ちたおかげで大事には至らなかったようだ。

「……」

「……」

　突然の落下物に男達が呆然とする中、なんとか身を起こしたレネは、自分が下した敷じきにしたものがヴィリオの身体だったことに気づいた。眠るようなその顔に、先ほど吐きかけられたものが付着している。

　一度は鎮まった怒りが、またぼおと音を立てて燃え上がる。顔が熱い。こんなことは許されない。ああ、自分は酔っているのか。止められない。

　レネは立ち上がると、すぐ目の前でウシガエルのような顔を硬直させているこの国の宰相の顔面を、蹴りつけた。

「があ！」

　突然のことで避けることもできなかった男が、無様な悲鳴を上げて尻しり餅もちをつく。

　ずっと心の内側に残っていたもやもやの正体を、この時レネははっきりと自覚した。

　怒りだ。

　レネはずっと、腹を立てていたのだ。

　自分の死体を見下ろす男の、冷たい眼まな差ざし。

　あれでわかった。

　ヴィリオは、望んで王になったのではないのだと。

　求められたから。その必要があったから、王になった。

『ヴィリオ様は……戦争を終わらせるため、その権力を得るために王となられた』

　人が。

　自分のためでなく生きて死んで、それで終わりだなんて。

（絶対におかしい）

　人は自分の望みのために生きるべきだ。

（自分のことを一番に考えられるのは自分だけだもの）

　ヴィリオレイ＝レド＝ネストルは蘇るべきだった。

　今度こそ、自分のための生を生きるために。

　国のためではなく。民たみのためではなく。

　自らのために。

「下がれ馬鹿者ども！　この男は、あんた達なんかが軽々しく触さわっていい男じゃないのよ！」

　レネは食卓の上に立ち男達を睥へい睨げいした。

　すると、どこからかぱちぱちという拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

　振り向けば、自分の真横に転がっている死体と同じ顔の男が、血色のいい肌ツヤをして立っている。顔色のいい幽霊なんてこの世にいてもいいのだろうか。


〈よく言った、レネ〉



　ヴィリオレイ＝レド＝ネストル王は、傲慢に、尊大に、そう言って笑ったのだった
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　幽霊を視界に入れたレネ＝オールストンが次にすることは決まっていた。

　蹴られた鼻頭を押さえて呆然としている宰相を尻目に食卓から飛び降りると、壁際に立っていた男の前で足を止めて肩かた幅はばに開き、渾こん身しんの右拳こぶしを繰くり出だした。しかし案の定、レネの鉄てつ拳けんは男をすり抜け、勢いで前につんのめって危あやうく転ぶところであった。

「いいから黙って一発殴なぐらせろ！」

　レネは幽霊に怒鳴りつけた。


〈ずいぶん扇せん情じよう的てきな格好をしているじゃないか、レネ〉



　ヴィリオが、破れたスカートから露あらわになっている脚をまじまじと見る。

「うるさい変態！」


〈うまそうな脚だ〉



「現状を見ろ！　あんたに巻き込まれて私は大迷惑よ！」


〈見ているとも。お前は僕ぼくを守ろうとしてくれた〉



　ヴィリオがにやりとこちらを見て笑ったので、レネはぴんときて言った。

「いつから見てたの？　まさかあんたずっと私に憑ついてたんじゃないでしょうね？」


〈壁に埋まっておおむね見ていた〉



「なんで出てこなかったのよ！」

　この大男が壁に埋まってるところを想像するとぞっとする。


〈女の怒りは鎮まるまで待った方がいいと聞いたことがあってな〉



「壁に埋まってもう二度と出てくるな！」

　この時レネは、アレンが声を発するまでその存在をすっかり忘れてしまっていた。

「……さっきから誰と喋しやべっているんだい？　レネ」

　はっとして振り向くと、テーブルを挟はさんだ反対側の暖炉の前で、アレンがこちらを見ている。それも完全に、正気を疑う眼差しであった。

「まさか……」

「スターズ。この女を知っているのか？　一体誰だ」

　鼻血を垂らしながらよろよろと立ち上がった宰相が、食い殺しそうな目でこちらを睨みながら唸うなる。鼻が潰れたせいで、宰相の顔面はウシガエルにより近くなったようだ。

「……まさか、そこにヴィリオレイ陛下の幽霊がいるのか？」

　アレンはまじまじと、今ヴィリオが立っているあたりを凝ぎよう視しした。

「おい、どういうことだ！」

　ウシガエルが叫ぶ。アレンは一度息を吐いて言った。

「落ち着いてください、宰相閣下。彼女はおそらく、《蘇らせる者》です」

「……は？」

　ウシガエルは間抜けな顔になって、アレンとレネを交こう互ごに見た。

「《蘇らせる者》だと？　馬鹿な。ヴィリオレイを蘇らせるというあれか？　……はっ。あんな話はただの伝説だ。ありえない」

「ヴィリオレイ王が、およそ人の規格から外れた人物であったことはあなたが一番ご存知のはずでしょう？　犬のように鼻と勘が働くから、無味無臭の猛もう毒どくを用意しろとおっしゃったのはあなたですよ」


〈ほうバード。僕を犬扱あつかいするとはいい度胸じゃないか〉



「まさかそんな……」

　ヴィリオの声が聞こえたわけではないだろうが、ウシガエルは青ざめてレネを見て、何かに突き動かされるようにして命じた。

「ス、スターズ！　あの女を殺せ！　今すぐ！」

　その言葉とほとんど同時に、アレンが床を蹴った。驚くべき跳ちよう躍やくを見せて食卓の上に立ち一直線にレネのもとへ肉にく薄はくする。レネは本能的に逃げようとしたが、圧あつ倒とう的てきに動きが遅かった。

　飛び上がったアレンにぐいと襟えり首くびを摑まれて床に引き倒される。左耳を強く打ちつけながらも起き上がろうとしたが、がっちりと下半身が固まっていて動かなかった。目の前に、男の顔がある。

　アレンは笑っていた。

「逃げないで。あまり痛い思いはさせないから」

　恐ろしくて見ることもできないが、首元に息苦しい圧あつ迫ぱくを感じる。鎖さ骨こつを伝ったのが汗なのか、刃によって流れた自分の血なのか、レネには判別できなかった。


〈レネ、その男に言え。金を手に入れたければ、自分から離れろとな〉



　その声は、思いの外ほか遠いところから聞こえてきた。

　レネは震える声で告げた。

「お金が欲しければ、私から離れなさい」

　アレンが眉を上げる。

「どういう意味かな？　君が、宰相閣かつ下かよりもいい報ほう酬しゆうを払えるとでも？」

「ススススススタアアアアズ！」

　ウシガエルが鳴いた。

　ぱっとアレンが顔を上げる。青ざめたウシガエルが、不自然に上半身を仰のけ反ぞらせていた。

「何やってるんですか？」

「ぅぐ……誰かが……後ろに……」

　レネは目を丸くした。

　ウシガエルの背後に立ったヴィリオが、ウシガエルの首飾りでもってその首を絞しめていたからだ。


〈この首飾りは、オルガが一度僕のところに売り込みにきたやつだ。悪あく趣しゆ味みだから断ったがね〉



　ヴィリオは、生前触れたことがあるものになら触れる。つまり、あの首飾りには触れたのだ。

「……宰相閣下、冗談ですよね？」

「ぐああ！」

　鎖くさりがさらに太い首に食い込む。アレンが慌ててレネから離れて立ち上がった。

「ははっ。まさか本当に……。そこに、陛下がいるのか？　信じられないな」


〈レネ、今だ。僕の身体を確保しろ！〉



　腰が抜けたと思っていたが、ヴィリオの声に押されるようにして不思議と立ち上がることができた。テーブルに駆かけ寄より、ヴィリオの身体をがしりと摑む。

（どうすればいいの？）

　持って運ぶなんて無理だ。こんな巨きよ体たい。


〈キスをしろ！〉



「この状じよう況きようでふざけないでよ！」

　レネは思わず怒鳴った。


〈ふざけている余裕が僕にあると思うか！　いいからキスだ！〉



　ウシガエルが渾身の力で暴れている。じっとこちらの動向を見守るアレンの右手には短剣が握られていた。ふと思い出して喉元を撫でるとずきんとした痛みが走り、見ると手のひらに血がついている。

（死ぬのに比べたら、キスが何よ）

　この時レネの中の何かが振り切れた。

　テーブルの上に身を乗り出し、眠っているような死体に唇を重ねる。

　それは冷たく、硬かった。
















　レネにとっては数秒に思えたが、実際にはそれはすぐに起こった。

　もぞりと触れ合っていた場所が動き出す。とっさに離れようとしたが、がっと頭を摑まれ阻はばまれた。唇の間から柔らかなものが入り込み、レネの口内を蹂じゆう躙りんする。呼吸が口の中に閉じ込められ、レネは目を白黒させた。

　自由な右手を容よう赦しやなく振り下ろす。

　ガキン！　という頭ず蓋がいを殴る衝しよう撃げきは、相手の頭だけでなくレネの右手にも痛みを残した。

「何するのよ！」

　レネは涙なみだ目めになって叫んだ。

　なんだったのだ今のは。少なくとも、ただのキスではなかった。

　目の前で、むくりと男が起き上がる。

　そのことに、驚かないわけではなかった。

　先ほどまで確かに死んでいた身体が動いたのだ。幽霊でない男の頰には赤みがさし、立体感があって、隠しきれないような存在感があった。

　男は言った。

「今まで口にした中でもっとも甘かん美びな美酒だった」

「死ね！」

　レネは思わずそう叫んだのだった。
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　ヴィリオレイ＝レド＝ネストルは、自らの遺体を包んでいた布を打ち捨てテーブルから降り、床ゆかに両足を下ろした。

　実体でもって自らの側に立った男には押おし寄よせるような現実感があって、レネは動どう揺ようする。

　本当に王様なのだ、と思わせる雰ふん囲い気きが男にはあった。

　そこに立っているだけで自然と目を引く。背に負った重責を、自信と矜きよう恃じでもって揺ゆるぎなく支えているような確かさが側にいるだけで伝わってくるようだった。

「驚おどろいたな……。まさか本当に、蘇よみがえるなんて」

　アレンが乾かわいた笑いを漏もらす。

「魔ま人じんとの契けい約やくというのは本当ですか？　陛へい下か」

　王はちらりとアレンを一いち瞥べつしたが、すぐに興味をなくしたように視線を外はずして気だるげに肩かたを回した。

「ああ、なんだか身体からだがひどく重いな。レネ、肩を貸してくれ。くらくらする」

　ぼうっとヴィリオを見上げていたレネは、生身の身体から発せられた軽口にはっと我に返った。

「目眩めまいがするなら座すわってたら？　あんたに肩を貸したら私が潰つぶれるわ」

　恥はずかしさも相まってつっけんどんに返事をすると、ヴィリオは楽しげに笑った。

「ずいぶんと冷たい言い方だな。あんなキスをした仲なのに」

「あ、あれはキスじゃない！　人工呼吸と同じよ！　人助け！」

「なるほど。では今もう一度やり直そう」

「ぎゃー！　来るな！」

　近づいてくるヴィリオの顔から逃のがれるように腕うでを伸のばすと、その手が男の胸のあたりにしっかりと触ふれる。当たり前のことに少し驚いたレネは、ヴィリオがその手に自らの手のひらを重ねてきたことにすぐ反応できなかった。

　ぐっと力を込こめて握にぎりしめられる。先ほどまで死人であったとは思えないほど熱を持った手のひらに、レネの心臓がどきりと大きく鼓こ動どうした。

「言っただろう？　お前が僕ぼくを《蘇らせる者》だと」

　紫むらさきの瞳ひとみがまっすぐにこちらを見下ろしている。

　それまでヴィリオの言動に関しては、浮うわついた冗じよう談だんか上流階級の人間の気まぐれとしか思えなかったが、この時だけはその言葉が触れた肌はだを通して伝わってくるようだった。

　突とつ然ぜん、ヴィリオが近くにあった椅い子すを蹴け飛とばした。

　ガタン！　という音を立ててレネの背後に吹ふっ飛とんだ椅子は、いつの間にか食堂の扉とびらに向かって歩いていたアレンの目の前に倒たおれてその歩みを止めた。

　レネははっとして自分の手を取とり戻もどす。

　食堂の扉は、二人とアレンの間にあった。

「邪じや魔ま者ものは退散しようと思ったのですが」

　アレンはしれっとして言った。

「雇やとい主ぬしを置いてか？　薄はく情じような男だな」

　ヴィリオが冷ややかな声で言う。レネに対する声こわ音ねとは、まったくの別物だ。

　そういえば、ウシガエルはどうなったのかと先ほど幽ゆう体たいのヴィリオがいたあたりを見てみると、この国の宰さい相しようは昏こん倒とうして床に伸びていた。口から泡あわを吹いている。首くび飾かざりは鎖くさりが切れて床に転がっていた。

「知人の紹しよう介かいとはいえ、困った人に雇われてしまったと思っていたんです。私との契約内容は王を殺せる毒の入手。生き返った後は契約外ですよ」

　男は微笑ほほえんでいる。先ほどこの男に殺されかけたことをにわかに思い出して、レネはぐっと顎あごを引いた。

「そういえば、一つだけ伺うかがってもよろしいですか？　陛下」

　アレンは今思いついたような顔で言った。

「宰相閣下は、あなたに飲ませる前に毒の容器を移うつし替かえた。珍めずらしい鉱物でできたあの小こ瓶びんを、お抱かかえの宝石商が高値で買うと申し出たからです。だからあなたが飲んだ時、毒は変質して異い臭しゆうを放っていたはずだ。それがあなたにわからなかったはずがない。……どうして飲んだんです？」

　レネには、アレンの言っている意味がわからなかった。

「あなたは最初から、死ぬつもりだったんですか？」

「お前には関係のない話だ」

「遺体を盗ぬすませたのもわざとですね。この暗殺劇は、目め障ざわりな政敵を失しつ脚きやくさせるいい機会だった。宰相閣下は、最初からあなたの掌しよう上じようで踊おどっているにすぎなかったのでは？」

「お前も僕の人形になってもらおう。実行犯の証言がつけばバードは二度と地下牢ろうから出られないだろうからな」

「ははは。怖こわい人ですね。……レネを閉とじ込こめていた部屋の棚たなの中に、壊こわれた毒の容器があります。マディアという女優から譲ゆずってもらったものです。それを差し上げましょう。マディアが入手した経路をたどれば、宰相にたどり着く。それで十分でしょう？　見逃していただけるのであれば、水差しに毒を入れた人間も教えますよ」

　レネは、アレンが既にそれを手に入れていたことに驚いた。

　ああだから、しばらく来ないとマディアに告げていたのだ。そのまま消えてしまうつもりだったに違ちがいない。

　ヴィリオは興味がなさそうに言った。

「毒を仕込んだ人間などバードを少し痛めつければ吐はく。大方、女によ官かんの一人でも抱だき込こんだんだろう。それよりも……」

　その時、首にずきりと痛みが走ってレネは声を上げた。

「いたっ！」

　隣となりに立っていたヴィリオが、先ほどアレンにつけられた傷を撫なでたのだと知って目を吊つり上あげ、「何するのよ！」と怒ど鳴なる。

　けれどヴィリオは返事をせずに、自らの指についた血を静かに見つめた。

「……」

「ちょっと、怖いんだけど……ってぎゃー！　何してるの！」

　悲鳴を上げたのは、男が指についたレネの血を舐なめたからだ。

「……僕の女に傷をつけておいて、ただで済むと思うなよ」

　目が完全にいっちゃっていた。

　ヴィリオは静かに歩き出すと、壁かべに飾られた剣けんを手に取った。なんて都合のいいところに武器が置いてあるんだろう。

　アレンが両手を上げて口を引きつらせる。

「武器を持たない人間を斬きるつもりですか？」

「安心しろ。鞘さやは抜ぬかん。四し肢しの骨を折って喉のどを潰すだけだ」

　そんなこと言われて安心などできるわけがない。

「ちょっ……」

　レネがなんとか王様の凶きよう行こうを止めようとしたその時だった。

　ワンワン！

　という犬の鳴き声が聞こえた。

　同時にばあんと食堂の扉が開け放たれて、兵士が数人なだれ込んでくる。

　剣を手にアレンを痛めつけようとしていたヴィリオだったが、とっさにレネを背後にかばった。

　一方でアレンの反応は素す晴ばらしく、レネが気づいた時にはすでに食堂の扉とは反対側の壁にあった窓の側にいた。窓ガラスを押し開きひらりと窓まど枠わくに飛び乗る。

　その時アレンが、ちらりとこちらを振ふり向むいた。

（目が合った）

　そう思ったのは、気のせいではないはずだ。しかしすぐにヴィリオの大きな背中に視界を阻はばまれて、レネがそれを押しのけた時にはもうアレンはいなくなっていた。

「追え！」

　三人ほどの兵士が窓からアレンを追う。どこか聞き覚えのある声だと振り向けば、兵士に追走を命じたのは王の従者であった。

　側に犬の手た綱づなを引いた兵士がいる。その犬が、レネに向かってワンワンと吠ほえた。

「遅おそいぞ、ライナス」

　いつの間にかレネの肩を抱きながら、ヴィリオが言った。

「ちょっと」

　レネはなんとかその腕から逃れようとしたが、がっしりと摑つかまれていてどうにも逃れることができない。

（こいつ、幽ゆう霊れいの時の方が害が少なかったんじゃないの？）

　と少し生き返らせたことを後こう悔かいしたレネであった。

　室内を見み渡わたして昏倒しているウシガエルを発見し、「捕ほ縛ばくしろ」と残った兵士に命じたライナスは、ようやく王を視界に入れて一度息を吸った。

「……陛下」

　にやり、とヴィリオが笑う。

「泣きそうなのはわかるが僕の胸は貸してやらんぞ」

「誰だれが泣きますか。あなたのために流す涙なみだほど無む駄だなものはありません」

「ふん。かわいくない奴やつだな。レネがいなければ、僕の身体は八やつ裂ざきにされていたかもしれないぞ」

　王の言葉に、ライナスが息を吐く。

「……バードが上うわ手てでした。見張りを巻まかれてしまった」

「だから、油断するなと言ったんだ。あの男は浅はかだが無能ではない。そうでなければ、こんな茶番を打つまでもなく王城から追い出していたさ」

　レネは呆ぼう然ぜんとした。

「え？　じゃあ本当に、全部計画通りだったってこと？」

　アレンの言った通りなのだろうか。一度死んだのも、遺体をバードに盗ませたのも？

　しかしレネのその疑問に、男達たちは答えなかった。代わりにライナスが言う。

「君のご友人にはよくお礼をしなくてはならないな」

「ご友人？」

「ああ。私達がここにたどり着いたのは、君の靴くつの臭においをこの犬に追わせたからだ」

　言われてライナスのすぐ後ろに立つ兵士の連れた犬を見てみると、どこか見覚えのある犬であった。今はご褒ほう美びの餌えさをもらってがっついているその黒い毛並みと細い体たい軀くは、昨日、幽霊のヴィリオの一ひと睨にらみで逃げ出した犬だ。

「あ！　確かニヴァンの借金取りの……」

　ドンの飼い犬エスターである。

　ライナスが詳くわしく説明してくれた。

　バードを見失ったライナスは、ヴィリオに相談するために劇場を訪おとずれた。しかしそこで彼かれは、いなくなったレネを捜すソニアとニヴァンに遭そう遇ぐうしたらしい。レネは、遺体と同じく宰相に連れ去られたのではと推測したライナスは、レネの捜そう索さくをすることにした。

　ソニアが言うには、レネを捜す当てがあるということだった。

　彼かの女じよがレネに貸した靴は、以前靴職人に贈おくられた呪のろいの靴だったのだ。

「その靴の本底の一部にはカノコソウの根が使われている。犬の鼻はその香かおりにかなり敏びん感かんだそうだ」

　だから、『どこにいてもわかる』ということか。

「さすがに時間はかかったし途と中ちゆうで見失ってしまったが、都を出たところにこれが落ちていた」

「あ」

　駒こま鳥どりのラペルピンである。

「あれ？　ポケットに入ってたのに……」

「僕が置いておいた」

　しれっとした顔でヴィリオが言うので、レネは呆あきれた。

「いつの間に……」

　ライナスは目を細めて、少し笑え顔がおを見せる。

「あなたのやりそうなことです」

　そのラペルピンを見てヴィリオの仕し業わざだと察したライナスは、駒鳥の嘴くちばしが指し示した方角にある建物を調べさせ、この屋や敷しきにたどり着いたのだという。

「遺体もこちらに運び込まれていて幸運でした。どうやって生き返ったのですか？」

「キもがが」

　レネは慌あわててヴィリオの口を塞ふさいだ。

「殴なぐったら！　生き返ったわ！」

「ほう。それは興味深い」

「ぎゃあ！」

　レネは悲鳴を上げて飛び上がった。ヴィリオの口を塞いでいた手を胸むな元もとに引き寄せて涙目になる。

「な、な、な、舐めたわね！」

　ヴィリオが自らの唇くちびるを舐めて意地悪く笑った。

「噓うそはよくないな、レネ。僕とお前の間には既き成せい事実ができたというのに」

「誤解を招く言い方しないでよ！」

「なんですって？」

　ライナスが眉まゆを上げた。

「陛下、ついに脱だつ童どう貞ていですか。おめでとうございます」

「は？」

　レネは思わず聞き返した。

「今なんて言った？」

「脱童貞」

　ライナスはレネを見て無表情のまま繰くり返かえした。

「え？　噓。あんた……」

　レネはヴィリオに対して、女と遊びまくっている女たらしという思い込みをしていた。なぜなら彼はレネに対して猥わい褻せつな言葉を連発したし、女性に対してかなり慣れている様子だったからである。

（でもそういえば、あまり女性に興味がなかったとか言ってたような……）

　ヴィリオはこくりと頷うなずいた。

「まだそこまでの既成事実は作れていないが、遅かれ早かれそうなることは明らかだ」

「ちょちょちょっと待ってよ！　あんた三十でしょ！　しかも王様で……今までよりどりみどりだったんじゃないわけ!?」

「否定はしない。だが僕にも、寝る女を選ぶ権利はある」

「だからいくらでも選べたでしょって言ってるの！」

「だがお前はいなかった」

　レネは二の句が継げなかった。

「喜べレネ。僕の童貞はお前に捧ささげると決まった」

「……いりません!!」

　彼女のその拒きよ絶ぜつは、夜の屋敷にびりびりと響ひびいたのだった。
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　オッリ＝ベッカ座のその日の公演で、レネ＝オールストンは実に一月ぶりに舞ぶ台たいに立つことができた。

　ひどい『鳴なき真ま似ね』を披ひ露ろうしてしまったあの公演以来である。

　台詞せりふもなく、舞台上で主役の言葉にうんうんと頷くだけの村むら娘むすめその四役であったが、レネは何度も頷く練習をして万ばん全ぜんの態勢で臨のぞんだ。

　結果は、そこそこ納なつ得とくのいくものであった。

　主役の言葉に対して完かん璧ぺきな間を置いて頷くことができたし、下手に目立つこともしなかった。劇団長の小言も飛ばず、レネは心置きなくその後の背景を移動させる裏方に徹てつすることができた。

　公演後、ばたばたと舞台上の片付けをしていたレネは、舞ぶ台たい裏うらから劇団長に呼ばれた。

「レネ！　客だぞ！」

「はーい」

　ニヴァンだろうか、と思いながら作業の手を中断して舞台裏に向かう。

　一月前、レネを捜すために借金取りのドンから飼い犬を借りたニヴァンはひどい怪け我がをしていた。まだ金を作れていないのに、ドンのところに現れたせいだ。彼は顔をひどく殴られながらもなんとか犬のエスターを借り受け、レネを捜さがそうとしてくれたのだった。

　後で聞くと、ソニアがあの呪いの靴をレネに履はき替かえさせたのもわざとだったらしい。状じよう況きようから考えてレネに何かが起こってもおかしくないと踏ふんだソニアは、万が一のことを考えたのだ。

　レネは二人に心から感謝した。そして後日、ヴィリオからソニアには新しい靴と帽ぼう子しと菓か子し、ニヴァンには大きな宝石のついた指輪と破格の報ほう酬しゆうを伴ともなう数件の調査依い頼らい書しよが届いた。

　ソニアは飛び上がって大喜びしたし、ニヴァンは指輪を恋こい人びとのリリーナに贈って仲直りした。

　しかし、レネには何も贈られてこなかった。

　ヴィリオレイ＝レド＝ネストル王の死が実は偽ぎ装そうであったとの一報は国外にまで響き渡ったし、国中が驚き喜んだ（さすがに生き返ったと発表するのは憚はばかられたらしい）。

　本来葬そう儀ぎを行うはずだった日にはヴィリオレイ王から国民に対する謝罪を込めた声明が発表され、その中で今後もよりよい国づくりに励はげむことを約束した。また、葬儀に参列するはずだった近きん隣りん諸国に対しては大きな歓かん待たいがなされた。王の死の偽装の裏で、政敵であった宰相が地下牢の住人になってしまったことを知った近隣諸国は、ヴィリオレイ王の恐おそろしさを再確かく認にんしたようだった。

　しかしレネは不満だった。

（あの一件の一番の立役者は私のはずでしょ？　なのに何も礼がないなんておかしくない？）

　ということなのである。

　それどころか、ヴィリオが蘇ったあの夜、劇場に送ってもらって別れて以来連れん絡らくもない。

（……まぁ、平へい穏おんでいいけど）

　あの三日間のことはまるで夢のようであった。

　ヴィリオから贈られたひどく値段の高そうな帽子を被かぶったソニアが鏡の前に立つたびに夢ではなかったのだと思い知るが、それ以外の時はあの三日間の非現実さを再確認するばかりであった。

（結局、雲の上の人だったのよね）

　レネは最近そう思うようにしていた。

　ヴィリオというのは、違う世界の人間だったのだ。たまたま死んでレネと世界が一度交わっただけで、生き返ってしまえばこの通り、元の状態に戻る。

　それだけのことだったのだと思えば、納得できないでもなかった。

　まぁ、自分にだけ礼の品がないというのはやはり腹が立つが、見返りを期待していたのかと言われてもイラっとするので忘れてやってもいい。

　ともかく、望んでいた日常が戻ってきたのだ。

　今はそれを喜んで、夢のために励もうとレネは思い始めていた。

　舞台裏から通路に出るための通用口のところに劇団長がいた。机に腰こしを預けて、脚本を読みながらブツブツと何か言っている。

　マディアの狂きよう言げんを信じてレネを盗とう難なん犯はん扱あつかいしたことに関して、劇団長は疑ってすまないなと軽く謝あやまっただけだった。まぁ、謝罪をしてもらっただけでも十分だと思うべきだろう。

　アレン＝スターズが消えたことで劇団には支し援えん者しやが不在になってしまったが、劇団長にはずいぶんと溜ため込んだ金があったらしい。まだしばらくは、劇団が潰れるなんてことにはならないはずだ。

「あの、客ってどこですか？」

　レネが声をかけると、劇団長は「ああ」と顔を上げて通路の方を顎で示した。

　そしてにやりと意味ありげな笑みを見せる。

「お前に同業の恋人ができたことは喜ばしいが、今はとっとと帰ってもらって早く作業に戻れよ」

「？」

　なんの話だ。ニヴァンが探たん偵ていで従兄いとこだっていうのは劇団長も知ってるはずなのに。と思いながらも通路に出て、レネは固まった。

　男は外がい套とうを身にまとい、引き締まった見事な体軀と上質な衣服こそ隠かくしていたが、普ふ通つうではないその空気感は隠しきれていなかった。

　少し伸びた黒くろ髪かみと切れ長の紫の双そう眸ぼう。贈り物までもらってすっかりヴィリオレイ王の信者になったソニアが、持っていた肖しよう像ぞう画がを部屋に飾り出したので顔だけは毎日見ていた。けれどやはり、実物は少し違う。

　肖像画の中の苛か烈れつ王おうの厳しい眼まな差ざしは鳴りを潜ひそめ、壁の染しみをまじまじと見つめるその様はまるで悪戯いたずら好きな子供のようだ。そのくせ、通路に現れたレネを視界に入れると、紫の瞳には猛もう獣じゆうのような光が宿るのだ。

　ヴィリオは笑った。

「どうした？　会いたかったと抱きしめてくれてもいいんだぞ？」

（劇団長はこいつを俳優だと勘かん違ちがいでもしたわけ？）

　だから、『同業の恋人』と言ったに違いない。恋人なんてもってのほかだが、俳優なんていうのももってのほかだ。こんな男が舞台に立てば、芝しば居いは無茶苦茶になるに決まってる。

　あの破は廉れん恥ちな声と瞳で、相手の女優は三秒だってもたないに違いないのだ。

（王様だって気づかないなんて）

　劇団長の鈍どん感かんさに呆れるが、自分のことを思い返してみれば他人のことは言えない。大体、丘おかの下のこんな小さな劇場に、丘の上の主人である国王が現れるなんてことはありえないのだ。

　けれど今は衣装を片付けにいっているソニアが戻ってきたらひと騒そう動どう起こりそうである。

「ちょっと、いいからこっち来て」

　レネはとりあえずヴィリオの腕を引いて、自分の部屋に連れていくことにした。

　部屋に入って扉を閉めたとたん、ぐいと横抱きにされて悲鳴を上げる。

「ぎゃー！　何するのよー！」

「密室に二人きりではすることは一つしかないだろう」

　なぜかヴィリオはご機き嫌げんである。

「勘違いするな馬ば鹿か！　あんたがいることがばれて騒動になるのを避さけたんでしょうが！　王様の自覚を持て！」

「お前に誘さそわれている自覚ならある」

「誘ってない！」

　そうきっぱり断言してもなお寝しん台だいの上に降ろされのしかかられそうになったレネは、渾こん身しんの足あし技わざでもってヴィリオの腹を蹴けった。

　一月前にはなかった手応え（足応え？）があり、「うぐっ」とヴィリオが呻うめいてレネから離はなれる。

「あっちへ行け変態！」

　レネは顔を真っ赤にして怒鳴った。心臓がばくばくとうるさい。

　痛みで腹を抱えているのかと思われたヴィリオがしかし、くっくと肩を震ふるわせて笑い始めたのでレネはもっと強く蹴ってやればよかったと後悔した。

　顔を上げたヴィリオは、右手を額に当てて「信じられない奴だな」と言った。

「普通、王を足あし蹴げにするか？」

「乙女おとめの操みさおのためなら許されることだわ」

　ライナスからはきっと勲くん章しようを授じゆ与よされるだろう。レネはいつの間にか外されていた胸元の釦ボタンを慌てて直しながら寝台から降りた。

　ヴィリオが悠ゆう然ぜんと腕を組む。

「世よ継つぎ問題の方が深刻だ」

「本気でそう言ってるなら最低だし、あんたの世継ぎ問題に私は関係ないでしょ！」

「大いに関係あるとも。僕の童貞はお前に捧げると決まっている」

「いらないわよ！」

「おかしな奴だな。僕と寝ねたがる貴族令れい嬢じようは掃はいて捨てるほどいるというのに」

　なんて最低な奴だ。

　レネはぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「からかうのはやめてくれる？　この一月、私のことを忘れてたくせに！」

　言ってからすぐレネは後悔した。これではまるで、連絡を待っていたかのようではないか。

「違うわ！　そういう意味じゃなくって……」

　慌ててそう否定しようとしたが、ヴィリオがとたん甘あまく色気のある表情になってレネの手を握ったので、声を失ってしまった。

「僕がお前のことを忘れるものか」

　人差し指が優やさしく手ての甲こうを撫でる。その甘さに背筋が震えた。

「半月間死んでいた反動か知らんが、数日寝台から出られなくてな。おかげで仕事が山積みでライナスに軟なん禁きんされて、今日やっと逃げ出してきたんだ」

（死んでた反動？）

　眉を寄せたレネに、ヴィリオが微笑む。

「心配はいらない。もうこの通り、上も下もぴんぴんしている」

「次猥褻な言い回しをしたら窓から蹴り出すわよ」

「了りよう解かいした」

　思いの外ほか素す直なおにヴィリオは頷いた。次いで言う。

「なぜだ」

　レネは眉を上げた。

「窓から蹴り出される理由を聞いてるわけ？」

「違う。お前が、僕の身体を助けた理由だ。関わりたくないと言っていたのに、どうしてあの時天てん井じよう裏うらで黙だまって隠れていなかった？」

「あれは……」

　レネは一度言葉を失った。

　あれは、かっとしたからだ。ウシガエルが唾つばを吐いたことに、腹が立った。

「……おかしいと、思ったからよ。あんな男に唾吐かれて馬鹿にされるなんて」

「つまり、僕のためか？」

「違うわ。私のためよ」

　レネははっきりと言った。

「私の信念のため」

　人は自分のために生きるべきだ。

　レネはずっとそう信じて生きてきた。

　だからヴィリオにもやり直してほしかったのだ。今度こそ自分のために。後悔をしないように。

　ヴィリオは驚いたように目を丸くしていたが、やがてふっと目め尻じりを下げて笑うと、自分が握っていたレネの手をぐいと引っ張り、手のひらを上に向けた。

「今日はお前に、これを渡しにきたんだ」

　そしてそこに何か小さなものをぽとりと落とす。

　駒鳥のラペルピンだ。

「これ……」

「この駒鳥のラペルピンは、僕がお前に贈ったものだった」

　レネは目を丸くした。

「え？　どういうこと？」

「僕が死ぬ一月くらい前に、お前宛あてにと贈ったものだ。まさかお前のところの劇団長が身につけているとはな」

「え？　噓。私知らないわよ」

　確かに、劇団長があのラペルピンを身につけたのはそのくらいの時期だった気がする。

「……噓でしょ。最低。信じられない」

　原因は一つしか考えられない。レネ宛てに届いた荷物を、劇団長が勝手に開かい封ふうして自分のものにしたのだ。ああだから、あの吝りん嗇しよく家かの劇団長が、ラペルピンがなくなっても大おお騒さわぎしなかったのか、と合点がいく部分もあった。

「初犯じゃないわよね？　ちょっと後で問い詰めなきゃ……」

　届いた荷物を片かたっ端ぱしからそうやって検けん閲えつされているのでは、劇団員達だって黙っていないだろう。これは、待たい遇ぐう改善を要求するいい機会である。

　そこまで考えて、ふとレネは疑問に思った。

「死ぬ一月前って言ったわよね？　その時から、私のことを知ってたの？」

　死んでから、自分を見ることのできる人間を捜したのではないのか。

「……いつから私のことを知ってたの？」

「さぁ、いつからだろうな」

　ヴィリオは肩をすくめてはぐらかした。

「僕が毒を飲んだのは、死ねばお前のもとへ行けるとわかっていたからだ。お前が僕を《蘇らせる者》だと知っていた」

「どういうこと？　どうして……」

　ヴィリオは握っていたレネの手を引いた。

　そして駒鳥のラペルピンを乗せたままのレネの手のひらに、うやうやしく口づけをする。

　いや、唇はレネの肌には触れていなかった。駒鳥にキスをしたヴィリオは、そのまま優しくレネを見た。
















（なんて目で見るのよ）

　紫の瞳に、懇こん願がんを含ふくめた様々な感情が宿っている。

「知りたいのなら、僕のものになるか？」

　レネはくらりとした。

　やめてほしい。こんなこと。本気なのだと勘違いしてしまう。

「レネ」

　自分の名を呼ぶ甘い声。

「やめて！」

　レネは思わず叫さけんでいた。叫ぶだけでなく、摑まれていない方の腕を振り上げ、王の顔面を殴おう打だする。

　ボク、と嫌いやな音がして、ヴィリオが床に倒れる。

「ヴィリオ！」

　そんなに強く殴ったつもりではなかったレネは慌てて男の前にしゃがみ込んだ。

「ヴィリオ！」

　ぺちぺちと頰ほおを叩たたくが反応がない。

「ちょっと、冗談やめてよ！」

　念のため手のひらを鼻と口の前に当ててみたレネは、さぁと青ざめた。

　呼吸をしていなかったのである。

（噓、死んだの？　今の一いち撃げきで？）


〈おお。これは驚いたな〉



　まったく驚いてなさそうな声がすぐ横から聞こえた。

　顔を上げてみれば、目の前に横たわって死んでいる男とまったく同じ男が、側に立って自らの死体を見下ろしている。

「……」

　レネは呆あつ気けにとられた。


〈ふむ。一回死んだせいで、魂たましいというやつが離れやすくなってるのかな？　まぁ問題はないだろう。解決策はわかっている〉



（噓でしょ！　最悪！　最悪！　最悪！）

　心の中で叫ぶ。

　そして王が尊大に笑った。


〈さぁレネ。キスを〉



















ＦＩＮ
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　はじめまして、こんにちは。

　山やま咲さき黒くろと申します。

　新作をお届けいたしました。

　少女小説なのに下品なヒーローですみません。

　どうか皆様に楽しんでいただけますように。

　この本に関わってくださったすべての方々、お手にとってくださった方々にお礼申し上げます。

　今後ともがんばりますのでよろしくお願いいたします。
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　レネがいなくなったとソニアが探偵社に現れた時、俺おれは心配するより先にがっかりした。

　まったく、何をやっているんだあの従妹いとこ殿どのは。

　大体、レネ＝オールストンというのは昔から夢中になるとそれしか目に入らないような子供だった。山菜探しで迷子になったことは一度や二度ではないし、女優になるという夢を得てからは叔お母ばにどれだけの心配をかけたことか（旅芸人の荷物に紛まぎれてついていこうとしたことさえあった）。

　俺が先に田舎いなかを出て王都へやってきてからは、頻ひん繁ぱんに手紙を送ってきてこちらの様子を聞いてきた。どんな劇場があるのか、どのような公演をやっているのか、有名な役者は誰だれか。

　そんなレネがようやく母親を説得して田舎を出てきたのはあいつが十七になった年だった。

　レネは叔母から俺への長い手紙を携たずさえていた。

　内容は要約すれば、娘むすめをよろしく頼たのむというもので、レネに何かあった場合にはただじゃおかないという脅おどしも多少含ふくまれていた。

　叔母は強い女性だ。

　女手一つでレネを育てた。

　惚のろ気けではないが俺の恋こい人びとのリリーナに似ているところがあるかもしれない。もちろん、リリーナの方がずっと若く美人ではあるが。

　話を戻もどそう。

　レネの生意気な友人のソニアは、犬を調達してこいと俺に言った。

　なんでもレネに犬の嗅きゆう覚かくによって追つい跡せきできる靴くつを履はかせたらしく（どういう靴だ）、探偵業を営いとなみ顔の広い俺になら、訓練された犬の心当たりがあると考えたらしい。

　心当たりはあった。

　賭と博ばく仲間のドンの飼い犬である。

　金も持たずに会いに行けば半殺しにされるおそれがあった。もちろん、金など用意できていない。

　それでも俺はソニアを探偵社に残し、ドンのところへ向かった。

　叔母には恩がある。それに元がん来らい、俺という人間は楽観主義でもあった。

　結果的に、俺は顔を五、六発（いや、七発だったかな？　十発はいっていなかったはず）程度殴なぐられただけでドンの飼い犬を借りることができた。

　どうやってかって？

　はっはっは。機転てやつだな。

　がつんと側頭部を殴られた時に閃ひらめいたのだ。

　俺は、自分に幽ゆう霊れいが取り憑ついていたのだという話をした。

『いいか聞け？　ドン。昨日お前のところのその馬ば鹿か犬いぬが吠ほえたのは、俺に取り憑いてた幽霊に吠えたんだ。逃にげ出だしたのは、俺に取り憑いてた幽霊に目印をつけられたせいさ。そう、次に取り憑く相手っていう目印をな。もちろん、犬に取り憑いたりなんかしねぇよ。幽霊の次の狙ねらいはお前だドン。その犬はいつもお前と一いつ緒しよにいる。目印をつけた犬を捜さがせば、おのずとお前に取り憑けるって寸法だ。その証しよう拠こにずっと俺に取り憑いてた幽霊野や郎ろうは、今け朝さ俺から離はなれた。ほらな？　だからその馬鹿犬も、今は吠えねぇだろう？　本当ならお前らが呪のろい殺されるのを見ててもいいんだが、俺は今日やっと、幽霊を退治する方法を見つけたんだ。だからその犬を貸せ。幽霊野郎が俺をお前だと勘かん違ちがいして飛びついてきたら、返かえり討うちにしてやる。礼はいらねぇよ。これは私し怨えんだ。あの幽霊野郎にはずっと悩なやまされてきたからな。目にものを見せてやるぜ』

　多少支し離り滅めつ裂れつな部分もあっただろうが、俺の気き迫はくにドンは気け圧おされたようだった。

　そうして俺は、ドンの馬鹿犬を連れ、満まん身しん創そう痍いで探偵社に戻ったというわけだ。

　ソニアはまず、レネのいなくなった劇場から捜そう索さくを開始しようと言った。そこへあの、王城でレネを馬に乗せていた男が現れたのだ。

　レネが戻ってきた時、一緒にいた男を見て俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれたね。

　ヴィリオレイ＝レド＝ネストル王。

　噓うそだろう？　本物だ。肖しよう像ぞう画がと同じ顔。信じられん。本当に生き返らせたっていうのか。

　呆ぼう然ぜんとする俺に握あく手しゆを求めてきたヴィリオレイ王は、俺の顔の傷を見て笑った。

『いい男になったじゃないか。クズ従兄いとこ殿から馬鹿従兄殿に格上げしてやろう。今ここで三回回ってワンと言えば馬鹿も外してやるが？』

　それが冗じよう談だんなのかどうかもわからなかったので、俺ははははと乾かわいた笑いを漏もらすことしかできなかった。しかし隣となりでソニアと抱だき合あっていたレネがヴィリオレイ王の脛すねを蹴けって、『それが怪け我が人にんに言う台詞せりふなの？』と非難したので俺はさぁと青ざめた。

　おまっ相手は王様だぞ！　と叫さけびかけた声が、レネを見る王の眼まな差ざしを見て喉のどの奥おくに引っ込む。

　ヴィリオレイ王はからかいを含んだ甘あまい眼差しでレネを見ていた。

　それで俺は理解した。

　ああなんてこった噓だろう？　信じらんねぇ。レネ、お前はなんて奴やつなんだ。

　一国の王を惚ほれさせるなんて。

　それもあの、苛か烈れつ王おうを。

　うーんだがよく考えてみれば、王おう妃ひの従兄というのはずいぶんといい響ひびきに聞こえる。王室御ご用よう達たし。うんうん。客が増えそうだ。

　そういうわけで俺は王様の恋を絶賛応おう援えん中ちゆうだ。レネは迷めい惑わくそうだが。

　目もつ下かのところ俺の課題は、月に一度の叔母への定期報告になんて書くかだな。

　まさかレネが王様に言い寄られてるなんて書くわけにもかねぇだろ。

　はぁ。

　あの鼻たれレネがなぁ。

　人生ってな本当、何が起こるかわからないぜ。
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25冊目は新作です。
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水瓶座　Ａ型

初めまして。七里慧と申します。

洋ドラが好きで作業中よく流しているのですが西洋ファンタジー系のリストが増えました。

ヴィリオ陛下が大変好みです。
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